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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　駒都え～じ
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　あとがき








　第零ゼロ話　花嫁は魔法使い







　少年は幼おさなかった。少女もまた。


　昨日きのうからの雨も朝にはあがり、空にはちぎれた雲と青空が広がっていた。夏の日差しが水溜たまりに反はん射しやして、きらきらと輝かがやく。ぶかぶかの長なが靴ぐつが、その上を横切っていった。


　少年は、いつもの空あき地に向かうところだった。


　そこはお気に入りの場所。林もなければ池もなく、壊こわれたベンチが一つあるだけだった。だが、アスファルトと塀へいが並ならぶ町の中では、貴き重ちような遊び場だった。


　虫の声と軟やわらかな風。草の匂においと日の光。ぽっかりと空いた、子供たちだけの空間。


　古ぼけた電でん柱ちゆうを曲がり、空き地に入る。と、かすかな泣き声が聞こえてきた。


　少女だった。ちっちゃな女の子がしゃがみこみ、両手を目にあて、頰ほおを濡ぬらしている。左手に持ったペンダントが、涙なみだで光っていた。


「どうしたの？」


　少年は近寄って、話し掛かけた。


　返事はない。


　なおも話し掛けるが、言葉は返ってこなかった。女の子はただ悲かなしそうに、小さな声で泣いていた。


　何度か声を掛け、ようやく彼女は、泣き腫はらした顔を上げる。


「……だれ？」


「ぼくは、せかいいちのまじゅつし！」


　少年は胸むねを張はる。


　少女は驚おどろいたように、濡れた瞳ひとみをぱちぱちさせた。


「……ほんと？」


「うん」


「じゃあ、わたしがおひっこししないようにって、できる？」


　堰せきを切ったように、少女は話し出した。


　家が大きくて、パパとママはとても忙いそがしいこと。この町に来たばかりなのに、また引ひっ越こさなければならないこと。そして、今度は遠い外国に行くこと。


「わたし、もうどこにもいきたくないもん。ずっとここにいたい。ともだちだってつくりたい。もうおひっこしなんて、やだ」


　それからじっと、少年を見る。


「ねえ、まじゅつしだったら、わたしのおねがい、かなえてくれる？」


「……えっ……」


　少女はその言葉を聞いて、横を向いた。


「やっぱりできないんだ。パパやママとおんなじ。いつも、もうひっこしはしないっていうくせに、すぐとおくにいっちゃうんだもん」


　それから少年に向き直って、


「ほんとうはまじゅつしじゃないんでしょ」


「えっ」


　少年はどきっとした。


「うそつき」


「で、でも、べつのことだったら」


「じゃあ、このおねがい、かなえてよ」


　そこで彼女が口にしたことは、ますます少年を慌あわてさせた。


　少女はすねたような口振ぶりになる。


「……いいよ。みれないなら、いいもん」


「だ、だいじょうぶだよ」


「……ほんと？」


「……うん」


「じゃあ、しんじる。ほんとうにみれたら、えっと」


　彼女ははっきりと言った。


「およめさんになってあげる」


「うん！」


　少年は両手を空にかざした。顔を上げ、空を見る。


　腕うでが輝いた。


「えーい！」


　変化は、やがて現あらわれた。


「わあ……」


　少女の顔に、驚おどろきが、そして笑えみが広がった。





　　　　◯





　私し立りつ葵あおい学がく園えん二年Ｂ組出席番号十三番式しき森もり和かず樹きは高校生だった。しかも出で来きの悪い。


　フランス革かく命めいでラファイエットが起き草そうした『魔ま術じゆつと魔術師しの権けん利り宣せん言げん』によると、「人は生まれながらにして魔術師であり、魔法を使う権利において平びよう等どうである」ことになっている。「旧魔法の死オ亡ー証ラ明ー書ル」と呼よばれたこの宣言によって、それまで国王、教会の独どく占せんであった魔術は市民のものとなった。


　生まれながらにして魔術師というのは、まあそうだ。歴れき史しと事じ実じつに異い議ぎなんかはさむものではない。山やま河かわ出しゆつ版ぱん社しやの『詳しよう説せつ魔法史』にもちゃんと書いてあった。今日きよう授業で、「ここはテストに出るところだからな」と魔法史の教きよう師しに念ねんまで押された。


　だが和樹にとって、「魔法を使う権利において平等」には、大いに文もん句くを言いたいところであった。現に今日も、月いちで受けさせられる魔ま力りよく診しん断だんで、権利について深く考えさせられることがあった。


　魔力診断は、正しい魔力を知るために義ぎ務むづけられている行ぎよう事じである。これが魔力にちょっと難なんがある和樹にとっては、憂ゆう鬱うつそのものなのだ。


　葵学園は魔法エリートが集まっているから、「全ぜん寮りよう制せいで親おや元もとから離はなれられる」といういいかげんな理由で受じゆ験けんし、何を間ま違ちがったか合ごう格かくしてしまった和樹には、地じ力りきの差を思い知らされる。今日もやはり憂鬱な結けつ果かとなり、担たん任にんに「頭ず痛つうがして腹はらも痛いたくて血けつ尿にようが出ます」と適てき当とうなことを言って帰らせてもらった。


　ひとしきり罵ののしった後、上じよう空くうを仰あおぎ見た。彼の気持ちとは裏うら腹はらに、梅つ雨ゆ明あけの空は妙みように青かった。


　下を向いて、ため息を吐はく。


「なんだって、こんな学校に入ったんだろう……」


　今日は朝から気が滅め入いる出で来き事ごとが多かった。魔法語の授じゆ業ぎようで、あやうくフォマルハウスの邪じや神しんと契けい約やくする呪じゆ文もんを唱となえそうになり、錬れん金きん学がくでは隣となりの女の子を黄おう金ごんに変えそうになった。呪じゆ法ほう学がくでは、生いけ贄にえの鶏にわとりが死に切れなかったらしく、首を切せつ断だんされながらも突つついてくる始し末まつ。おまけに魔力診断だ。


　もう一度ため息をついた。寮までの道をとぼとぼと歩く。


　葵学園から歩いて五分。『彩さい雲うん寮』の門をくぐった。ヨーロッパの最新デザインを取り入れたとは名ばかりの、煉れん瓦がが崩くずれそうな玄げん関かんへ入る。和樹の部へ屋やは二一二号。廊ろう下かの一番端はしにある。


　寮は誰だれもいないので静かだった。皆みんなまだ授業を受けている時間だ。


　乱らん暴ぼうに自室のドアを開けた。二人部屋だが同どう居きよ人にんがいないので、気き楽らくなものである。鞄かばんを放ほうり投なげようとして、


　目が合った。


　女の子がこっちを見ていた。


　清せい潔けつ感かんのある髪かみをロングにした少女だった。多た分ぶん自分と同じくらいの年ねん齢れい、十六、七だろう。なかなか愛らしい顔立ちである。


　彼女は純じゆん白ぱくの服を着きていた。なぜか面めん積せきが少ない。


　白い服が下着だと気づくのにしばらく掛かかった。手にはブラウスをもっている。つまり着き替がえ中。


　少し間まが開いた。


「き……きゃあああああっ！！」


　甲かん高だかい悲ひ鳴めいが部屋中に響ひびいた。女の子がブラウスで胸むねを隠かくして、しゃがみこむ。


　和樹は慌あわてた。


「ああああ、すすすすいませんっ」


　悲鳴は止やまない。彼女は顔を赤くしている。和樹は目の前で手をばたばたさせるが、どうにもならない。


「すいませんすいません。着替えてるなんて知らなくて……本当にすいませんっ」


　あたふたと頭を下げ、急いで廊下に出た。


　ドアを閉しめて、木き張ばりの廊下を走る。とにかく遠ざかろうとした。


　何てことをしたんだろう。よりによって女の子の着替えを見てしまうなんて。こりゃ運が良い……じゃなくて悪い。葵学園は開かい国こく前まえの伝でん統とうを引きずっているから、男女交こう際さいに結けつ構こう厳きびしい。最近は大目に見てもらえるようにもなったが、着替えを覗のぞいて悲鳴を上げられたとなると、ただではすまない。きっと職しよく員いん会かい議ぎでも問題になる。女の子が教師に訴うつたえたら、退たい学がくだってありうる。


　和樹の脳のう裏りには、縄なわで縛しばられ、毛マオ語ご録ろくを振りかざした紅こう衛えい兵へいに取り囲かこまれた自分が浮うかんでいた。絶ぜつ望ぼう的な気分になる。学園魔法ライフもこれでパー。まさか寮の中で女の子なんて……。


　ちょっと待て。


　走るのを止めて振り向く。廊下全体を見渡した。ここは彩雲寮のはずだ。それも男子のみの。なんで女の子がいたんだ？


　向こう側の一番端はしに、自分の部屋のドアがある。だからどこかと間ま違ちがえたなんてことはない。まれに、休きゆう日じつなどに寮生が連つれこんだ女の子がバレることがあるが、和樹に限かぎってありえない。自じ慢まんじゃないが、生まれてこの方、彼女なんてできたためしがないのだ。


　ゆっくりと戻もどった。ドアの前につく。一度大きく深しん呼こ吸きゆう。両手でノブを摑つかんで、恐おそる恐る開けた。


　さっきのは幻まぼろしではなかった。女の子はまだそこにいた。ただし今度は服を着きて、畳たたみの上に正せい座ざしている。


　彼女は三みつ指ゆびをついて、深ふか々ぶかと頭を下げた。


「お帰りなさい」


「は……ただい……ま」


　思わず和樹も頭を下げた。


「さっきはごめんなさい。その……こんなに早くお帰りになるとは思わなかったものですから」


　少女は顔を上げると、恥はずかしそうに言った。


「でも、わたしが悪いんですよね。一いつ緒しよに住むんですから、馴なれなきゃいけないのに」


「……は？」


　和樹は、自分の意い識しきが遠くに旅たび立だっていくのを感じた。


「これからは、あんな悲鳴を上げたりはしません。でも、ご覧らんになるなら、ひとこと声を掛けていただけると……嫌いやとは申しませんから」


　かすかに顔を赤らめている。恥じらい方が可か愛わいらしいが、和樹の意識は別べつ次じ元げんの温おん泉せん旅りよ行こうに出かけていて、それどころではない。


「あの、住むって……君きみ……いったい……」


「名な乗のっていませんでしたね。わたし、宮みや間ま夕ゆう菜なと言います。今日から葵あおい学園に転てん校こうしてきました。よろしくお願いします。和樹さん」


「あれ、僕ぼくの名前……知ってる……の？」


「はい！　それはもう」


　夕菜は元気良く返へん事じをして、にこっと笑った。それでも和樹の意識はどこかにいったまま。


　彼女は和樹のカバンを手に取った。腕うでを引ひっ張ぱられ、六ろく畳じよう間まの中央にぺたんと座すわる。


　夕菜が、お茶の入った湯ゆのみを出した。


「はい、どうぞ」


「……どうも」


　反はん射しや的に返事をして、お茶をすする。口の中に、香ばしい味が広がった。お茶の飲み頃ごろの温度は八十度前後というが、絶ぜつ品ぴんだった。


「……で、転校して……ここの部屋をあてがわれた……の？」


「いえ、わたしが頼たのみました。和樹さんと一いつ緒しよがいいって言ったんです」


「はあ……一緒……ねえ」


　呆ほうけたままお茶をすする。ようやく意識が温泉旅行から戻もどってきた。


「なんか同どう棲せいみたいだなあ……」


「同棲だなんて、そんな！」


　夕菜が顔色を変えた。


「わたし、同棲なんてそんな不ふ潔けつなことできません。せめて夫ふう婦ふって言ってください」


「ふ、夫婦！」


　意識がいきなり脳のう髄ずいに蹴けりを食らわし、和樹は文も字じ通り飛び上がった。


「きゃっ。お茶がこぼれちゃいます」


「ふふふ夫婦って!?」


「結けつ婚こんした男女のことです」


「そうじゃなくて！」


「それは和樹さんは結婚できる年ねん齢れいじゃありませんけど、気持ちだけでも夫婦の方がいいじゃありませんか。だから同棲なんてこと言わないでください」


　和樹は座ったまま腰こしを抜ぬかした。頭の中を夕菜の言葉が乱らん舞ぶする。高校生なのに夫婦。結婚できないのに夫婦。美少女なのが不ふ幸こう中の幸さいわい、とか言ってる場合ではない。


　這はいつくばるようにして、ドアへと向かう。


「りょ、寮りよう長ちように」


「だめ、駄だ目めです！」


　夕菜が潤うるんだ瞳ひとみで訴うつたえる。


「驚おどろかせるつもりじゃなかったんです。一いつ生しよう懸けん命めい努つとめますから、追い出さないでください！　出て行けないんです、家に帰れないんです！」


　彼女は身体からだにすがり付いて、叫さけんだ。


　迫はく力りよくに押され、和樹は話を聞くことにした。


　夕菜の実じつ家かである宮間家には、和樹も聞き覚おぼえがあった。日本でも有名で、魔術師を多く輩はい出しゆつしている家か系けいである。


　昭しよう和わのはじめにペリー提てい督とくと五隻せきの戦せん艦かんがやってきて、日本は開国をした。宮間は、いち早く欧おう米べいの魔法理り論ろんを取り入れた家だという。そのため一時は、知らぬものなしの家か名めいを誇ほこった。


　ところが最近は、同じく西洋理論で固めた他家が盛もり返し、宮間家は政せい財ざい界かいに力を及およぼせなくなっているという。


「お父とう様さまたちは、宮間に活かつ力りよくがないからだって言うんです。家名や財ざい力りよくを気にし過ぎだって。それで、新しい人を迎むかえ入れようと思いまして、わたしが葵学園からお婿むこさんをもらうことになったんです」


「はあ……」


　葵学園は、異い国こくの魔法戦せん闘とう力に慌あわてた政せい府ふが指し定ていした、魔術師養よう成せい学校の一つだ。戦争ではなく開国を決けつ断だんしたおかげで、士し官かん学校化することはなかったものの、エリート養成の風ふう潮ちようは残った。今も全国各地から、出しゆつ自じを問わず魔法エリートたちを集めている。


「それで選ばれたのが……僕？」


　和樹は自分を指差す。


「はい」


「えーと……」


　和樹は口ごもりつつ、


「悪いんだけど、勘かん違ちがいか人違いだと思う。あのさ、西洋の魔法総そう量りようって理論、知ってるでしょ」


「ええ。一生のうちに使える魔力と、回数が決まっているんですよね」


「使い切ると死んじゃうんだけどさ……それで、今日も魔力診しん断だんがあったんだけど、僕が何回だったか知ってる？」


　夕菜は首をかしげて、振ふった。和樹は喉のどの奥から絞しぼるような声を出す。


「七回なんだよ、七回」


「七回……ですか？」


「そう！　あと七回で塵ちりになっちゃうんだ。小さい頃ころは八回あったんだけどさ、使っちゃって……とにかく、僕はエリートには程ほど遠とおいの」


　下を向いた。この少なすぎる魔力のため、学校でコンプレックスを抱いだきっぱなしなのである。


　一いつ般ぱん的に言って、魔力の生しよう涯がい平へい均きんは十数回である。だから普ふ通つうの人は魔法を滅めつ多たに使わない。七回というのは、その中でもかなり少ない方だ。


　ところが葵学園の生徒たちは、魔力総量が桁けた外はずれに大きい。十数回どころか千回、下へ手たをすると一万回近く使えるのだ。エリート校たる所以ゆえんである。


「だから、婿って何かの勘違いだよ。そりゃま、ちょっとは嬉うれしいけど……」


「いえ、やっぱり和樹さんです」


　きっぱりと、夕菜は言った。


「回数なんて関係ありません。和樹さんじゃなければ、駄だ目めなんです」


「え？」


　驚おどろく和樹。


　なぜか夕菜がうつむいた。


「その……前から……知ってましたし……えーと、二人で住むと、間ま違ちがいとか……。和樹さんなら、嫌いやじゃありませんから……」


「え？　え？　え？」


　頭の上にクエスチョンマークが乱らん舞ぶする。この娘こは、何を言ってるのだろうか。


「あの……とにかく、先を越こされないようにしないと」


「……先？」


「はい。……あっ、来た！」


　ノックの音がした。部へ屋やのドアが叩たたかれている。拳こぶしを遠えん慮りよなく叩き付けているらしく、かなり乱らん暴ぼうだ。


「ちょっと、入るわよ」


　ドアの向こうから女性の声がする。夕菜が立ち上がって、急いでドアの前まで行った。


「帰ってください！　和樹さんは会いませんっ」


「なに言ってんのよ。せっかくここまで来たんだから」


「駄だ目めです！　会わせません！」


「いいじゃない。ちょっとだけ。運が良きゃ一回ですむんだから」


「駄目ったら駄目です！」


「あ、この声は夕菜ね。先に手を出そうとしたって、そうはいかないわよ」


　夕菜は慌あわてて鍵かぎを掛かけようとしたが、一いつ瞬しゆん早くドアが開いた。


　三年生の徽き章しようを付けた女性だった。ちょっときつめの顔立ちで、背が高く、女じよ優ゆうと言っても通用しそうだ。


　彼女はなんの遠えん慮りよもなく部屋に入ると、つかつかと和樹に近ちか寄よった。


「さあ、しましょう」


　和樹の着きている制せい服ふくのボタンに手を掛け、外はずそうとする。


「なななななななにをするんですか！」


　慌てて後あとずさるが、女性は馴なれた手つきで服を脱ぬがそうとする。


「やめてください。ちょっと、ねえ！」


「はいはい。今は嫌でも、すぐにイイ気持ちになるから」


「待ってください、人を呼よびますよ！」


「それ女の子の台詞せりふ」


「本当にやめてください、やめてくれ！」


　ようやく立ち上がって逃にげ出す。といっても狭せまい部屋の中。あっという間まに壁かべ際ぎわに追いつめられた。


　女性がにじり寄ってきた。かなりの美び貌ぼうだが、口くち元もとが笑っているのが恐おそろしい。


「あきらめた？」


「ででででででも、お互たがいのことを知ってもいないのに、こんな」


「意い外がいと古こ風ふうね。あなたは式森和樹。あたしは風かぜ椿つばき玖く里り子こ。葵あおい学園の三年生。これでいいわね。しましょう」


「早すぎる！」


「男なんだから、据すえ膳ぜんくらい食いなさいよ。奥さんなんだし」


「奥さんって……あのー、やっぱり……」


「あ・た・し。るん」


　玖里子は鼻はな歌うたなんぞを歌いながら、手早くボタンを外していった。和樹の純じゆん潔けつは絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい。


　ぱっと目の前が暗くなった。


「和樹さんには触ふれさせません！」


　夕菜が立ち塞ふさがっている。玖里子は視し線せんを彼女に移し、


「いいじゃない。あたしの次にさせてあげるわよ」


「変なこと言わないでください！　こういうことは、その……もっと純じゆん粋すいなもので……心の底から男の人を……えっと、とにかく駄だ目めです！」


「愛がなくてもできるわよ」


「そんなの許ゆるしませんっ」


「でも、和樹はそう思ってるんじゃない？」


　夕菜が振ふり向いた。


「そ、そうなんですか!?」


　混こん乱らんしているので、返事をすることができない。代かわりとばかりに玖里子が言う。


「和樹だって、年上の女のほうがいいわよねえ」


「と、年上って、一つだけじゃ……」


　かろうじてそれだけ言うが、口の中だけの台詞せりふになった。


「おねーさんに任まかせれば、全部やってあげるから。あたしの方がいいでしょ。胸むねも大きいし」


　和樹は思わず見み比くらべた。どっちもそれなりにあるが、確たしかに玖里子の方が大きい。


「男の子って、結けつ構こう胸を気にするわよね」


　夕菜が顔を青ざめさせた。


「和樹さんもそうなんですか!?」


「え、え!?」


「ひどい、和樹さんがそんな人だったなんて！」


　彼女はもう涙なみだ目めだ。すがりつくようにして訴うつたえる。


「胸が小さいのがそんなにいけないことなんですか!?」


「な、何でこんな話に……」


「わたしだってもうすぐ大きくなります。努ど力りよくしますから！　大きさに惑まどわされないでください！」


「大きい方がいいわよねー」


　にこやかに玖里子が言った。危あやうくうなずきそうになる。


「ひどーい!?」


　涙ぐむ夕菜。勝ち誇ほこる玖里子。和樹はもう逃にげ出したくなった。


　軽いノックが聞こえた。和樹は急いで壁かべ際ぎわから離はなれる。また来らい客きやくとは妙みようだが、この場から抜ぬけ出せるのなら何でもいい。


　ドアは向こうが開けた。


　また女の子だった。前まえ髪がみを奇き麗れいに切り揃そろえた、日本人にん形ぎようみたいな子が、こっちを睨にらんでいる。何な故ぜか細長い袋ふくろを持っていた。


「おまえが私の良人おつとか」


「ま、またか……」


　和樹の嘆なげきを気にせず、少女はずかずか上がり込こむ。


「あっ、神かみ城しろ凜りん」


「凜さん」


　玖里子と夕菜が同時に気付く。凜と呼ばれた少女は、無む言ごんで枯かれ草くさ色いろの竹刀しない袋ぶくろの紐ひもを解といた。


　和樹は思わず座すわり込んだ。凜が竹刀袋から抜き出したのは日に本ほん刀とう。しかも真しん剣けんを抜いて、突つきつけてきたのだ。


「我わが夫となる男ゆえ、事前に調べさせてもらった。悪く思うな」


「夫……もういいよ……」


「だが！」


　凜は刀の切っ先を、ぴたりと喉のど元もとに向けた。


「調べて驚おどろいた。成せい績せきは悪い、運動は苦にが手て、無む趣しゆ味みと取とり柄えのカケラもない男だ。貴き様さまのような男を生しよう涯がいの伴はん侶りよにしなければならないとは、何たる屈くつ辱じよく」


「勝かつ手てなこと言うなよ！」


　彼女は聞いていない。むしろ瞳ひとみの中には、怨うらみの炎ほのおが渦うず巻まいている。刀かたなの柄つかに力を込めるのが分わかった。


「この場で死んでもらうぞ！」


「どうしてだー!?」


　泣き喚わめく和樹。刃やいばが日光に反はん射しやしてきらめく。斬きられたら一回であの世よ行きだ。


「そうはさせません！」


　再ふたたび夕菜が立ち塞ふさがった。


「宮間家の女性ですか。そこをどいてください」


「いくら凜さんだって、和樹さんを傷きずつけたら許ゆるしませんからっ！」


「どかないと、女とて容よう赦しやはしません」


「妻つまの私を倒たおしてからにしてください！」


「いいでしょう」


　凜が刀の方向を変えた。


「あなたに恨うらみはありませんが、少し眠ねむっていてもらいます。覚かく悟ご！」


　刀とう身しんが光った。鋼はがね色いろだった刀とう紋もんが、虹こう彩さいを帯おびて輝かがやいている。


　夕菜が呟つぶやいた。


「剣けん鎧がい護ご法ほうですね。刀にとりつかせて、使し役えきするなんて」


　護法は修しゆ験げん道どうの技わざである。鬼きの一種を呼び出して働はたらかせるのだ。剣鎧護法は元がん来らい病びよう魔ま退たい治じに使うが、凜は剣けん術じゆつに応おう用ようしているらしい。


「神城家八百年の歴史が生み出した技です」


「ならば！」


　夕菜は右手を天てん井じように向けた。


「古き神々、世界を司つかさどる全すべての精せい霊れいたちよ、誓せい約やくによりて、我が命に応おうじん。水精霊ウンデイーネ！」


　彼女の手の周まわりに、霧きりのようなものが現あらわれた。どんどん大きくなり、やがて水すい滴てきとなる。腕うでを中心に渦うず巻まきのようになった。


「宮間の精霊術、ご覧らんにいれます！」


「くっ、この西洋かぶれが！」


　凜が斬りかかった。そこに水が鞭むちのように絡からみつく。刀の勢いきおいが鈍にぶり、水滴が弾はじけ飛ぶ。


「どひゃひゃひゃひゃ！」


　水滴が散さん弾だんのように降ふりかかってきて、和樹は転ころがり回った。


　凜はいったん日本刀を引き、下げ段だんから突き上げた。が、夕菜は水を壁かべのようにして防ふせぐ。


　彼女は続けざまの剣けん撃げきを、水を自じ在ざいに操あやつって防いだ。


「やりますね！」


「まだです！」


　夕菜が反はん撃げきに転じる。頭ず上じように掲かかげた手首を反かえした。水が流れとなり、二つに分かれ、両りよう脇わきから凜を襲おそう。


「眠りなさい！」


　凜の身体からだを包つつみ込こむ水流。だが日本刀の少女は、ぎりぎりまで引き付けていた。


「破はっ！」


　裂れつ帛ぱく一いつ閃せん。気き迫はくと共ともに刀が、二本の水流を同時に引き裂さく。水は力を失うしない、天井にぶつかって部屋中に降ふり注そそいだ。


　一いつ瞬しゆんにして部屋が、スコールに見み舞まわれたようになった。机つくえから本ほん棚だなから、なにもかも洗い流そうとする。しかも凜の刀が熱ねつを帯おびていたらしく、水すい蒸じよう気きが立ちこめている。


「とうっ！」


　凜が足を一いつ歩ぽ踏ぶみし、同時に刀を振るった。剣けん筋すじから衝しよう撃げき波はが生み出される。


　夕菜は自分を裂こうとする衝撃を、身体をひねってかわす。真しん空くうの圧あつ力りよくが壁にぶつかって大きく響ひびき、寮りよう全体が大きく揺ゆれる。本棚が倒れて壁かべ際ぎわの机つくえをつぶした。


「うわーっ、僕の部屋が！」


　悲ひ鳴めいを上げる和樹。そこに玖里子がのしかかる。


「こうなったら、この寮もおしまいね！　だからしましょう！」


　両手を押さえつけてくる。


「わーっ、なんの関係もなーい！」


「戦場で激はげしく愛し合う男と女！　ああっ、燃もえるわ！」


「やめてくれー！」


　和樹は騒さわぎ立てるが、玖里子が服を脱ぬがしだした。


「あーっ、何してるんですか！」


　夕菜が気づいた。


「やめてくださいったら！」


　彼女は操っている水流の一つで凜の相手をさせ、もう一つで玖里子を攻こう撃げきしようとする。
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「おおっと」


　玖里子が胸のポケットから、紙し片へんを数枚取り出した。それを扇おうぎ状じように広げると、ぱっと空中に撒まく。


　此し水すい呑どん水すい、と書かれた紙片に水流が防ふせがれた。水が文字の部分に吸きゆう収しゆうされていく。


「霊れい符ふ!?」


　夕菜が驚きよう愕がくする。玖里子はさらに紙片を取り出すと、投げつけてきた。


「剪紙成兵ジエンジチエンビン！」


　玖里子の掛かけ声ごえと同時に、紙が空中で折おりたたまれた。人の形となり、みるみる大きくなる。


　紙人形はこれまた紙でできた剣を持ち、夕菜に襲おそい掛かかる。


「させません！」


　夕菜は新たな水流を発生させ、鞭むちのように操った。紙人形の斬ざん撃げきを防ぎ、逆に締しめつける。胴どうの部分から真まっ二ぷたつになった。


　玖里子が立ち上がった。両手に数枚ずつ霊符を持っている。凜も刀かたなを構かまえる。


　夕菜は両手に水の渦うずを起こして、二人と対たい峙じした。


「和樹さんに手を出さないでください」


「あーら、男の独ひとり占じめはよくないわよ」


「その男を倒たおさねば気がすまん」


　夕菜はきっと凜を睨にらむ。


「凜さんだって、和樹さんを狙ねらっているんでしょ」


「なにを言うのです。いくら家の命めいとはいえ、そんな軟なん弱じやく者ものなど夫にしたくありません」


「和樹さんの悪わる口くちは許ゆるしません！」


「夕菜ちゃん、ちょっと入れ込みすぎよ」


　玖里子が口を挟はさんだ。


「あなたも和樹じゃなくて、魔ま力りよくが欲ほしいんでしょ。夕菜ちゃん家ち、ちょっとヤバめだし」


「そ、そんな不ふ純じゆんな動どう機きじゃありません！」


　夕菜の両手の水流が、勢いきおいを増ました。渦がどんどん大きくなる。玖里子と凜が、思わずたじろいだ。


「和樹さんはわたしの大事なひとなんですからあっ！」


　水の先せん端たんが龍りゆうの頭のようになり、口を大きく開けて二人に襲い掛かろうとした。


「待ったーっ!?」


　和樹は怒ど鳴なった。


　三人の女性は、思わず和樹の方を向いた。戦せん闘とうがいったん止まり、部屋が静まり返る。


「だから、だからどうして僕なんだ！　七回しか魔法が使えない、三流以下の魔ま術じゆつ師しなんだぞ！　これ以上からかうのはやめてくれよ！」


　やけになって叫さけぶ。朝から劣れつ等とう感かんをさいなまされ、部屋は破は壊かいされている。もう御ご免めんだった。


「だいたいみんなはどうなんだよ！　人をどうこうするくらい、魔法が使えるのか!?」


「あたし、十四万五千回」


　玖里子が言った。


「私は十七万六千三百だが」


　凜が続ける。


「わ、わたしは二十一万……」


　小さい声で夕菜が告つげる。和樹はひっくり返った。


「どうして僕のところに来るんだ。見合いでもなんでもすればいいじゃないか！」


「それがあんたじゃなきゃ駄だ目めなのよ」


　玖里子が手をひらひらとさせた。


「あんたさあ、自分の先せん祖ぞのことって知らない？」


「へ、先祖？」


　和樹の実じつ家かは、東京の西部にある。元は神かん主ぬしで、京都だか島根だかに本ほん家けがあり、奈な良ら時代にまでさかのぼることができるという。古さだけは大したものだが、それ以上のことは知らない。


「あんたの家か系けいってねえ、賀か茂もの保やす憲のりとか安あ部べの泰やす親ちかとかの息子むすこや娘むすめが沢たく山さん混まざってんのよ。日本歴史上の有名魔術師だけでも、五十はいくんじゃない。それにほら、ひいひいお婆ばあさんにポーランド人がいたでしょ」


「……イェジーナお婆さんか？」


「そうそう。彼女が魔術師トファルドフスキの子し孫そんなんだって。他ほかにもスイスのパラケルススとかイタリアのミランドーラとか呉ごの董とう奉ほうとか。世界からも結けつ構こう入ってるわ」


　ぽかんと口を開ける。先祖に高こう名めいな魔術師がいたとは聞いたことがあるが、魔法史の教科書を埋うめ尽つくすほどいるとは思ってもみなかった。


「それでねー、あんたの中に、そこらへんの魔術師の血がギュッと詰つまってんのよ。言っちゃなんだけど、あんたの家系って、大した魔術師がいないでしょ。その分、全部濃のう縮しゆくされてんのよね」


「でも、僕は七回しか使えないぞ」


「そうね。だから潜せん在ざい能のう力りよくなんだってば。でなきゃあんたみたいに取とり柄えのない男が、葵あおい学園に入学できるわけないじゃない」


　バンバンと背中を叩たたかれる。和樹は内ない心しん傷きずつきながらも、自分の体内に流れる血について考えていた。


　自分の先祖が凄すごいのは分わかった。入学できたのも、魔術の潜在能力の方が評ひよう価かされたためと分かった。すると、押し掛かけ女によう房ぼうがこうも沢山現あらわれたのは……。


「じゃあ、奥さんとかも……」


　夕菜を見る。黙だまって下を向いていた。代かわりに玖里子が答える。


「あんたの遺い伝でん子しが目もく的てきなの。どっかの探魔士クラツカーが葵学園のサーバに侵しん入にゆうしてねー。魔力データを地下市場アンダーグラウンドマーケツトにバラ撒まいたのよ。そこにあんたの情じよう報ほうも含ふくまれてて、色んな所が目をつけたのね。だって子供が生まれれば、大魔術師間ま違ちがいなしだから」


　和樹は茫ぼう然ぜんとした。


「あたしん家ちは魔法業ぎよう界かいじゃ成なり上がりだから、睨にらみを利きかせる何かが必要なのよ。だから、まー、あんたの遺伝子でも、ちょこっと」


「ちょこっとって、そんな簡かん単たんに……」


「凜とこは、旧きゆう家かで伝でん統とうもあるけど、ここんとこずっとヤバいのよねー。だから家族会議で、新しい血でも入れようってことになったんじゃないの」


「私の婿むこにするため、連つれてこいと言われた。だがこんな軟なん弱じやく者ものを、伴はん侶りよにする気なぞ起こらん」


　憮ぶ然ぜんと答える凜。玖里子は含ふくみ笑いをした。


「プライドって邪じや魔まよね。夕菜の宮間家は落ち目だから、もう一度大きくなるには……って、とこでしょ」


　夕菜は俯うつむいたまま答えない。


「……じゃあ、じゃあ、ただ僕の、遺伝子のためだけに、こんな騒さわぎが……」


「まー、平ひらたく言えば」


「ば、馬ば鹿かにしないでくれ」


　和樹の感情が高ぶった。思わず身体からだが熱あつくなる。


「僕は君らの家の道具じゃないぞ！　そんなことで、結婚なんかできるもんか！　僕の人生は僕のものだ。結婚相手くらい、自分で決める！」


　叫さけんだ。立ち上がって、大声で怒ど鳴なった。


「出ていってくれ！　もう沢山だ！」


「違います。和樹さん、わたしは……」


「君もだ！」


　夕菜の方を向く和樹。睨にらみつけ、声を張り上げた。


「もう来ないでくれ！」


「和樹さん、そうじゃないんです。だって」


「言い訳わけなんか聞きたくない！」


「お願いです、聞いてください……」


「黙だまれ！　奥さん面づらなんかするな！　僕は君のものなんかじゃない！　君の顔も、君の声も、もうなにもかも関かかわりたくない。出てけーっ!?」


　和樹は声を枯からして、言葉をぶつける。夕菜は立たち尽つくしていた。


　不ふ意いに、彼女は背を向け、部へ屋やから飛び出した。


　沈ちん黙もくが落ちる。


「……あーらら」


　玖里子が口を開いた。


「いいの？　夕菜ちゃん、泣いていたけど」


「え？」


　和樹は我われに返る。


「うむ、確たしかに涙なみだが見えた」


　凜がうなずく。彼女は日に本ほん刀とうを鞘さやに戻もどしていた。玖里子も霊れい符ふをしまう。


「あのね、あたしたちって、前から夕菜ちゃんのこと知ってたんだけどさ。あの娘こ、帰き国こく子し女じよなのよ」


「…………」


「外国行く前にね、とても優やさしくしてくれた男の子がいたんだって。その子のおかげで、凄すごくはげまされたらしいの。日本に帰ってきてから、何度も聞かされたわ。覚おぼえてない？」


　不意に、和樹の脳のう裏りに蘇よみがえった。


　雨上がりの夏の日。近所の空あき地。小さな泣き声。震ふるえている女の子。そして、自分。


　あの後女の子は、元気を取り戻した。そして探さがしに来た両りよう親しんと一いつ緒しよに帰っていった。小さな手が自分に振ふられ、大きく振り返したのを覚えている。


　そうか、彼女が夕菜だったのか。


　玖里子が和樹の心を見通したように言う。


「今日きようが、その日なんだってさ」


　どうして夕菜が嬉うれしそうだったのか分かった。家の命とはいえ、転校してまで押しかけてきたのかも。


　およめさんになってあげる。


　彼女は自分との約やく束そくを、果はたそうとしたのだ。


「どうするの？　ほっとく？」


　和樹は転ころがるようにして、部屋を出た。





　寮りようから飛び出して、和樹は左さ右ゆうを見た。左は見通しがいいが、誰だれもいない。とすると、右の角を曲がったはずだ。


　走った。電でん柱ちゆうに手を掛かけて角かどを曲がる。夕菜の背中が見えた。公園の前を歩いている。


「待って！」


　肩を摑つかんだ。


　彼女は驚おどろいたように、こっちを向いた。


　和樹は息を切らしながら、頭を下げる。


「ご、ごめん。さっきはひどいこと言っちゃって」


「……いいんです……もう」


　夕菜はふっと、目を伏ふせた。


「わたしこそごめんなさい。最低ですよね……和樹さんの気持ちも考えないで、奥さんみたいなことしちゃって……」


「そんなことないよ。その……」


「いえ、いいんです。和樹さん……わたしのこと、忘わすれちゃってたみたいだし」


「いや……思い出したよ。あのときの、女の子だろ」


「ええ……そうです」


　夕菜には、少女の面おも影かげが残っていた。髪かみにも、瞳ひとみにも。悲しさを全身で表わしていたところまで。


「わたしはずっと覚えていました。忘れたことなんかありません。和樹さんは三流なんかじゃありません。和樹さんは、あの男の子は、世界一の魔ま術じゆつ師しでした」


　彼女は笑おうとした。しかし目には涙なみだが滲にじんでいて、うまくいってなかった。


「だから、和樹さんのところに行けって言われて……それが、あのときの男の子だと知って、凄すごく嬉うれしかったんです。つい、浮うかれちゃって……」


　夕菜はゆっくり頭を下げた。


「ごめんなさい。もう、ご迷めい惑わくはおかけしません」


　彼女は背を向けた。


「待って……待ってくれ！」


　和樹は夕菜の腕うでを摑つかんだ。強ごう引いんにこっちを向かせる。


　彼女は泣いていた。あのときと同じように。


　和樹は言葉に詰つまった。


　夕菜はゆっくりと、手を振りほどく。


「……引き止めないでください。遠くに行くのは……馴なれています」


「じゃあ、せめて、同じことをさせて欲ほしい。遠くに行くなら……あのときと同じことを」


「え……」


　和樹は両手を天に掲かかげた。


　身体からだの奥から精神ちからがみなぎり、両手に集中しようとしていた。


　夕菜が慌あわてて近寄る。


「和樹さん、駄だ目めです！　魔法を使ったら……」


「いいんだ」


　七回しか使えない和樹の魔法。使い切ったら肉体はその場で朽くち果はて、塵ちりとなる。そのうちの一回を、ここで消しよう費ひしようとしていた。


　両腕が光った。


　和樹の手から光が伸のびた。天高く上のぼり、空中で拡かく散さんする。星のようにちりばめられる輝かがやき。


　光がゆっくりと消え、空気が冷たくなった。


「あ……」


　夕菜が空を見上げた。


　ちらちらと、結けつ晶しようが降ふっていた。


　ひとつ、ひとつ、またひとつ。白い結晶は、見渡すかぎりの空から、地上に舞まい降おりている。


「雪……」


「あのときも、雪だったよね」


「ええ……」


　幼おさない頃ころ、涙を流す夕菜のために、とっさに使った魔法。雪を知らない彼女が、見てみたいと言ったため、小さな両手をかざして起こした大きな奇き跡せき。


　それは和樹の優やさしさが起こす、大いなる血けつ統とうが力を尽つくした魔法。たった一人で天てん候こうを変え、季き節せつを変えるほどの魔法だった。


　二人はずっと、空を見上げていた。


「その……僕にはこれくらいしかできないんだ……結局、前と同じで、君きみを止められないかもしれないけど……」


「もう……こんなことされて、行けるわけないじゃないですか」


　夕菜の顔に微笑ほほえみが浮うかぶ。涙はもう、止まっていた。


「引っ越しは馴なれてますけど、好きなわけじゃないんですよ……」


　彼女は和樹にもたれかかった。


　しばらく、二人はそうしていた。


　和樹は夕菜の背に、そっと手を回し……。


「かーずーきーくーん」


「わあっ！」


　真ま後うしろから両肩をがしっと摑つかまれた。にやにや笑いながら、玖里子が立っている。


「油ゆ断だんもすきもないわねー。あんなに嫌いやがっていながら、ムードに流されちゃうっての？　ん？」


「まったく、不ふ潔けつな」
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　凜も顔を赤らめながら、日に本ほん刀とうを構かまえていた。首くび筋すじに突つきつけている。


「やはりこの場で斬きる」


「だーめ。あたしとするんだもんねー。雪の中も、変わっていていいかもよ」


「なんてこと言うんですか！　和樹さんはわたしのものですっ！」


　夕菜が怒おこり出した。さっきまでの涙は、完全にどこかへ行っていた。


「誰だれにも渡しませんっ」


「独ひとり占じめは許ゆるさないわよ」


「いや、斬る」


「うわーっ！」


　和樹は寮りようの方へと走った。三人がその後を追いかけていく。


　その日のニュースは、季節外はずれの細ささめ雪ゆきを伝つたえていた。




　第一話　同居と部屋とお姫様







　私し立りつ葵あおい学園は全ぜん寮りよう制せいである。「諸しよ外国の魔ま術じゆつ師しに負けない青少年の育いく成せい」が開かい校こうの理り念ねんなので、生徒間の連れん帯たいを高めるために団体生活が義ぎ務むづけられているのだ。複ふく数すうに分かれた男子寮が、生徒の登校の時間を除のぞき、生活全すべてを飲み込こんでいる。


　彩さい雲うん寮は葵学園の学生が住む寮のひとつである。朝と夕方はにぎやかだが、昼は授業があるため静まりかえっている。休きゆう日じつでもそれほど騒さわがしくはない。寮生の半分は遊びに行き、残りは惰だ眠みんをむさぼっているからだ。今日きようも静かな日常、のはずであった。


　式しき森もり和かず樹きは、耳みみ元もとの騒そう音おんで跳とび起おきた。


　枕まくら元もとの目め覚ざまし時ど計けいを見る。上のボタンがへこんでいた。


　彼は惰眠組である。休みの日は常つねに、いつまでも寝ていいという特とつ権けんをいかしている。時計のベルも切っているのだが、鈍にぶく響ひびく音で、無む理り矢や理り目を覚さまされた。


　半身を起こしながら音の方向を見る。段ボール製のみかん箱ばこが鎮ちん座ざしていた。


　ぼけっと眺ながめていると、また段ボールが現あらわれた。みかん箱の上に、どすんと音を立てて落ちる。


　運んできた女の子は左腕うでで額ひたいの汗あせをぬぐうと、空中に消えた。


　しばらくしてから、また現れた。テレポートで直接室内に運んでいる。段ボール箱が重いのか、ふらふらしていた。


「ねえ、ちょっと」


「えっ……きゃっ！」


　和樹にいきなり声をかけられ、少女はふらついた。バランスを崩くずし、千ち鳥どり足あしになって近寄ってくる。


「うわわっ！」


　箱の中身がぶちまけられ、和樹は衣い服ふくの雪崩なだれを頭からかぶった。


「か、和樹さん、大だい丈じよう夫ぶですか!?」


「……うん。多分」


　頭から女性用の下着をつまみ上げ、彼女に手渡す。


　宮みや間ま夕ゆう菜なは、恥はずかしさと申し訳わけなさが同どう居きよした表情をした。清せい潔けつ感かんのある髪かみとくりっとした目め鼻はな立だちが、なかなか愛らしい少女である。


　和樹はあらためて部へ屋やの中を見回す。六ろく畳じよう間まに段ボール箱がいくつも並ならんでいた。どれも夕菜が運んできたもののようだ。


「なにしてんの？」


「お引ひっ越こしです」


「引っ越し？」


「はい。テレポートで運んでるんですけど、重くて」


　彼女は汗の浮うかんだ顔で答えた。


　瞬しゆん間かん移い動どうの魔法は、かなりの精神力と体力を使う。女の子がこれだけのものを運ぶのは、かなりの重じゆう労ろう働どうだろう。


　しかし今は、感かん心しんしていられない。


「なんで引っ越しなんか……」


「だって、前にも言ったじゃないですか。一いつ緒しよに住みますって」


「あ……」


　そういえば思い出した。例の押し掛かけ女によう房ぼう騒さわぎの時に、そんなことを聞いた気がする。


「まだ荷物、ありますから」


「待った待った待った！」


　慌あわてて止めた。夕菜が不ふ思し議ぎそうな顔をする。


　彼女にとっての新婚生活、和樹にとっての同どう棲せいは深しん刻こくすぎる問題であった。


　そもそも夕菜の、同じ二年Ｂ組への転てん入にゆう自体がちょっとした騒ぎを引き起こしていた。彼女の持つ清せい純じゆんな印いん象しようにクラス全部がまいってしまい、男子どころか女子まで「夕菜ちゃんラブ」になってしまったのである。それから抜ぬけ駆がけ告こく白はくとストーカーまがいの行こう為いがあり、ついにはライバルを蹴け落おとすため攻こう撃げき系けいの魔法まで使われる事じ態たいとなって、多数の負ふ傷しよう者しやが出た。


　結局疲つかれ切った生徒たちによって条じよう約やくが結むすばれ、「宮間夕菜には手を出さない」取り決めが行おこなわれて、クラスの総そう意いとなった。


　それが一緒に暮くらすとなると、明めい白はくな抜け駆け行為であり条約違い反はんである。いや、和樹にとっては決まりの方が後からできたのだが、ともかくただではすまない。


「クラスにバレたら黒くろ魔ま術じゆつの生いけ贄にえにされちゃうよ！　本当は朝あさ霜しも寮りように入るんだろ」


　朝霜寮は、葵あおい学園の女子寮である。


「でも夫ふう婦ふですし」


「学生じゃないか」


「気持ちはひとつです」


「結婚できない年ねん齢れいだよ」


「わたしは気にしません」


「僕ぼくは気にする！」


　つい大声が出た。そんな姿すがたを、夕菜がじっと見つめる。


「……なんだか、わたしと暮くらしたくないみたいですね」


「い、いや、そうじゃなくて。こういうのってよくないよ。性の乱みだれっていうか、日本の伝でん統とう倫りん理りへの反はん逆ぎやくっていうか」


　悲しそうな声で言われ、和樹はわけの分わからないことを口走った。


「ほら、僕って結けつ構こう古い人間だから、どうしても気になるんだ」


「……本当に、そうですか？」


「へ？」


　夕菜が下を向いた。


「……最近冷たいです。学校終わっても一緒に帰ってくれませんし、この前みたいに抱だきしめてくれませんし、今日もお引ひっ越こしするって言っていたのに……」


「だってなあ……」


　ため息をついた。和樹の心の中では、つきあっていると言えるほど深い仲ではないし、だいいち照てれくさい。健けん全ぜんな学園生活こそ立りつ派ぱな魔術師への第一歩である。


　彼女が上うわ目め遣づかいでこっちを見た。


「……もしかして、ほかに好きな人ができたんじゃ……」


「なに言ってんだ。どこにいるんだよ」


「玖く里り子こさんとか、凜りんさんとか……」


「あの二人は押し掛けているだけじゃないか、凜ちゃんなんか僕を嫌きらって」


　和樹は、はっと気づいて時と計けいを見た。ちょうど十時。


「あ、なんかすげーやな予よ感かん」


　廊ろう下かを走る音がした。


「はーい、元気ぃー！」


　いきなり部屋の扉とびらが大きく開き、長身の女性が文も字じ通り飛び込んできた。勢いきおいをそのままに、和樹にのしかかって押し倒たおす。


「今週も始まりました玖里子おねーさんの性教室よん。いきなり本番からレッツゴー！」


　風かぜ椿つばき玖里子は右手で和樹の両手をつかみ、左手で服を脱ぬがそうとした。


「わーっ！　やめてください、毎週毎週！」


「あんたが大人おとなしくしないからこーなるの」


　和樹は抵てい抗こうしながら、夕菜に助けを求めようとした。しかし彼女は、潤うるんだ瞳ひとみでじっと見ているだけ。


「やっぱり……」


「なんでやっぱりなんだよ！」


「だって……和樹さんすごく嬉うれしそう……」


「嬉しくないって！」


「やっぱり、やっぱりわたしのことを……」


　彼女は目に涙なみだをいっぱいに溜ため、口に手を当てた。


　すすり泣く夕菜に純じゆん潔けつを狙ねらう玖里子。和樹は途と方ほうに暮くれた。いっそ目の前にある刀かたなで喉のどを突つけば、楽になるかもしれないなどと思い始めた。


「……刀？」


「使うか？　手て伝つだうぞ」


　二に尺しやく二に寸すんの日に本ほん刀とうを抜ぬいて、神かみ城しろ凜が立っていた。部活でもあったのか制せい服ふく姿すがたで、左手には黒くろ塗ぬりの鞘さやを持っている。


「凜ちゃんまで、なんだって……」


「つきそいだ。私もこんなところでぼやぼやしていたくはない」


　凜はそれでも切きっ先さきを和樹に向けたまま、玖里子に言った。


「話をしにきたのではないのですか？」


「え？　ああ、そうそう。そうだった」


　玖里子は和樹の服を半分ほど脱がせたところで止やめ、立ち上がる。


「夕菜ちゃん、あなた朝あさ霜しも寮りように入るんじゃないの？　いつまでも来ないから、管かん理りのおばさんが心配してたわよ」


　玖里子も朝霜寮だから、探さがすのをかって出たのだろう。聞いた夕菜は、涙に濡ぬれた顔を上げた。


「わたし、和樹さんと住むつもりです」


「ここに？　それでこの有あり様さまなのね」


　二人は段ボールが積つみ上げられた六ろく畳じよう間まを見回した。


「こんな男臭くさいところによくもまあ……」


　凜がつぶやく。


「だって女子寮に入ったら、和樹さんと一いつ緒しよにいられません。それに、怖こわいお姉さんとかいて、靴くつに画が鋲びようとか引き出しに蛇へびとか布ふ団とんに馬の生なま首くびとか入れられちゃうかも」


「映画じゃないんだから。でも朝霜は綺き麗れいだし、結けつ構こう広くていいわよ」


「あんなところ嫌いやです」


「じゃあ、あそこのでっかい洋よう館かんは？」


「幽ゆう霊れいが出るって噂うわさがあるじゃないですか。絶ぜつ対たいやです」


　朝霧寮の近くには、古くに建けん設せつされた洋館があった。誰だれも住んでおらず、幽霊が出ると言われている。その独どく特とくの建けん築ちく様よう式しきと合わせて、好こう事ず家かの探たん索さくスポットとなっていた。


「ふーむ。じゃあ、あっちにすれば」


　彼女は親おや指ゆびで廊ろう下かと、奥にある扉とびらを指さした。


「向かい、ですか」


「そー。確たしかあそこ、空くう室しつのはずよね」


　和樹はうなずく。彩さい雲うん寮は廊下を挟はさんで両側に部へ屋やが並ならんでいる。和樹の部屋は一番端はしにあり、向かいは誰も入っていなかった。


「誰もいないんだから、黙だまって住んじゃえばいいのよ。結けつ界かいを張はっちゃえば隠かくせるし。夕菜ちゃんの力なら、普ふ通つうは破やぶられないわよね」


　夕菜の魔力は学園でも一、二を争あらそう力があった。使用回数も多いので、強力な結界を形成することができる。


「同じ部屋じゃないけど、近いしね。バレても、寮に女の子を連つれてくる男は他ほかにもいるから、ごまかせるでしょ。朝霜のおばさんは……あたしがなんか言っとくわ」


「そう……ですね」


　夕菜は納なつ得とくをするが、和樹は泣きそうだった。学校側にバレてもひどい目にあうが、クラスの男子に知られたら最悪である。


「じゃあさっそくお部屋を見ないと。家具とかお洋服とか運んで。あ、お布ふ団とんも」


「あの……やっぱりこの寮に住むのは止やめたほうが……」


「和樹さん」


　夕菜がまた目に涙なみだをためた。


「嫌いやなんですか」


「分わかった、分かったよ……」


　和樹は下を向いた。彼女はあっさり機き嫌げんを直し、にこやかな表情を浮うかべている。


「でも、玖里子さんはいいんですか？　わたしがそこに住んで」


「ん？　あたしは和樹の身体からだだけが目当てだから、別にどうでも」


　さらっととんでもないことを言う。また心が暗くなった。


　じゃあこれで、と二人は出ていった。玖里子は叔お父じの不ふ動どう産さん業ぎようの手て伝つだいがあり、凜は本ほん家けから義ぎ兄けいが来るため、会いにいかなければならないらしい。


　夕菜は引ひっ越こしを一時中止し、足取りも軽く正しよう面めんの部屋に向かった。和樹はぶつぶつ呟つぶやきながら後をついていく。だいたいなんで僕がこんな目にあうんだ。女の子と知り合えたのは嬉うれしいけど、みんな遺い伝でん子しが目当てで動どう機きが不ふ純じゆんで、夕菜は違ちがうけど玖里子さんも凜ちゃんも……。


　ボン、と背中にぶつかった。


　夕菜が部屋の扉とびらを開けて硬こう直ちよくしていた。和樹は肩かた越ごしから中を覗のぞき込こむ。


　一いつ緒しよになって動きを止めた。


　知らない少女が座すわっていた。





　　　　◯





　少女は背が低く、顔立ちも幼おさなかった。多た分ぶん八、九歳さいだろう。何な故ぜか大おお時じ代だい的な服を着きている。


　無人のはずの部屋にいることだけでも驚おどろきだが、二人が固まっているのはそれだけではない。少女の身体からだからは、部屋の奥が見えていた。透すけているのである。


　彼女は人間ではなかった。


「何なに用ようじゃ」


　半はん透とう明めいの少女は言った。妙みように威い厳げんのある口く調ちようだ。


「えー、その、ここを使わせてもらおうかと」


　迫はく力りよくに気け圧おされ、和樹はたどたどしいもの言いになる。


「なんじゃと!?」


　彼女が立ち上がった。小こ柄がらなのがよく分かる。


「かつてわらわが一族を帝てい国こくより放ほう逐ちくしたのと同じく、ここでも異い端たんの烙らく印いんを押しつける気か！」


「帝国？　異端？　え？」


　早口でまくしたてられ、混こん乱らんした。少女が容よう赦しやなく続ける。


「一族がわらわ一人になったと言えど、帝国直じき参さんであった誇ほこりは受うけ継つがれておる！　たとえ東洋の果はてにいようと、朽くち果てるわけにはいかんのじゃ。下げ郎ろう、控ひかえおろう！」


　下郎呼よばわりされた和樹は、酸さん欠けつの金きん魚ぎよのように口をぱくぱくさせた。代かわって夕菜が訊きく。


「あの、どうしてここにいらっしゃるんですか」


「仮かりの宿やどじゃ。しばらく使わせてもらう」


　わたしも使いたいんですが、という台詞せりふを夕菜は飲み込んで、
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「そうですか。お名前を聞かせていただけませんか」


「わらわはエリザベート。ノインキルヘン伯はくゲオルク・フリードリヒの娘むすめじゃ」


「ノイン……なんでしょう？」


　夕菜は聞きなれない言葉に首をかしげる。


「知らんのか」


「すみません。ちょっとそのあたりの知ち識しきは……」


「まったく、東洋の民たみは学がないのう」


　少女は重おも々おもしく咳せき払ばらいをして、話し始めた。


　ノインキルヘン伯は十六世紀の神しん聖せいローマ帝国で、ちょっとした家か名めいを誇った貴き族ぞくである。魔術、占せん星せい術じゆつへの造ぞう詣けいが深く、代々の皇こう帝ていに重ちよう用ようされていた。魔術の都みやこプラハで、ラビ・レーフに援えん助じよしたことは、魔法史の教科書にも載のっていることである。


　もっともここらが絶ぜつ頂ちよう期きで、三十年戦争に出しゆつ征せいした当主が新しん教きようの魔術騎き兵へいと砲ほう兵へいに大だい敗はい北ぼくを喫きつすると、あとは坂道を転ころがり落ちるように没ぼつ落らくしたという。


「あ、あのスウェーデンの田舎いなか国王め。父が名めい誉よある講こう和わを申し込んだのに、『ウィーンで藁わらでも抱だいて寝るがよかろう』などとぬかしたのじゃ。それからというもの、領地は新しん教きようの野や蛮ばん人じんどもが荒あらし、残りはヴァレンシュタインが掠かすめていった。しかも、皇帝までもが『ゲオルクはグスタフ・アドルフに媚こびを売った』と言って伯はく爵しやくの地位を取り上げ……ううっ」


　神聖ローマ帝国から追つい放ほうされたのだという。


　領地を失うしなったノインキルヘン伯はく爵しやく家けは凋ちよう落らくした。家か臣しんは散ちり散ぢりになり、ゲオルクは娘のエリザベートと共ともにユトレヒトに移り住み、故こ郷きようへの帰き還かんを夢ゆめ見みながら没ぼつする。


「わらわも父と共にオランダで息いき絶たえたのじゃが、魂たましいは残った。爾じ来らい数百年、再さい興こうの願いを秘ひめつつ、海を渡ったのじゃ」


「でも、なんで日本に」


　ようやく和樹が口を出す。


「うむ。帝国からみればここは地の果てじゃ。しかも東洋の魔法は西洋のものとは、また違ちがった力を秘ひめておる。言葉も覚おぼえ、知ち識しきも得えた。家か門もんの再興も夢ではない」


　エリザベートは遠くを眺ながめるような目になった。


　二人はそれどころではない。そもそも何百年も昔むかしの貴族と、彩さい雲うん寮りようの空あき室しつ占せん拠きよがどう関係あるのだ。


「だったらこの寮にいる必要はないんじゃない？」


「以前はこの先にある館やかたに住んでいたのじゃ。知っておるか、煉れん瓦がで出で来きた門の」


　知っていた。幽ゆう霊れいが出ると言われていた洋よう館かんである。彼女だったのだ。


「そこでわらわは再興のための策さくを練ねっていた。ところがある日、大おお勢ぜいの人間がやってきて、図面を片手にああだこうだと話したあげく、立ち入り禁止の看かん板ばんを立てたのじゃ。おまけに地じ縛ばく霊れいと浮ふ遊ゆう霊れいよけの円えん陣じんを描かいていきおった。仕し方かたがないので、ここに避ひ難なんしたというわけじゃ」


「はあ……。でもこの部へ屋やは狭せまいんじゃない。六畳じようだし」


「案ずるな。逆ぎやつ境きようには馴なれておる」


　エリザベートは澄すましている。和樹は夕菜に言った。


「これじゃ仕方ないなあ。やっぱり夕菜が女子寮に入るということで……」


　夕菜が凄すごい目つきをし、和樹は口をつぐんだ。彼女は少女の方を向く。


「エリザベートさん、お話は分わかりました。でも、ここはわたしたちの新しん居きよです。他に移ってください」


「わたしたち、じゃないだろ……」


　和樹の呟つぶやきはあっさり無む視しされた。エリザベートは少しだけ口の端はしを曲げる。


「ここには魔術師が沢たく山さん住んでいることが分かっておる。なにか役に立つかもしれぬ。それにあの館も都つ合ごうがいいのじゃ。風ふう水すいに照てらし合わせても、よき方ほう角がくでな」


　帝国貴族のわりには東洋っぽいことを言う。


「この部屋か館に住むしかあるまい。あっちが使えないなら、ここであろう」


「東京じゃなくて、横浜でも京都でも行けばいいじゃないですか」


「行ってもよいが条件がある」


　少女がにやりと笑って和樹を見た。


「この男を連つれて行くぞ」


「えっ!?」


「わらわは魔力を感かん知ちすることが得とく意いでな。見たところ、この地でもっとも優すぐれた魔術師のようじゃ。わらわの家か臣しんとする」


　和樹は気が遠くなった。一体なにがどうなっている。どうしてヨーロッパ貴族の家来にならなきゃならないんだ。


「なっ、なんですかそれは！」


　夕菜が悲ひ鳴めいのような声を上げる。


「この男は家臣じゃ。決めた」


「勝かつ手てなこと言わないで下さい！」


「我わが家は帝国の名めい門もんじゃ。不ふ満まんはなかろう」


「そういう問題じゃありません！　あんまり言うと、退たい治じしちゃいますから！」


　夕菜は両手を掲かかげ、契けい約やくの精せい霊れいたちを呼よび出そうとする。だがエリザベートに動どう揺ようした様よう子すはない。


「ふふ。無む駄だなことを。わらわは肉体を失うしなってから何百年も生き長らえてきたのじゃ。滅めつ多たなことでは消え去らん。それに、そなたらの関係が知られたら、まずいのであろう？」


「えっ……」


　夕菜の動きが止まる。


「わらわを追い出すなら追い出せ。だが翌よく日じつからそなたらの噂うわさは、黒こく死し病びようもかくやという勢いきおいで広がるぞ。この学まなび舎やは男女の仲にうるさいようじゃ。追つい放ほうされて離はなれ離ばなれになるのも、時間の問題じゃのう」


「なんて……卑ひ怯きような」


　エリザベートがくくくと笑う。夕菜は唇くちびるを嚙かみ締しめた。


「主しゆ導どう権けんはこっちにあるのじゃ。だがわらわも悪あく魔まではない。選せん択たく権けんを与あたえよう。あの館を元に戻もどすか、この男を家臣とするかじゃ。この部屋はそなたに渡してもよい」


「和樹さんがいなければ意味ないです。無む茶ちやです！」


「黙だまれ。わらわの寛かん大だいさに感かん謝しやするのじゃ。明あ日すまでに決めること。それ以上は認みとめん。よいな」





　選せん択たくはひとつしかなかった。エリザベートを洋館に戻すのである。和樹にはどれも最悪の選択に思えたが、夕菜が断だん固こ主しゆ張ちようしたのである。


　二人はとりあえず、洋館の建たっているところまで行った。彩さい雲うん寮りようから歩いて十分ほどのところにある。朝あさ霜しも寮の近くだった。


　噂によると洋館は、二十年ほど前にドイツの貿ぼう易えき商しようが建てたものだという。当時としては斬ざん新しんな建けん築ちく物ぶつで、見けん物ぶつに来る人も多かったらしい。もっとも貿易商はすぐに帰き国こくしてしまい、何人か持ち主が代かわって、五年前からは人が住んでいない。


　煉れん瓦がのアーチの前に立つ。以前は蔦つたが絡からまっていたようだが、今は枯かれている。


　確かに封ふう鎖さされていた。玄げん関かんや窓まどは板で打ち付けられていて、その上に札ふだが貼はられている。地面には二重丸の文もん様ようが描えがかれており、正しよう面めんに立てられた看かん板ばんには「無む断だんで結けつ界かいを破やぶると法ほう律りつで罰ばつせられます」と記しるされていた。


「うわ、厳げん重じゆうだ」


　和樹がぼやく。


「とりあえず、見て回りましょう」


　二人は洋館の外を一周した。塀へいがずっと続いていて、その上にはご丁てい寧ねいにも有ゆう刺し鉄てつ線せんが伸のびている。しかも、ところどころに魔法封ふうじの護ご符ふまであった。


　どこか崩くずれていないか、あるいは結界が破れていないか探さぐったが、切れ目は見つからない。夕菜は精せい霊れいを呼よび出して探たん査さもさせたが、護符に妨ぼう害がいされて分わからなかった。


「こりゃなにをしても無む駄だだよなあ……」


　早くもやる気をなくす。元々あまり気乗りではない。


「厳重ですね……。だけど、わたしたちの未み来らいがかかっているんですから」


　夕菜が手を握にぎり締しめて、決けつ意いを示しめす。和樹はどんどん気が重くなった。


「でも……ここらへんって、再開発でもするんですか？　同じ看板が立ってますよ」


　彼女はあたりを見渡した。周しゆう囲いには警けい告こく文ぶんの書かれた看板がいくつもあった。空あき家が多いのか、その前に立っている。


「そういえば、大きい施し設せつを造つくるって話があったな。朝霜寮の敷しき地ちが一部引っ掛かかっていて、揉もめてるって話だけど」


「そうなんですか。どこが造るんでしょうね」


「さあ。どこかの財ざい閥ばつだろ」


　和樹はいい加か減げんに答えた。夕菜も興きよう味みはなさそうだが、ぼんやりと看板を眺ながめている。


「えっと……風椿不動産、だそうです」


「ふーん、風椿ね……えっ？」


　二人は顔を見合わせた。





　風椿不動産は銀座にあった。銀座四丁目、三みつ越こしの近く。


　四階建ての建たて物ものが、柳やなぎの並なみ木きに沿そって、ずらっと軒のきを並ならべていた。全すべて風椿財閥の所有であり、関連会社が入にゆう居きよしている。


　二人は、風椿不動産と書かれた看板の下をくぐった。お盆ぼんとお茶を持った女子社員が何か叫さけんだが、夕菜がずかずか上がっていく。和樹は謝あやまりながらついていった。


　三階まで上がり、ドアの横の名な札ふだを確かく認にんすると、一気に開ける。


「玖里子さんっ！」


　彼女は書しよ類るいから顔を上げた。葵あおい学園の制服ではなく、私し服ふくで黒こく檀たんの机つくえの前に座すわっている。


「あら、夕菜ちゃん」


「あらじゃないです頼たのみがあります」


　夕菜はつかつかと近寄った。


「洋館の結けつ界かいを解といてください」


「なんで」


「あそこに住んでいた人が、じゃなくて霊れいが困こまっているんです……わたしたちも困っているんですけど」


　夕菜はエリザベートのことを手て短みじかに話した。玖里子は、ちらちらと書類に目を落としながら聞いていた。


「ふーん、つまり、神しん聖せいローマ帝国の貴き族ぞくが洋館に住んでいたけど、追い出されてしまった、と」


「そうです」


「結界を解けばいいのね？」


「ええ」


「いいわよ」


　えっ、と夕菜と和樹は訊きき返した。


「なんかあそこらへんの仕事って、叔お父じがあたしに任まかせちゃったのよねー。だからどうにでもなるんだけど」


　そこで言葉を切る。玖里子の眼めが妖あやしく光った。和樹は嫌いやな予感がした。


「そうねえ、和樹の身体からだと交こう換かんね」
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　腰こしの力が抜ぬけた。へなへなと崩くずれ落ちる。


「させてくれたら、解いてあげるわよ。もう、すぐにでも」


　なんとまだ和樹の遺い伝でん子しを狙ねらっているのだ。しかも交換材料とは、種たね付つけ用の牛でもこうはなるまい。なんか絶ぜつ望ぼう的てきになってきた。


　一いつ方ぽう、夕菜はショックを受けたようには見えなかった。


「……言うと思いました」


「あらら、分かってた？」


　玖里子が少し舌したを出す。


「初めから狙っていたんですね。洋館を封ふう鎖さしたのも、あの部へ屋やを教えたのも計算なんでしょう。全部和樹さんの身体が目当てだなんて、不ふ潔けつで、卑ひ怯きようです！」


「ふふん。なんとでもおっしゃい」


　不ふ敵てきに笑う玖里子。


「この勝しよう負ぶ、あたしの勝ちよ。夕菜ちゃんに選せん択たくの余よ地ちがあると思う？」


「最低です！」


「んー、いい言葉」


　夕菜に睨にらみ付けられる玖里子だが、余よ裕ゆうの態たい度どであった。彼女は砲ほう艦かん外がい交こうの砲を持っている側である。状じよう況きように差があった。


「さ、しましょ」


「駄だ目めです！」


　和樹の前に、夕菜が指ゆび先さきも触ふれさせないとばかりに立ち塞ふさがる。


「和樹さんは大事な男ひ性とです。そんなやましいことを考えている人に、渡せませんっ！」


「いいのかしら。時間がないんじゃないの」


「最後まで戦たたかいます。洋館に立て籠こもっちゃいますから！」


「別にいいわよ。でも」


　玖里子が背はい後ごにある、壁かべ掛かけ時ど計けいを見た。


「そろそろ工事が始まるんじゃないかしら」


「……ええっ!?」


「さっきの書類に、今日洋館を取り壊こわすって書いてあったのよね」


「……大変！」


　夕菜は部屋を飛び出して、駆かけ出した。和樹は腕うでを摑つかまれ、無む理り矢や理り走らされた。





　電車を乗り継つぎ、裏うら道みちを駆け、出で前まえの岡おか持もちを蹴け散ちらして帰り着ついた。息を切らしながら角かどを曲がる。


　同時に二人は道路に座すわり込こんだ。


　洋館の土地では、作業員たちが汗あせを拭ふき、さわやかな顔をしている。一ひと仕事終えた後だ。


　洋館は影かげも形もなくなり、すっかり更さら地ちになっていた。





　　　　◯





　和樹と夕菜は、とぼとぼと彩さい雲うん寮りように向かって歩いた。


　洋館がなくなった以上、エリザベートの出した条件は「家か臣しんになる」しかない。もちろん和樹になる気はなかった。今どき主しゆ従じゆう関係は古すぎる。なにが悲しくて貴き族ぞく復ふつ権けん運動の一いち翼よくを担になわなければならないのか。


　夕菜も見るからにしょげていた。ずっとうつむき加か減げんで歩いている。さすがに気の毒どくになる。


「……さあ、元気を出して」


「……でも、こんなことで和樹さんと別れてしまうなんて……」


「いや、別れると決まったわけじゃない……と思いたい」


「だって、和樹さんお料理作れますか？　お洗せん濯たくできますか？　エリザベートさんの身の回りの世せ話わもするんですよ!?」


　彼女は瞳ひとみを潤うるませて見返す。


「騎き士しじゃないですか。ハリウッド映画みたいに、帝国軍が襲おそってきたら戦たたかうんです。誘ゆう拐かいされたエリザベートさんを探さがしたり、敵てきになったお父とうさんをぴかぴか光る剣で倒たおさなきゃならないんです」


「それは……妄もう想そうというもので」


　夕菜は聞いていない。顔を覆おおってしくしく泣き始めた。


「和樹さん……運動苦にが手てなのに……成せい績せきも悪いのに……人見知りするのに……魔法も六回しか使えないのに……」


　微び妙みように傷きずつきつつも、和樹は夕菜の肩かたを軽く叩たたいた。


「大だい丈じよう夫ぶだって。わけを話してさ、もうちょっと時間をもらおうよ」


「エリザベートさん、待ってくれるでしょうか」


「くれるって。なんだったら、黙だまっていればいいんだ。まだ洋館が壊こわされたことは知らないんだから。その間に、別の場所を見つけよう」


　話しているうちに、寮に着ついた。夕菜はカモフラージュ用の魔法をかけ、寮生から発見されないようにする。二階に上がった。ノックをして、部へ屋やの扉とびらを開ける。


　どういうわけか薄うす暗ぐらかった。まだ夕方なのに、陽ひが射さしていない。


　エリザベートは中央に座すわっていた。無表情で、じっとこっちを見ている。朝と雰ふん囲い気きが違ちがった。


　恐おそる恐る、和樹は口を開いた。


「あそこの館やかたなんだけど、あー」


「言われんでも知っておる！」


　少女が立ち上がった。半はん透とう明めいの身体からだが一いつ瞬しゆんだけ輝かがやき、それから漆しつ黒こくの煙けむりのようなものが、漂ただよい始めた。


「わらわがこの場から一歩も動けないとでも思ったか！」


「なら話が早……あ、いや、あれは不ふ可か抗こう力りよくで」


「不可抗力だと！」


　かっとエリザベートの目が見開かれた。口からは牙きばが覗のぞいている。


「契けい約やくを違たがえるとは、旧きゆう教きようの裏うら切ぎり者、マンスフェルトにも劣おとる男！」


「僕ぼく、契約なんかしたっけ……」


「黙だまれ！」


　黒い煙が、彼女の小こ柄がらな身体の周しゆう囲いで回り出した。そこから新たな煙が噴ふき出し、六ろく畳じよう間まに充じゆう満まんする。


　耳がつんとした。ほぼ同時に、目がくらっとする。


　部屋が歪ゆがんでいた。壁かべや梁はりがたわみ、部屋の中心に向かって曲がっていく。


　少女の身体は黒こく煙えんですっかり隠かくれていた。暗くら闇やみが口を開けているようだ。声はその奥から聞こえた。


「そうまでしてわらわを侮ぶ辱じよくするなら、一生家か臣しんとしてこき使ってくれる」


「じ、冗じよう談だんじゃない」


「ほお……家臣にもなる気はないか」


「あ、あたり前じゃないか」


「ならばこれでどうじゃ！」


　いきなり暗闇が吸きゆう引いんした。空気が吸すい込まれる。


「きゃあっ！」


　和樹はかろうじて耐たえたが、夕菜が足を滑すべらせた。身体が持ち上げられ、部屋の中心に引き寄せられる。


　手を伸のばしたが届とどかない。彼女はそのまま暗闇に吸い込まれた。


「どうじゃ。言うことを聞かせるには身内を攻せめる。基本であろう」


「悪あく人にんの手口じゃないか！」


「この国にも、古こ来らいより支配者に身内のものを差し出して、地位の安あん泰たいを図はかる習ならわしがあったと聞く。それをしたと思えばよかろう」


「いつの話だよ！」


「わらわは昔むかしの慣かん習しゆうが好きなのじゃ」


　吸引が終わり、暗闇が縮しゆく小しようを始めた。和樹がなにかするよりも早く、煙はなくなり、針はりの先ほどの黒い点が残った。


　そこからまだ声が聞こえていた。


「この女を返して欲ほしくば家臣となれ」


「お、おい……ちょっと待て！」


「しかしこの部屋は、やはり狭せまいの。おおそうじゃ、あそこを借かりるか」


　声がしなくなった。しばらくして、遠くからボッと音がする。


　和樹は部屋の窓まどを開けた。少し離はなれたところにある建たて物ものが、煙を噴いている。部屋に現あらわれたような黒い煙だが、もっと大きい。建物全体を包つつんでいて、ときおり雷らい光こうがちらついている。


　ざわめきもする。近所の人が騒さわいでいた。


　部屋の扉とびらを開けて廊ろう下かに出た。何人かの男子生徒が走っている。みな玄げん関かんから外に出るか、屋や根ねに登ろうとしている。


　その中の一人が振ふり向いた。クラスメートだ。


「式森じゃねえか。見たかあれ」


「見たって、煙？」


「そうそう。あれ、朝あさ霜しも寮りようだぜ」


「えっ!?」


　エリザベートは夕菜をさらい、部屋の空間を曲まげて朝霜寮とくっつけたのである。そこに立て籠こもったのだ。


「どうなってんの!?」


「分からん。中が見えないんだ。透とう視しも効きかないらしい。女子が閉とじ込められているはずだ。大変だぞ、これ」


　クラスメートはそう言うと、走り去った。


　和樹は部屋に戻もどった。もう一度窓から外を見る。女子寮はまるで黒い雲のようだ。うかつに近寄ると、多た分ぶん吸すい込こまれる。これだけ離れていても、エリザベートの魔力が感じられた。


　また声がした。部屋の真ん中の黒い点が、少女の声で喋しやべっている。


「どうじゃどうじゃ。観かん念ねんしたか？」


「汚きたないぞ、夕菜を返せ！」


「そなた次し第だいじゃ。ほれ」


　悲ひ鳴めいが聞こえる。エリザベートではない。夕菜だ。


「きゃあああっ！」


　悲鳴はなおも、長く、大きく響ひびいた。思わず和樹は絶ぜつ叫きようする。


「なにしてんだ！」


「くくく。叫さけんでもこの女には聞こえぬぞ。東洋の女は声が奇き麗れいじゃの」


「こらーっ！」


　そうしている間に、女子寮の黒い雲は膨ふくらんでいった。一いつ帯たいを飲み込むかのような勢いきおい。周囲の電でん柱ちゆうや看かん板ばんが吸われているのが分かる。


　夕菜の悲鳴は、なおも止やまない。


「あーん、やだーっ！」


「夕菜！」


「助けてー！」


　そこに楽しそうなエリザベートの声が被かぶさる。


「叫べ叫べ。あの男に聞こえるようにな」


「いやーっ！」


「おお、いい声じゃ」


　和樹は焦あせったが、手の出しようがない。女子寮の雲は手が付けられないほど巨きよ大だい化かしているし、部屋には黒い点しかない。


　夕菜の声は止む気け配はいがない。心の中にエリザベートの拷ごう問もんシーンが浮うかぶ。鞭むちや棒ぼうを使い全身を痛いためつけ、傷きず口ぐちには油あぶらを注そそぎ、いやもしかしたら、魔法で心を思うがままにされ、法ほう治ち国家では許ゆるされないような快かい楽らく……じゃなくて残ざん虐ぎやくなことが。


「やめろ、やめるんだ！」


「叫ぶだけか。まったく能のない奴やつじゃ。魔法も六度しか使えんそうじゃな。いくら強力でもどうしようもなかろ。観念するのじゃ」


「く、くそっ」


　高笑いと悲鳴が交こう錯さくした。


「きゃーっきゃーっ！」


「おお、なかなか面おも白しろい反はん応のうじゃ。こうすると……」


「やーっ！」


「ほほほ。これは楽しい。もう家か臣しんなぞどうでもよい。この場でこの女と遊ゆう楽らくにふけるのも一いつ興きよう」


「いやーっ、和樹さん、お願い、助けてーっ！」


「夕菜ーっ！」


　思わず、身体からだが熱あつくなった。夕菜の言葉がキーになったのか、精神ちからがみなぎり、全身に充じゆう満まんする。部屋が小こ刻きざみに震ふるえる。


　毛が逆さか立だち、両手の先に気力が集中した。


「……魔法か!?　六回しか使えぬのに!?」


「あああああーっ！」


　和樹の両手から光が発せられた。大だい魔ま術じゆつ師しの血を結けつ集しゆうした魔力が、黒点にねじ込むように、突つき進む。


　光が黒い点をこじ開けた。強ごう引いんに元に戻もどそうと広げていく。空気が逆ぎやく流りゆうし、その勢いが更さらに黒点を膨ふくらませる。


　煙けむりの中に、ぼんやりと少女の姿すがたが見える。だんだんはっきりと映うつり、そして、


　大だい音おん響きよう。


　中央から飛び出したものが、和樹にぶつかった。彼はそのまま扉とびらを破やぶり、廊ろう下かに転ころがった。


　音響は収おさまった。耳が痛いほど、静かになる。


「う……痛ててて……」


　身体を起こそうとするが、上がらない。なにかが載のっていた。


「和樹……さん？」


　のしかかってるものが、話しかける。


「……夕菜」


　和樹は顔だけを上げる。覗のぞき込む女の子の顔がある。


「やった……ははは」


「和樹さん……ありがとうございます」


　彼女が身体から下おりた。隣となりに座すわる。


「また……魔法を使ってもらっちゃいました」


「いいさ……しょうがない」


　起き上がった。夕菜の身体を見る。


「……怪け我がは？」


「大だい丈じよう夫ぶです」


「でもあの拷ごう問もん……」


「あれはくすぐられただけです。わたし、あれが弱くて」


「そっか……」


「和樹さん、別のこと考えていたんですか？」


　彼女が顔を覗いてくる。


「い、いや、なんでもない」


「？」


　和樹の顔は真まっ赤かになった。手を振って話を終わらせようとする。


「だいたい一いつ緒しよに住みたいとか、真ま向むかいがいいとかいいだすから、こんなことになったんだ。本当はあの部屋に女子は住んじゃいけないはずで……あっ」


　気がついた。考えてみたら、なにも解決していない。夕菜の住むところは決まっていなかった。女子寮に住むことを提てい案あんするのは、振り出しに戻もどるのと同じだ。


「大丈夫ですよ。あれ、見てください」


　彼女の指差す方向を見て、和樹はぽかんと口を開けた。


　さっきの部屋に、別の部屋がくっついていた。それだけではない。彩さい雲うん寮りよう全体に、別の建たて物ものがめり込んで、そのままそびえている。


「あれ……朝あさ霜しも寮」


「はい。お部屋、増ふえちゃいました」


　和樹の魔法は、夕菜を助けるだけではなく、勢いきおいをそのままに朝霜寮ごと引ひっ張ぱってしまったのである。そのため、男子寮と女子寮がぴったりと繫つながってしまったのだ。


「これで、朝霜寮に住んでも、和樹さんと会うことができます」


「はあ……」


　呆ぼう然ぜんとした。同時に廊ろう下かの扉とびらが一いつ斉せいに崩くずれ、部屋がむき出しになった。そこから女子生徒たちがどどっと雪崩なだれれ込んでくる。


　大おお騒さわぎになった。





「おーお、こりゃまたかっこいい寮になったこと」


　玖里子はひとつになった建物を見上げ、呆あきれたような声を出した。


「これでよかったのであろう？」


　塀へいの上に座すわった少女が言う。


「そうね。だいたい思い通り」


　彼女はエリザベートを見上げて、親指を立てた。


　貴き族ぞくの少女もうなずく。


「悪い女よの。再開発とやらの計画地が、女子寮にかかっていたのだろう。まさか寮を壊こわすわけにもいかぬし、買い取るには時間がかかる。これなら手早くすむしの」


「あそこだけ残っていたんだけど、叔お父じが時間をかけたくないっていうからねー。土地を買うだけにしておかないと」


　玖里子は背せ伸のびをして、朝霜寮のあったあたりを眺ながめた。すっかり奇き麗れいになっている。周しゆう囲いはすでに、風かぜ椿つばき不動産のものになっていた。


「にしても、和樹の力は凄すごいわね。予定通りだけど、あれは壮そう観かんだわ。家け来らいにしなくていいの？」


「そんな時代でもあるまい。帝国を離はなれたのは昔むかしのことじゃ。それにわらわは、この国が気に入っておる」


「約やく束そく通り、洋館の跡あと地ちには、風椿家ウチであなたの家を建たてるわ」


「小さくてもよいぞ」


　エリザベートは、ふわっと浮うかび、地面に下おりた。


「幽ゆう霊れい騒さわぎや、悪あく役やくはこりた」


「了りよう解かい。ありがとね、頼たのまれてくれて」


「わらわもお人ひと好よしじゃ。しかし」


　寮から喚かん声せいが聞こえてきた。少女は羨うらやましそうに目を細める。


「よいのか。あの二人の仲は、前にも増まして深まったようじゃがの」


「まあ、あたしも凜も朝霜寮だし、やっぱり和樹は奥おく手てだからさ……でも、そうね」


　玖里子は苦く笑しようした。


「ちょっと美お味いしい目にあわせすぎたかしらね」


　寮の騒ぎは空まで響ひびいていた。それに押されるようにして、陽ひがゆっくりと暮くれていった。




　第二話　はるかなる銀色の月







　授業終しゆう了りようの鐘かねと同時に、式しき森もり和かず樹きは机つくえに突つっ伏ぷした。


　もともと彼は勉強が得とく意いではない。葵あおい学園にもすれすれの成せい績せきで合ごう格かくしている。入学してからの試し験けんも、下から数えたほうが早い順じゆん位いであり、ほめられたものではない。「魔法使用回数がとても少ない」という現実が枷かせになって、どうしても身を入れて勉強をする気にならないのだ。


　両手を投げ出す。薬やく草そう学がくがようやく終わったところである。和樹はこの授業がとくに苦にが手てだった。しかも今日きようはいつもの教きよう師しが入にゆう院いんしてしまい、養よう護ご教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきが教きよう壇だんに立っていた。


　なんで養護教諭が授業を受け持つのか、そもそもそんな資し格かくがあるのか疑ぎ問もんだったが、実力は大したもので、教科書に載のっていることを完かん璧ぺきにこなした。しかも日ひ頃ごろ保ほ健けん室しつでいかがわしい実験をしているとの噂うわさ通り、豊ほう富ふな知ち識しきを全すべてラテン語で解かい説せつするというおまけつきで、生徒をパニックに落としいれた。今も月げつ下か美び人じんの保ほ存ぞん法ほうを、説明されたところである。


　月下美人は夏の満まん月げつの夜にしか咲さかず、万まん病びように効きく薬くすりとして重ちよう宝ほうされている。紅尉は、生徒に万が一があったときのため、花が咲いたところで保存して、保健室に飾かざっている。保存方法は複ふく雑ざつな手て順じゆんを踏ふむのだが、和樹は途と中ちゆうで覚おぼえるのをやめた。


「和樹さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」


　宮みや間ま夕ゆう菜なが心配そうに声をかけた。今の授業もちゃんと理り解かいできたらしく、疲つかれた様よう子すはない。


「んー……まあ」


「先生に用事を言いつけられていませんでした？　どうします？」


「あ、そうか」


　和樹は紅尉に、資し料りようとして持ってきた月下美人を戻もどしておくよう頼たのまれたのである。のろのろと立ち上がった。


　教室を出て、保健室に向かう。学園は生徒数が多いため、職しよく員いんの常じよう駐ちゆうする場所は別べつ棟むねになっていた。保健室も職員棟とうの端はしにある。


　和樹は面めん倒どうくさそうに扉とびらを開けた。鍵かぎは掛かかっていない。


　中はどういうわけか暗く、分ぶ厚あついカーテンがかけられていた。おまけに床ゆかに、新しん聞ぶん紙しが散ちらばっている。紅尉は衛えい生せいに気をつける立場のわりには、整せい理りをしないタイプらしい。


　月下美人を机つくえに置いた。さっさと教室に戻ろうとして、


「？」


　振ふり向いた。声が聞こえたような気がする。


（ん……）


　また聞こえた。小さな、うめくような声だ。


　カーテンの向こうから聞こえてくる。なんだか苦しそうだ。確たしかベッドがあるはず。


　思い切って開けようとして、新聞紙に足を取られた。


「うわわっ」


　ベッドの上にのしかかった。悲ひ鳴めいが上がる。急いで退ひこうとしたが、放ほう置ちされていた紐ひもに足がひっかかったらしく、うまくいかない。寝ていた人と二人してもがく羽は目めになった。


「お、おい、離はなれろ！」


　ベッドの人物が叫さけぶ。


「いや、まだ絡からまって……あ、とれた」


　紐が落ちた。和樹はほっとして、顔を上げる。


　神かみ城しろ凜りんと目が合った。


　制せい服ふく姿すがたのまま横になっていて、上じよう半はん身しんを起こそうとしている。息を弾はずませ、驚おどろいたようにこっちを見ていた。


　そのまま視し線せんがゆっくりと、下に落ちた。


　和樹がのしかかったまま、手が凜の胸むねに当たっていた。


「き……貴き様さま」


　彼女の声は低く、重みがあった。


　慌あわてて離れ、釈しやく明めいするように両手を振る。


「ごっ、ごめん……わざとじゃないんだ。事じ故こだよ事故」


「……言うことはそれだけか」


　凜はゆっくりと、ベッドから降おりた。


「あ、え、えーと」


　和樹はきょろきょろと見渡した。当然助けはない。言い訳わけをしようとして、とっさに思い浮うかんだことを口にした。


「……凜ちゃん、意外と胸が」


「殺す！」





　　　　◯





「それは和樹さんが悪いですよ」


　傷きずだらけになった事情（胸のことは伏ふせた）を聞いた夕菜は言った。


　二人は一いつ緒しよに下げ校こうしていた。前回の騒そう動どうのため、男子の彩さい雲うん寮りようと女子の朝あさ霜しも寮は繫つながったままになっている。方向が同じであった。


「でもなあ、まさか凜ちゃんが寝てるなんてなあ」


　和樹は顔をしかめた。殴なぐられた跡あとが痛いたい。


「なんで保健室にいたんだろ」


「最近、すごく疲つかれているみたいですよ。先週も保健室で横になっていたみたいですし」


「疲れているにしては、暴ぼう力りよく的だったけど……」


　顔にできた痣あざをさする。左目の周まわりが青くなっていた。


「それは自じ業ごう自じ得とくです」


「はい……」


　ゆっくりと歩く。本当なら、夕菜と一緒に歩いているところをクラスの人間に見られるわけにはいかないのだが、傷が痛かったのでどうでもよくなっていた。


「あら、凜さんじゃありませんか？」


　二人の前方に、背の低い少女が歩いていた。こっちには気づいていない。


　夕菜がぽん、と手を合わせる。


「ちょうどよかった。仲直りするチャンスじゃないですか」


　彼女は和樹が止めるよりも早く、凜に声をかけた。横顔が見えたが、あまり機き嫌げんがよさそうな表情ではない。


「凜さん、一緒に帰りませんか？」


「…………」


　返事はなかったが、それでも二人と歩いた。


　しばらくなんの会話もない時間が続いた。和樹は落おち着つかなげに目をきょろきょろさせるが、凜は前を見み据すえたまま。


「あの……凜ちゃん」


　恐おそる恐る話しかける。


「なんだ」


「今日、部ぶ活かつはいいの？」


「休みだ」


　凜は顔を向けずに答える。


「そ、そう。最近疲れているようだから、やっぱり休みを」


「まあな。きつくてかなわん」


「そっか。剣けん道どうの大会とかが近いから……」


「剣道？　私は生物部だ」


「あ、そうだったんだ」


　意外な気がした。剣の腕うで前まえは一流という噂うわさは校内でも流れているので、てっきり剣道部だと思っていたのだ。


「いつも刀かたなを持ってるから、体育会系だと思ったよ」


「……好このんで持ち歩いているわけではない」


　彼女は枯かれ草くさ色いろの竹刀しない袋ぶくろと、黒のカバンを持っていた。


　三人は角かどを曲がり、遊ゆう歩ほ道どうに出た。ここからは銀いち杏ようの樹きが並ならんでいる。落おち葉ばを踏ふみしめて歩く。


「……でも、生物部なのに、なんで刀をもってるの」


「いけないか？」


「いや、いけなくないけど、ほら、凜ちゃんは日に本ほん刀とうのイメージが強いから」


「わけがあってな」


「ふーん。武ぶ芸げいを習ならっているように見えるけど、家でやってたとか」


「実じつ家かは豆とう腐ふ屋だ」


「……え？」


「私も大だい豆ずをかき回している方が好きだ」


「意外だね。剣道をやっていたかと思った」


　彼女はにこりともせずに答えた。


「……本ほん家けに道どう場じようがある。剣けん術じゆつはそこで習った」


「ああ、なんだ。じゃあやっぱり師し匠しようとかいて」


「言うな！」


　思いもよらない激げつ昂こうに、和樹と夕菜は跳とび上がった。


「あんな……あんなやつは師匠ではない。あのサディストめ、小さい頃ころ、あれだけしごいておいて、昨日きのうも……」


　凜はそこではっとなり、右手で口を押さえた。それから顔を背そむけ、無む言ごんで歩き続ける。


　二人は慌あわてて後を追った。


「り、凜ちゃん、ごめん。そんなに怒おこるとは思わなかったもんだから」


「…………」


「その、ごめんなさい。なんか怒らせちゃったし、保ほ健けん室しつでも悪いことしちゃって、なにかお詫わびでも」


「詫び？」


　彼女がくるっと振り向いた。


「うん……僕にできることなら、なんでも」


「本当か」


「も、もちろん」


「なら、協きよう力りよくしろ」


　カバンを押しつけられた。それから凜は竹刀しない袋ぶくろの口を縛しばっている紐ひもをほどきはじめる。


「そろそろ奴やつが襲おそってくる。瞬しゆん発ぱつ力りよくを生いかした攻こう撃げきをしてくるが、最初の一撃さえしのげば勝しよう機きはある。式森は私の背はい後ごだけを見ていろ。奴が飛びこんだら、カバンでもなんでも構かまわん、力いっぱいひっぱたけ」


「えっ、なに？　奴って誰だれ？」


　彼女は答えず、黒くろ鞘ざやの日本刀を取り出した。右手を柄つかに当て、腰こしを低くして周しゆう囲いに気を配くばっている。


「……くるぞ！」


　銀いち杏ようが揺ゆれた。


　和樹には影かげにしか見えなかった。頭ず上じようから襲ってきたものは、着ちやく地ちし、また跳はねた。残ざん像ぞうを置おき去ざりに、凜に跳とびかかっていた。


　彼女の抜ばつ刀とうはその動きに十じゆう分ぶん対たい応おうしていた。横よこ一いち文もん字じに斬きり払はらった真しん剣けんは、空中で人影を、これ以上にないタイミングで捕とらえる。


　だが刀かたなは空中に線だけしか残せなかった。人影がさらに上に移動したのである。驚おどろくべきことに、その身体からだは空くうを蹴けり、より高く跳んでいた。


　凜が刀を返す暇ひまもなかった。再ふたたび空を下に蹴って飛びこんだ相手に右手を押さえられ、足を払はらわれる。落ち葉の中に転てん倒とうし、勝しよう負ぶはそこでついた。


　和樹はカバンを持って、茫ぼう然ぜんと見ているしかなかった。


　ただの影だ、と思えたのは男で、二は十た歳ち過ぎに見える青年だった。背が高く、茶色の長い髪かみを、後うしろで簡かん単たんにまとめている。黒のシャツをだらしなく着きていた。顔はほっそりとしている。


　青年は、にやついた表情で言った。


「まだまだだな、凜」


「くっ……」


「毎日の修しゆ行ぎようで、少しは腕うでが上がったと思ったけどなあ」


「ふざける……な」


　凜はようやく身体を起こす。ふらつきながらも立ち上がった。


「毎日毎日、私を殺す気か」


「どれだけの腕になったか、確かく認にんしないとね」


「余よ計けいなことをするな！　私はただの高校生だぞ」


　彼女の言葉には、明らかに怒ど気きが含ふくまれていた。


「このままでは、部ぶ活かつにもさしつかえる」


「でも修行はしてもらう」


「やめろ。道どう場じようを継つぐ気はない」


「家の方じゃ、もう決めている」


「本ほん家けなぞ知るか！」


「連つれ戻もどせって言われてんだけどなー」


　その台詞せりふを聞き、凜の顔が朱しゆに染そまった。再ふたたび日に本ほん刀とうを手に取る。


「……いやだ。絶対に帰るものか」


「どうしようか」


　彼女の怒いかりに満みちた視し線せんを、青年は平へい然ぜんと受け止めていた。


「あ、あのー」


　恐おそる恐る、和樹は口を挟はさんだ。


「お話し中すみませんけど、どなたですか？」


「ん？　ああ、悪かった」


　男性はにこやかに笑った。


「僕は神かみ城しろ駿しゆん司じ。凜のまあ……保ほ護ご者しやだな」


「保護者なものか」


　凜が小声で言う。


「ずっと前から、神城家にはお世せ話わになっていてね。彼女が生まれてから、保護者と剣けん術じゆつの師し匠しようを命ぜられたのさ」


「あの、ずっと前って」


「んー、百年近くなるかなあ」


　和樹と凜は目を丸くした。そこに凜がぶすっとした声で、


「彼の一族は長ちよう命めいなんだ。人じん狼ろう族の中でもな」


「じ、人狼!?」


　目の前の男性はただの人間ではなかった。狼の敏びん捷しよう性せいと力を兼かね備そなえた、亜あ人間であった。


　亜人間はこの魔法世界でも、かなり珍めずらしい。昔はたくさん住んでいたのだが、戦せん乱らんと人間との混こん血けつが進んだおかげで、あまり生き残っていなかった。現在は東とう欧おうの一部に吸きゆう血けつ鬼き、ドイツの片かた隅すみに人狼族、インドと南米に虎系がいるくらいである。


　しみじみと目の前の青年を眺ながめる。日本では明めい治じの初しよ期きにいなくなったと聞いていたが、まだ暮くらしていたのだ。そういえば、さっきの空中での方向転換も、人間にできる身のこなしではない。


「本当は神城って名前じゃないんだ。ま、長生きのおかげで、肝かん心じんの狼に変へん身しんできないけどね。ところで、君きみが式森君くん？」


「ええ」


「婚こん約やく者しやだろ？」


「え……」


「違ちがう！」


　凜が慌あわてて遮さえぎる。


「こんな軟なん弱じやく者ものが、婚約者なものか！」


「ふーん、じゃあ本家に帰るしかないな」


　彼女の身体が、ぴくっとした。


「式森君の遺い伝でん子しをもらってくるんだったろ。だからここで修行をしようとしたんだけれど、それじゃ本家の道場でやったほうがいいな」


「ま、待て。それは……」


「みんな待ってるぞ」


「おじいさまに会うのは構かまわんが……でも私は行かない」


　和樹は袖そでを凜に握にぎられた。


「私には残る理由がある。か、彼は軟弱者だが……その、剣の腕うでは立つんだ。だから婚約者としては……ふさわしい……かも」


「え、ええ!?」


　意外な言葉に仰ぎよう天てんした。いくらなんでも婚約者はないだろう。


　否ひ定ていしようとしたら、袖を摑つかまれた。凜が恐おそろしい目つきで見ていた。


　震ふるえ上がった。殺さつ意いを感じる。下へ手たに否定したら命が危あぶない。思わずうなずいた。


「あ……は、はい。一応、婚約者というもので。剣も多た分ぶん、まあ、いけます」


「ふーん」


　駿司は疑うたがいのまなざしだった。当たり前だ。


「信じてもいいけど、どーもそうは見えないな」


「わ、私を信用しろ！」


　凜の声がかぶさる。


「その、腕もいいし……勉強も……いや、それは置いておくとして、とにかく、私には式森が必要なんだ。二人とも学生で、転校するわけにもいかないし、それに、まだ、結むすばれて……ない……」


「つまり、二人ともここを離はなれるわけにはいかない、と」


「そ、そうだ」


「じゃあ二人で修行かな」


「いや、それは必要ない。絶対必要ないぞ。式森の腕前がバレ……じゃなくて、もう十じゆう分ぶんなんだ。もう免めん許きよ皆かい伝でんだ。色々。私だって、もういいだろう」


「ほう、なら腕がみたいな」


「え……」


　彼は凜に、次に和樹へ指を突つきつけた。


「こうしよう。君たちが婚こん約やく者としてふさわしいかテストさせてもらう」


「へ？」


　和樹は戸と惑まどった。


「一週間時間をあげよう。そのあいだにもっと自分たちを鍛きたえたまえ。それが終わったら、僕と決けつ闘とうすることになる」


　ひっくり返るような感かん覚かくに襲おそわれた。決闘、だって？


「なんで！」


「言ったろ。テストだよ。そこで君が勝てば、晴はれて凜の婚約者だ。僕は一人で本家に帰って報ほう告こくしておく。負けたら式森君も凜と本家に帰って修行だ」


「なんかとっても嫌いやなんですけど！」


「ならハンデもあげよう。君は凜と組んでいい。僕は二対一でも気にしないから」


「い……」


「いい加か減げんにしてください！」


　目を丸くして聞いていた夕菜が、ついに怒おこり出した。


「なんですかさっきから！　勝かつ手てに決めないでください！　和樹さんはわたしと婚約しているんですよ！」


「へえ？」


「だから凜さんは関係ないんです！　勝かつ手てに連れて帰らないでください！　どうしてもって言うなら、凜さんだけ……」


「ま、待った」


　凜は今度は和樹にしがみつき、


「駿司、私はここを離れない！　ずっと東京にいる。こ、婚約者なんだ、本当に」


「あーっ、なんですかそれは！　それに腕うでなんか組んで！」


　夕菜は強ごう引いんに二人に割って入ろうとした。


「早く離れてください！」


　離れたら連れ戻されるとばかりに、必ひつ死しにしがみつく凜。夕菜はますます激げつ昂こうし、目を吊つり上げる。


　駿司は苦く笑しようした。


「待った待った。式森君が勝てば、ここには残るんだよ。僕は帰るし、あとは話し合いでも。凜も疲れて力が衰おとろえているかもしれないから、別に殺し合いでも」


　凜が嫌そうな顔をする。一方の夕菜はなにやら考えていた。


「……なるほど、確かにそうですね」


　彼女は拳こぶしで手のひらを、ポンと叩たたいた。


「和樹さん、絶対勝ってください」


「なんで！」


　ずっこけそうになった。駿司は聞こえないふりをして、話を続けている。


「とにかく一週間後だ。場所は、そうだな、ここをずっと行ったところに空あき地があったろ」


　女子寮りようがあった場所だ。玖く里り子この叔お父じが管かん理りしているはずだが、まだ工事が始まる気け配はいはない。


「そこで待っている。夜の九時ごろ来てくれ。ああ、結けつ界かいを張っておくから、近所のことは心配しなくていい。じゃ」


　そう言うと、彼はさっさと立ち去った。


　後には、ぽかんとした和樹、展てん開かいの速はやさに取り残された凜、なぜか気き合あい十じゆう分ぶんな夕菜が残された。


「えーと……凜ちゃん。どうしよう」


　とりあえず、小こ柄がらな少女に訊きいてみる。


「……やるしかあるまい」


　凜はぽつりと言った。反はん射しや的てきに聞き返す。


「え？」


「特とつ訓くんだ。勝つしかないのだからな」


「え、ええーっ!?」





　　　　◯





　その日から、和樹の戦せん闘とう能のう力りよくを上げる訓練が始まった。といっても、剣術、格かく闘とう技ぎの心こころ得えゼロパーセントの身体からだに、覚おぼえ込こませるのは不可能に近い。


　凜が考えたメニューは、ランニング主体のものであった。とにかく走って、基き礎そ体力を上げるのである。まず朝走り、食事をしてから登とう校こうする。授業中でも筋きん力りよくを鍛きたえるための道具は手て放ばなさない。隙すきを見て腹ふつ筋きん、腕うで立たて伏ふせもする。


「はっきり言って、他に手はない。やれ」


　と凜は告げた。


　下げ校こうしてからは走って走って走りまくる。中ちゆう距きよ離りを何本か繰くり返す。疲ひ労ろうを回復させるために必かならず休きゆう息そくは入れ、最後に栄えい養よう補ほ給きゆうをする。


　本当は集中してトレーニングをすると、どこかに故こ障しようが発生する。だから日がな一日鍛えるのは良くないのだが、凜は構かまわなかった。


　運うん動どう不ぶ足そくの身には、過か酷こくな練れん習しゆうであった。その日もずっと走らされ、気がついたらすっかり日が暮くれており、一人で帰る羽は目めになった。


　河か原わらの土ど手てを、和樹はとぼとぼと歩く。ここをずっと走らされていた。それにしては筋きん肉にくがそれほど痛いたまないが、夕菜が魔法で無む理り矢や理り回復させたのである。もっともこれも、やりすぎると反動がくる。


　土手は暗かったが、歩けないほどではない。星と月の光があたりを照てらしている。見上げると満まん月げつがこっちを眺ながめている。和樹は、今が人じん狼ろうをもっとも強力にする時期だと思い出し、余よ計けいに気を滅め入いらせた。


　河原では何人かが夜よ釣づりをしている。土手にはアベックが座すわっていて、和樹は避よけながら歩いた。


「式森君」


　和樹はびっくりした。見ると、駿司がタバコをくわえ、ひらひらと手を振ふっている。周まわりのアベックたちのせいで分わからなかったが、独ひとりで座っていた。


　彼は「こっちにこないか」と手て招まねきをした。


「なんでしょう」


　ちょっと脅おびえながら、隣となりに座る。


「んー、まあ、それほど用ってこともないんだが」


　駿司はにこやかに、


「君、凜のことをどう思う」


「え!?　そ、それは、その、ちょっときついけど可か愛わいいし、まじめで、えーと婚こん約やく者しやとしてはこの上なく」


「そうじゃない」


　彼は笑った。


「もっとこう、いつもの生活とか、学校でのことだよ」


「あ、そうなんですか」


　ほっとした。息が落おち着つくのを待ってから、話す。


「うーん、凜ちゃんは一年なんでよく知らないんですけど、人にん気き者ものみたいですよ。悪い噂うわさもないし。まあ、ああいう性格なんで、敬けい遠えんしてる子もいると思いますけど」


「そうか……」


　紫し煙えんを吐はきながら、駿司がつぶやく。


「こっちにきて、楽しそうかな」


「それは……ちょっと」


　返事を聞いて、青年は黙だまった。無む言ごんで川かわ面もを見つめている。


　遥はるか遠くで、列れつ車しやが鉄てつ橋きようを渡る音がした。


　思い切って和樹は訊きいた。


「あの、凜ちゃんって、こっちの生まれじゃないんですか？」


「……うん。本ほん家けは九州にある。彼女は静しず岡おかの分ぶん家けに生まれたんだけど、色々あって本家に預あずけられたんだ」


「へえ……」


「ずっと僕が面めん倒どうを見てたんだけど、可愛かったよ。他ほかに遊び相手もいなかったし、仲はよかったんじゃないかな。兄きよう妹だいみたいなもんだ」


　駿司はタバコを吸すった。暗がりに、ぽっと明かりが灯ともる。


「ところがさ、凜を後あと継つぎにすることが決まって、やっぱり僕が剣を教えなきゃならなくなった。今までのように、優やさしくしてられなくてね」


　彼は語り続ける。その瞬しゆん間かんから、彼らは兄妹から師し匠しようと弟で子しにならざるを得えなかった。修しゆ行ぎように妥だ協きようは許ゆるされない。おのずから言葉づかいも厳きびしいものになった。


「ま、昼も夜も素す振ぶりだ打ち込みだと締しめつけて……腕は凄すごい勢いきおいで伸のびていったよ。素そ質しつがいいからね。でも心の方は、どうだったか」


　凜は駿司と遊ぶことは一いつ切さいなくなった。学校に通かようようになってからも、修行のため友人ができることはなく、学校と道どう場じようを往おう復ふくする日々が続いたと言う。


「友達を作って遊ぶことは重じゆう要ようなんだけどさ、そんなことができる家じゃなかった。後継ぎなんだ。禁きん欲よく的で、家のことだけを考えていればいい。でも一度だけ凜が、窓まどから外で遊ぶ子供たちを眺ながめていたことがある。羨うらやましそうな、なんとも言えない表情だった。僕はもちろん、引ひき剝はがして道場に連つれていった。気にしてなかったんだ。道場を継ぐ気だと思っていたからね。そうしたら中学三年の時、いきなり葵あおい学園に入るって言い出した」


「家の人たちは、なんと？」


「みんなで反対したさ。でも入学手続きまですませていて、上じよう京きようしちゃった。それっきり連れん絡らくはなし」


　駿司はあくまで無表情に、淡たん々たんと話す。だが時とき折おり言葉に、苦しそうなものが混まじっていた。


「そうなってから、ようやく分かったよ。凜に必要なのは修行じゃなく、別のことだったって。友と遊び、知ち識しきを深め、青春を謳おう歌かさせるべきだったんだ。それは旧ふるい慣かん習しゆうから生まれるものじゃない。おかげで彼女を頑かたくなな人間にしてしまった。内ない緒しよで受験勉強をしたのも、こっちで剣道部には入ってないのも、意い地じなんだろうな。上京する時、僕だけが見送りに行ったんだ。日に本ほん刀とうを一ひと振ふり、渡した。なにも言わずに列車に乗ったよ」


　そこで会話がとぎれた。無む言ごんの時間が続く。
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「半年ほど前にも、僕はこっちに来たんだ。本家の手紙を持ってね。式森君の遺い伝でん子しのことが書いてあった。凜はそれを読んで……びりびりに破やぶり捨すてた」


　そこで言葉が途と切ぎれた。


「家の言うことなんか聞きたくもないんだろう。それに僕は、昔むかしの仲のいい兄あにじゃなくて、本家の手先だからな」


　駿司はため息こそつかなかったが、かすれたような声で喋しやべった。


　また無言の時間が訪おとずれた。いつの間にか、二人の周囲に人はいなくなっていた。


　彼は頭上を見上げた。


「……いい月だな」


「ええ」


　満月が煌こう々こうと輝き、夜空を照てらしていた。


「……人狼ってのは、満月になると力を発はつ揮きするんだけど、それには色々説があってさ」


「…………」


「まあ大半は月の神しん秘ぴ性せいに理由を求めているんだけど、中には月から来たからだと言う人もいる。だから死んだら塵ちりになるんじゃなくて、月に帰るんだって」


　夜だからよく分からないが、笑ったような気がした。


「僕が神城家に拾ひろわれたときも、こんな月夜だったそうだ。だから自分の両親の顔は知らない。仲間がいるかどうかもね。育ててくれたから、恩おん返がえしのつもりで、ずっと尽つくしてきたんだ。そんな生き方に疑問を持ったこともなかったけどね……」


　タバコが光る。煙けむりが揺ゆらめいた。


「僕も死んだら帰るのかもしれないけど、月の仲間たちはなんて言うかな……。呆あきれるか、怒るか……。どっちにせよ、褒ほめたりはしないだろう」


　駿司の胸になにが去きよ来らいしているかは分からない。ただ、和樹は彼の横顔を、じっと見つめていた。


「なあ……式森君」


「はい？」


「僕は、どうするべきなのかな」


　一いつ瞬しゆん、時の流れが止まった。駿司の顔にはかすかに苦く悶もんが滲にじんでいた。


「分かりません……でも、駿司さんはどうしたいんですか。連れ戻もどしにきたって言ってましたけど、どうしてまた修行を始めたんですか」


「……そうだな、凜に……謝あやまりたいのかな。よく分からない。駄だ目めだな。下へ手たに長生きすると、自分に素す直なおじゃなくなる」


　駿司が立ち上がった。と、足元をふらつかせ、タバコを落とした。


「どうしたんですか？」


　和樹は急いで肩かたを貸かした。


「いや……大だい丈じよう夫ぶだ」


　彼はタバコを拾ひろった。その手は小こ刻きざみに震ふるえていた。顔色もよくない。


「病気、ですか」


「違ちがうよ。そうじゃない」


「……そんなんじゃ、今度の決けつ闘とうで僕たちが勝っちゃいますよ。いいんですか」


「ははは。言うね。ぜひ勝ってくれ……凜とね。それじゃあ」


　駿司は軽く笑うと、大きく跳ちよう躍やくした。その姿すがたは星空の中に紛まぎれ、すぐに見えなくなった。





　　　　◯





　決闘の日が来た。場所は女じよ子し寮りよう跡あと地ち。風かぜ椿つばき不ふ動どう産さんが張った結けつ界かいは一度破やぶって、中から再ふたたび展てん開かいした。これで外からは見えない。


　和樹と夕菜は並ならんで駿司と対たい峙じしていた。夕菜は立たち会あい人にんだが、どちらかというと応おう援えん要よう員いんである。


　駿司は二人を交こう互ごに眺ながめた。


「……ほう、武器を使うか。修行の成せい果かは出たのかな」


「ああ。式森はおまえが驚おどろくほど成長した。剣けん術じゆつもこなせる」


「……ってこれ、真しん剣けんじゃないか！」


　和樹は抜ぬき身みの日に本ほん刀とうを構かまえたまま、わめく。凜が近所の骨こつ董とう屋やを拝おがみ倒たおして借かりたものである。おまけに剣の練習なんかしなかった。


「本気でやらねば、こちらがやられる」


　凜は駿司から視し線せんを離はなさない。愛あい用ようの二に尺しやく二に寸すんの刀かたなを両手で持っている。


「いいか、手て傷きずを負おわせても油ゆ断だんするな。人じん狼ろうの回復力は並なみではない。まして今夜は満まん月げつだ」


　駿司は武器を持たずに余よ裕ゆうの表情だった。そのはるか上じよう空くうには丸い円えん盤ばんが浮うかんでいる。


「準じゆん備びはいーかい」


「無む論ろんだ！」


「無む期き延えん期きにしたいなあ……」


　凜は和樹の嘆なげきを無む視しして、気合いを入れる。


「覚かく悟ご！」


　小こ柄がらな身体からだが夜空に舞まう。


　凜の振ふり下おろした一刀は、空くうを斬きった。駿司の姿はそこにない。彼女があっと思った瞬しゆん間かん、背はい後ごに回っていた。


「遅おそい」


　繰くり出される手しゆ刀とうを、彼女はかろうじて避よけた。急いで身体を反はん転てん。そのままの力で薙なぎ払はらう。


　また避けられた。ぎりぎりのところで見切り、切っ先をかわしている。


　凜は本気だった。駿司も手は抜ぬいていない。ギリギリのところでの攻こう防ぼう。


　駿司が半はん身みの体たい勢せいで彼女の腕うでを摑つかんだ。勢いきおいを利用して投げ飛ばす。


　凜は空中で回転し、足から降おりる。そして立て続けに剣けん突とつを浴あびせる。全部かわされた。


　今のところ、勝しよう負ぶはやや駿司に分ぶがあった。それでも凜は、あきらめずに刀を振るう。


「式森、なにをしてるんだ！」


「そうだね。攻せめたほうがいいよ」


「お前が言うな！」


　しかし和樹は事じ態たいを見守っていた。下へ手たに参加したら、凜を斬ってしまいそうなこともある。


　それに事態に変化が起こっていた。


「和樹さん……」


　夕菜が声をかけてくる。彼女も気づいたのだろう。


「うん」


　凜が押し始めた。剣先が、時々身体をかすめるようになっている。彼女の攻撃のタイミングが早くなったわけではないから、相手が消しよう耗もうしているのだ。


　いきなり、駿司が体たい勢せいを崩くずした。攻撃されたわけでもないのに、足を滑すべらせた。


「もらった！」


　凜が振りかぶる。


「待った！」


　和樹は叫さけんだ。思わず攻撃を止めた凜に駆かけ寄より、背後から右腕を摑む。


「なにをする！」


　彼女はチャンスを邪じや魔まされ、思わず怒ど鳴なる。


「せっかくの好こう機きを……」


「駄だ目めだ」


　真しん剣けんな声になった。それに驚おどろいたのか、凜は身体の力を抜く。


　ほぼ同時に、駿司が崩くずれ落ちた。


　和樹は急いで抱だき起こした。夕菜と、凜も近ちか寄よる。


「駿司さん、しっかりしてください」


　顔に血の気けがなかった。青白いどころではなく、真っ白で肌はだが乾かん燥そうしていた。唇くちびるが震ふるえていて、息が荒あらい。手て首くびをとったが、ほとんど脈みやくも感じられない。


　背後からのぞき込んだ夕菜が、息を飲んだ。


「病気なんですか？」


「分わからない……。この前から、ずっと苦しそうだったんだ」


　彼が押されていたのは演えん技ぎではなかった。土ど手てで足を滑すべらせたように、戦たたかう力が残っていなかったのだ。


　駿司は苦しそうに息をする。見るからに衰すい弱じやくしていた。


「夕菜、君きみの魔法でなんとか治ち療りようはできない？」


「なんて病気か分からないと……。それより、薬くすりかなんかで治療した方がまだいいと思います」


「どんな薬？」


「それは……ええっと、それこそ、どんな病気でも治なおるようなのじゃないと。だってどこが悪いのか……」


「そんなのがあるわけ……あっ」


　三人は同時に思い出した。声が重かさなる。


「月げつ下か美び人じん！」





　夕菜がテレポートで月下美人を取りに行った。その間、和樹と凜が看かん病びようをすることになった。


　もっとも、あまりできることはない。地面に直ちよく接せつ寝ねかせないようにして、手を握にぎった。


　夕菜はなかなか帰ってこない。一いつ瞬しゆんで移動できるはずだが、保ほ健けん室しつで探さがすのに手て間まがかかっているのかもしれない。


「……式森」


「なに」


「私と彼のこと、聞いたか？」


「うん」


「そうか……」


　凜は駿司の手を握り締しめた。


「どうして今になって、私のところに来たのかな」


「それは……」


　いきなり空中に、夕菜が現あらわれた。息を切らせ、手には月下美人を持っている。


「遅おそくなりました！」


「貸かして！」


　和樹はひったくるようにして受け取った。花びらをむしろうとする。すり潰つぶす必要があった。


　その手が押さえられた。


　駿司は弱々しく、手を上げていた。


「いいんだよ……」


　駿司はうっすらと目を開いた。


「いいんだ……。僕のは病気じゃない。もう寿じゆ命みようなんだよ。長く生きすぎたんだ……。無む理りして生きてきたけど、もう疲つかれた……」


　彼は一気に老ふけ込こんだように見えた。声も切れ切れで、力がない。


　凜が声を詰つまらせる。


「だったら決けつ闘とうなんて、くだらないことを！」


「最後に凜が見たかったんだ……元気な君が……。僕の命が長くないことは、前から知っていたんだ……だから、自分の知ってることを、全部凜に教えたかった……。だけど……それは……間ま違ちがいだった」


　ごふっと音がする。駿司が咳せき込こんだ。


「早く気づくべきだった……君には押しつけじゃなくて、本当に好きなことをやらせるべきだったんだ……。同おない年の友達と遊ぶように言うんだった……自然を教えるんだった……本の楽しさを……これも押しつけだな……はは」


「気にしていない。気にしていない……もう」


「……君を連つれ戻もどすと……本ほん家けは……もっと修しゆ行ぎようを……僕は……必要ないと、証しよう明めい……だから……こっちで……」


　言葉が続かない。凜は慌あわてたように揺ゆさぶる。


　まったく血の気けはなかった。不ふ死じ身みの人じん狼ろうの生命いのちが、尽つきようとしていた。


「凜……許ゆるしてくれなくていい、憎にくんでくれていい。でも……謝あやまりたかった、本当に謝りたかった……すまなかった、すまなかった……」


　駿司の視し線せんが夜空を向いた。


　軽く微笑ほほえむ。


「ああ……月が奇き麗れいだ。満月に死ぬのも……悪くないな……」


　彼は目を閉とじた。そしてもう、開かれることはなかった。


　誰だれも言葉を発さない。三人は無む言ごんで、人狼の亡なき骸がらを見つめていた。


　時間だけが、流れた。


「……式森」


　ぽつりと、凜。


「駿司は……兄あには、謝っていたよな」


「うん……」


「知っていた……私は知っていたんだ。兄がなにをしたかったか、ずっと……」


　彼女はそっと、冷つめたくなった駿司の顔に手を触ふれた。


「拒こばんだのは私だ。つまらない意い地じから、拒きよ否ひしたんだ。許す……いや、私も謝るべきだったんだ、意い地じを張り続けたことに……それを……」


　少女の目から涙なみだが溢あふれた。とめどなく、頰ほおを伝つたわって、落ちる。


「なあ……どうして、どうして私は、謝れなかったんだろうなあ……」


　嗚お咽えつが続いた。凜は月げつ下か美び人じんを握にぎったまま、亡骸に突つっ伏ぷして、涙を流した。


　和樹は、そっと声をかけた。


「凜ちゃん……死んだ人を生き返らせることは、僕にはできない。でも、他ほかのことなら」


　凜が顔を上げた。和樹は駿司の遺い体たいを抱かかえる。それから彼女に、摑つかまるように言った。


「ちょっと行ってくる」


　なにをするか察さつした夕菜は、微笑ほほえんだ。


「行ってらっしゃい」


　和樹は息を吸すった。





　　　　◯





　いきなり足あし元もとの感かん覚かくがなくなり、凜は和樹にしがみついた。


「うわっ、こ、ここは!?」


「落おち着ついて凜ちゃん。ほら」


　和樹は指差す。


　灰はい色いろの、乾かわいた大だい地ちが広がっていた。緑みどりも水もない、静かな地面が続いている。


「……月？」


　二人は月げつ面めんを見み下おろすように浮うかんでいた。和樹の魔法が、地球と月に横たわる気の遠くなるような距きよ離りを、一いつ瞬しゆんにして跳ちよう躍やくさせたのである。


「駿司さん、もう仲間もいないんだろ。だったらここに葬ほうむってあげようよ……。ここならいつだって、満まん月げつだ」


「それは……喜よろこぶと思うが、そのために魔法を？」


「うん」


　凜は首を振ふった。


「また魔法を減へらして、死んだらどうするんだ」


「それはまあ……それより、早く降おりないと。十分したら、自動的に地球に戻もどっちゃうんだ」


「分わかった。でも、どうやって降りる？」


「凜ちゃんの魔法で。ほら、息ができるだろ。無む意い識しきに使っているんだよ」


「……私を頼たよったのか。呆あきれた奴やつだ」


　それでも彼女は、うまく魔法を使い、二人と亡なき骸がらを動かした。


　ゆっくりと、細こまかい砂すなの上に着ちやく陸りくする。クレーターの中だが、今は太たい陽よう光こうが差しこんでいる。


　砂はかなり積つもっていた。かき分けると、細かい粒つぶとなって舞まい上がり、視し界かいを塞ふさごうとする。


　二人は一人分の穴あなを掘ほると、駿司の亡骸を横たえた。目をつむって冥めい福ふくを祈いのり、それから砂をかける。


　凜は最後に、月げつ下か美び人じんの花をそっと載のせた。


　そしてずっと、見つめていた。


「……凜ちゃん。そろそろ戻るよ」


「……分かった」


　和樹と凜は、ゆっくり宙に浮かんだ。月面から離はなれていく。


「……いま！」


　服の裾すそが摑つかまれた。凜がすがるように見つめている。


「いま、花が光った。光ったよな！　あの人はきっと……」


　和樹は下の方に目をやった。


「……そうだね。光っていたよ」


　凜の肩かたをそっと触ふれた。二人はすっと姿すがたを消し、地球へ戻る。


　月面の月下美人は、静かに咲さいていた。
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　第三話　養護教諭紅あか尉い晴はる明あき登場







　目が慣なれていないのだと思った。


　手を伸のばしても指が見えず、眼がん前ぜんに近づけても肌はだは現あらわれなかった。ただそこに、自分の手のひらがあることだけは分わかった。


　目を凝こらしても、瞳ひとみはなにも捉とらえることができない。右手でこすってみたが、力を入れてしまったため、ただ涙なみだが出てくるだけだった。


　両手を叩たたくと、ぱちんと軽い音はするし、つねったり引ひっ張ぱったりすることもできる。恐おそる恐る腕うでや肩かたに触ふれてみると、ほのかに暖あたたかく、感かん触しよくがあった。それから首も確かく認にんして、ついでに顔まで触さわってみた。


　とりあえずほっとしたが、それは自分が自分であることを確認したようなもので、どこでなにをしているのかが分からない。明かりもなく、音もない。無む限げんに広い空間。自分以外のなにも知ることができず、世界中全すべての物事から取り残されている気がした。


　そう考えた瞬しゆん間かん、孤こ独どく感かんは離はなれなくなった。じわりじわりと、足元からひんやりとした感かん覚かくが上のぼってくる。冷つめたさには恐きよう怖ふという名がついていて、小こ刻きざみな震ふるえを残していく。皮ひ膚ふを覆おおった悪お寒かんは体内に染しみ入り、肉にくを縮ちぢませ血を凍こおらせる。それはあくまでゆっくりしていて、まるでなにかを試ためすかのように、ただひたすらに時間をかける。


　そのときには、震えはもう身体からだを支し配はいしていた。頭のどこかで動けと声がする。しかし筋きん肉にくは言うことを聞かず、精せい神しんは絶ぜつ望ぼうだけを叫さけんでいた。なにもない暗くら闇やみが、彼の身体をしめつける。暗あん黒こくが心に帳とばりをかけている。このままでは、肉体ではなく心が枯かれて死ぬだろう。だから明かりが点ついたとき、安あん堵どで気が遠くなった。


　ぼんやりとした明かりが、徐じよ々じよに周しゆう囲いを照てらしていった。永えい遠えんに思われた空間は、実は室内で、片かた隅すみにベッドが置いてあった。奇き妙みようなことに、広さはよく分からない。


　パイプが組み合わされたベッドには、ぴんと張ったシーツが敷しいてあり、白い枕まくらが乗っていた。そしてちょうど真ん中に、猫ねこが一匹座すわっていた。


　白い猫はじっとこっちを見ていた。耳も髭ひげも動かさず、丸く開いた瞳どう孔こうが見つめていた。子猫だろうかと思ったのは一いつ瞬しゆんだけで、身体は十じゆう分ぶん大きかった。


　大きいと思ったのも錯さつ覚かくだった。犬と同じくらい。猫にしてはかなりの巨きよ体たいだ。いや、犬ですらない。もっと大きい。どんどん大きくなる。


　猫は身体を膨ふくらませていた。子猫の可か愛わいらしさはすでになく、ベッドを押しつぶさんばかりの巨体に変化していた。白い毛に包つつまれた頭は不ふ自し然ぜんに肉が盛もり上がり、尖とがった二本の角つのが生はえる。眼めは金色の光を放はなち、牙きばを覗のぞかせている口は涎よだれを流していた。皮膚は灰はい色いろとなり、まるで甲こう羅らのような角かく質しつで覆われていた。


　ああ。彼は思い出した。これはこの世の生物ではない。ベヒーモスだ。一度だけ見たことがある。牛の姿すがたをした巨大な獣けもの。穏おだやかな性格とも言われているが、目の前の怪かい物ぶつは明らかに殺さつ意いを持ち、角をこちらに向けていた。


　ベヒーモスが咆ほう哮こうした。空間全すべてを揺ゆるがすような叫さけび声。獲え物ものを威い嚇かくするための最初の一いち撃げき。声に触ふれた途と端たん、気力の大たい半はんは霧む散さんした。無力な小こ羊ひつじに成なり下がる。怪物はその姿を見て取り、ゆっくりと近づいてくる。


　あとずさった。足が勝かつ手てに動き、自分の身体を安全なところに移動させようとする。だがいくらもいかないうちに、背中が壁かべに当たった。さっきまでは果はてしない広さを持っていたはずなのに、ただの小こ部べ屋やとなっている。ドアらしきものもなく、ただの一枚の壁。


　動けない。逃にげ道もなく、戦たたかう気力もない。ベヒーモスの角が胸むねに押し当てられる。勢いきおいのついた一撃ではなく、時間をかけて穴あなを空あける動どう作さ。象ぞう牙げ色いろの凶きよう器きはいずれ、皮膚を破やぶり、肉をえぐり、骨を砕くだき、血を撒まき散ちらす。


　鈍どん痛つうがせりあがる。悲ひ鳴めいがこみあげてきた。





「悪あく夢むなんですか？」


「うん」


　朝、登とう校こう途と中ちゆう。式しき森もり和かず樹きは宮みや間ま夕ゆう菜なに昨さく晩ばん見た夢ゆめのことを話した。思わずあげた悲鳴で目が覚さめたのだ。それから一いつ睡すいもできずに朝を迎むかえた。おかげで目が痛いたい。


「ここのところ毎晩だよ。いつも襲おそわれて目が覚めるんだ」


「なにか心当たりでも？」


「いや」


「変ですね。あたしは見ませんけど」


「そりゃそうだろ」


「あ、ひどい。すぐ前に住んでるんですよ」


「距きよ離りは関係ない……はず」


　寮りようの和樹の部屋と夕菜の部屋は、向かい合わせになっている。少し前に起こした事件によって、男子寮と女子寮がくっついたままなのだ。学校側も再さい建けん費ひ用ようがかかることから、なし崩くずし的に容よう認にんしていた。


「それにほら、学校でも変な唸うなり声が聞こえること、あるだろ」


「ええ」


　近ちか頃ごろ葵あおい学園では、授業中などに不ぶ気き味みな咆ほう哮こうが聞こえることがあった。ガタがきている校こう舎しやなので、隙すき間まが笛ふえの役割をしているためと思われているが、定さだかではない。


「関係無ないと思うけど、やっぱり気になってさ」


　夕菜は聞いていて、なにか気づいたらしく手を合わせた。


「夢の中に、猫ねこも出るんですよね」


「出るよ」


「最近学校に犬や猫が出るって言ってましたよ」


「犬猫？　誰だれが？」


「玖く里り子こさんが。野の良ら犬や野良猫にしては数が多いんだそうです。誰か持ち込んでいるんじゃないかって」


「唸り声もそのせいかな。でもいいじゃんか。犬や猫くらい」


「それは、衛えい生せいとかありますから……。生せい徒と会かいでも問題になったって、玖里子さんが言ってました」


「あの人、生徒会の役員だっけ」


「さあ」


　夕菜は首をかしげた。


「ま、いいけど……。でも、学校の犬や猫と、夢ゆめの怪かい物ぶつは関係ないんじゃないかなあ」


「そうですね。でも、どうしても気になるんでしたら、紅あか尉い先生に相そう談だんされたらいかがですか？　確たしか精せい神しん医い学がくで論ろん文ぶん書いたそうですけど」


「なんでもできるな、あの先生は」


　紅尉晴はる明あきは葵学園の養よう護ご教きよう諭ゆ、いわゆる「保健室の先生ヒーラー」である。魔ま法ほう医い学がくだけではなく、黒くろ魔ま術じゆつ、召しよう喚かん魔術などでも学がく位いをものにしたことがあり、研けん究きゆう機き関かんが三さん顧この礼れいで迎むかえ入いれる人物らしい。ところがなにを気に入ったのか、学校の保ほ健けん室しつに常じよう駐ちゆうしていた。


「どうします？　授じゆ業ぎようまでまだ時間ありますけど」


「うー、気が進まないなあ」


　和樹はげんなりした顔をした。





　とは言ったものの、結局和樹は学校につくなり保健室へ向かった。


　紅尉は中にいた。もっとも、彼がいつ来ていつ帰るのか、見たことのある生徒はいないのだが。


　夢の内容を正しよう直じきに話す。長ちよう髪はつの養護教諭は、自分の机つくえの上に腰こし掛かけ、黙だまって聞いていた。あまり真ま面じ目めな態たい度どとはいえない。


「予よ知ち夢むだな」


　あっさりといわれ、和樹は拍ひよう子し抜ぬけした。


「予知夢、なんですか」


「そうだ」


　紅尉は立ち上がり、和樹の前に立つ。


　なぜかどきっとした。紅尉の深い緑みどり色いろの瞳ひとみは、人を催さい眠みんにかけるような魅み力りよくがあった。その目つきと長い黒くろ髪かみのため、西せい洋よう画がの黒魔術師を思い起こさせる。


　実際、四分の一ほど東とう欧おうの血が混まざっていて、得え体たいの知れない解かい剖ぼうやら実じつ験けんを繰くり返しているとの噂うわさも根ね強づよい。当人が肯こう定ていも否ひ定ていもしない上に、絶ぜつ対たいに他人を入れない部へ屋やが保健室に隣りん接せつしているため、よけい信しん憑ぴよう性せいがあった。


「近々夢で見たような事件が起こるのだろう。多た分ぶん角つので突つかれる」


「……そしたら死んじゃうんですけど」


「なにも結けつ末まつまで同じとは限らん。生き残る可能性も大いにある」


「大いに、じゃなくて、確実に生きたいです」


「努ど力りよくすることだな。まあ、ベヒーモスのようなＳランク召喚獣じゆうが出てくることは滅めつ多たにないが」


　葵学園のような、使用回数が多い魔術師の集まるところは、高度魔法に対する規き制せいがある。中でもコントロールが難むずかしい召喚獣に関しては、チェックも厳きびしかった。


「それより解げせないのは、生しよう涯がい魔法回数が一ひと桁けたの人間に、どうして予知などという気の利きいたことができたかだ」


　冷れい静せいすぎる意見だった。予知夢は無む意い識しきの中の魔法使用と解かい釈しやくされている。確かにこうも頻ひん繁ぱんに見ていれば、すでに塵ちりになっていてもおかしくない。


「それはそうですが……」


「そういえば、君きみの魔法回数はあと何回だ？」


　突とつ然ぜんの質問に、和樹は戸と惑まどった。


「え、えっと、五回くらいかと」


「ちょっと計はかってみるか」


　紅尉はロッカーを開け、血けつ圧あつ計けいみたいなものを取り出した。使い方も基本的には同じで、腕うでに巻きつけて計けい測そくする。ただし値あたいが出るのは水すい銀ぎん柱ちゆうではなく、木の箱はこに入ったメーターである。


　和樹はベッドに寝かせられ、腕にクッションみたいなテープを巻かれた。


　ガチャガチャガチャ。チーン。


「……ふむ。四回だな」


　箱には鮮あざやかにゼロの文も字じが並ならんでいた。一番最後だけが四。


「老人でもないのに、ここまで使用回数が少ないのも珍めずらしい。見み事ごとなものだ」


「……どうも」


　感かん心しんされても嬉うれしくない。寮りようをくっつけたり月に行ったりして、残り少ないのは分わかっていた。もっと気をつけようと、心の中に釘くぎをさす。


「……ところで、なんで僕はベッドに寝かされたんです？」


　和樹は横たわったまま訊きいた。魔法回数を調べるだけなら、座すわったままでもいいはずである。


「趣しゆ味みだ」


「は？」


　紅尉は部屋の奥から、銀のトレイが載のったカートを押してきた。どういうわけか、手しゆ術じゆつ用具が並ならんでいる。


「寝ていたまえ。そう時間はかからん」


　紅尉が手にしたメスを、蛍けい光こう燈とうの光に当てた。きらりと輝かがやく。


「……あ、あの」


「かねがね、生涯魔法回数が一桁けたなのに世界最高ともいえる魔力を持っている人間が、どういう構こう造ぞうをしているか知りたくてな。少し協力して欲ほしい」


「きょ、協力って……」


「胸むねと脳のうを開ける。なに、多少切り取ったりするだけだ」


「冗じよう談だんじゃないです！　調べるのに、そんな必要があるんですか!?」


「趣味だ、と言っただろう」


「嫌いやだー！　人じん体たい実じつ験けんだー！」


「率そつ直ちよくなもの言いは好きではないな。魔法医学のために身体からだを捧ささげたまえ」


「嫌です！　うわーっ！」


　暴あばれる和樹。しかし肩かたの上に紅尉が右手を置くと、なぜか起き上がることができなくなった。


　養よう護ご教きよう諭ゆはメスを置いて注ちゆう射しや器きを取り出した。


「安心することだ。華はな岡おか青せい洲しゆうもこうした苦く難なんを乗り越こえている」


「誰だれですかそれ」


「不勉強だな。日本ではじめての外げ科か手術を行おこなった人物だ。何百年か前の話だが」


「成功したんですか!?」


「忘わすれた」


　ぎゃーと叫さけぶ和樹の腕に、注射器の針はりが近づけられる。


「ちょっと待ってください。なんで麻ま酔すい注射なんですか!?　魔法で眠ねむらすとかあるでしょう!?」


「それでは楽しみがない。注射にはあなどれない魅み力りよくがある。時々失しつ敗ぱいするのが面おも白しろい」


　針が皮ひ膚ふに刺さし込こまれる。ピストンが押されようとした。


　その時、ドアをノックする音がした。


「あのー、和樹さん。そろそろ授業、始まっちゃいますよ」


　夕菜の声がする。紅尉は肩をすくめると、トレイの上に注射器を置いた。


「運がいいな。君の彼女が迎むかえにきた」


「助かった……って、なんでそんな！　僕と夕菜は、まだそんな関係じゃ」


　和樹は焦あせった。あたふたと手を振ふる。まだつき合っている意い識しきはないし、そもそも夕菜との関係も極きよく力りよく内ない緒しよにして、誰にも言っていないはずである。


「カマをかけた。そうやって慌あわてるから、露ろ見けんする」


　頭を抱かかえる和樹を尻しり目めに、紅尉がドアを開ける。夕菜が一いち礼れいして、保健室に入ってきた。いささか怒おこったような顔をしている。


「遅おそいですよ和樹さん。先生、どうだったんですか？」


「大だい丈じよう夫ぶだ」


　紅尉は解かい剖ぼうのことなどおくびにも出さない顔つきだった。


「今のところは問題ない。詳くわしいことは彼に聞くんだな」


「さっき予よ知ち夢むって……」


　和樹が抗こう議ぎをする。


「どっちにせよ先の話だ。なにかあったら、また保健室まで来るといい」


「もういいです。また注射とか解剖とかされたらたまりません」


「いや、君はまた来る」


　紅尉は断だん言げんして、二人を送り出した。





　　　　◯





　退たい屈くつな授業が終わり、昼休みとなった。試し験けんはまだ先のことなので、生徒たちは緊きん張ちよう感かんもなく、昼ちゆう食しよくを食べはじめている。


　半分以上は教室で昼食を取り、残りは外に出る。葵あおい学園は敷しき地ちが広いので、雨が降ふらないかぎり芝しば生ふやベンチを使う生徒が多いのだ。


　和樹は、中なか庭にわにある大きな楓かえでの樹きの根ね元もとにいた。樹じゆ齢れいの古ふるい巨きよ大だいな樹で、学園の外からでもよく見える。


　隣となりには夕菜が座すわっていた。彼女は手て製せいの弁べん当とうを食べているが、和樹は学食でパンを買い、もう終わっていた。


「紅尉先生って、そんなに変な人なんですか」


　保健室で起こった顚てん末まつを知らせると、夕菜は信じられないような顔をした。


「うん。かなり変」


「でもすっごい頭のいい人で、女の子にも人にん気きありますよ。ちょっと近寄りづらいんですけど、そこがいいって」


「僕も近寄りたくないけど、いいと思わない。だって開かい胸きようしようとしたんだよ」


「近所にいる病気の人の治ち療りようもする、いいお兄にいさんだって噂うわさ、聞きましたけど」


「噓うそだあ」


　和樹は呟つぶやいた。夕菜は弁当を食べ終え、立ち上がる。


「わたし、ちょっと職しよく員いん室しつ行ってきます。中村先生が入院している病びよう院いん、聞いてこないと」


　中村は和樹たち二年Ｂ組の担たん任にんである。病気で入院したので、見み舞まいになにか送るか、という話が出ていた。もっともクラスでは「花はな輪わ」「外はずれ馬ば券けん」などと言い出す者が多くて、なかなかまとまっていない。


　夕菜は小走りに職員棟とうに向かった。


　和樹はぼんやりと後うしろ姿すがたを見送る。頭ず上じようでは楓の梢こずえが、風で音を立てていた。


　ふっと、影かげが落ちた。


　突とつ然ぜん、和樹は背はい後ごから抱だきかかえられた。


「ああ、愛いとしの和樹君。こんなところにいたのねー」


「うわわっ！」


　ぎょっとして振り向く。風かぜ椿つばき玖く里り子こが、背中にほお擦ずりをしていた。


「一人で待っていてくれるなんて！　やっぱりあたしたちは、真まっ赤かなナイロンザイルで結むすばれているのね！」


　そんなことを言いながら、芝しば生ふに押し倒たおそうとする。


「やめてください。他ほかの人が見てるじゃないですか！」


　昼休みなので、楓の樹の下には他に生徒がいた。何人かは目を丸くしてこっちを眺ながめている。


「燃もえるじゃない。屋おく外がいプレイってやつ？」


「わーん！」


　あっさり仰あお向むけにされた。玖里子の栗くり色いろの髪かみが顔にかかる。同時に、頭がふらっとした。


　玖里子の瞳ひとみが妖あやしく光っている。胸むな元もとから香こう水すいの強い匂においがしていた。


「え……あ？」


「ふふふっ。かなり効きき目があるようね」


　玖里子がにんまりとする。


「風椿財閥ウチの研けん究きゆう所じよで開発した媚び薬やくよ。男にしか効きかないの。さあ、あたしのものになっちゃいましょうね」


「ああ……」


　和樹は頭がぼうっとし、考える気力がなくなった。玖里子に頰をなでられても、なすがままになっている。


「そうそう。すぐにこんな制せい服ふく脱ぬがせてあげるからね。……あら、意い外がいと胸むな板いた厚あついわね。これは美お味いしそうな……」


　そのとき、職員棟から砂すな煙けむりが上がった。のろしのように立ちのぼらせたまま、一いつ直ちよく線せんに向かってくる。


「玖里子さんっ!?」


　夕菜は煙を巻き上げた速度をそのままに摑つかみかかると、和樹から引き剝はがした。


「なに考えてんですか、そういうことはわたしが先に……そうじゃなくて、ええっと、そんなことしちゃ駄だ目めですっ!?」


「きゃっ。またあたしたちの愛の行こう為いに邪じや魔まが」


「邪魔じゃないです！　なんて破は廉れん恥ちな……」


「破廉恥なんて。あたしは和樹の身体からだだけが目当てよ。心はあなたが持ってけばいいじゃない」


「それが破廉恥なんです！」


　女性二人の叫さけび声で、和樹はようやく意い識しきを取り戻もどした。ゆっくり起きあがる。


　夕菜がその前に立った。


「とにかく、和樹さんには触ふれさせませんから」


「そんなこと言わないでよ。手て伝つだって欲ほしいことがあるんだから」


「どーせ、やらしいことでしょ」


「違ちがうわよ。もっとまじめな話」


　こめかみを押さえながら、和樹は聞き返した。


「……なんです？」


「学校に犬や猫ねこが出るって話、知ってるでしょ」


「ええ」


　和樹も首しゆ肯こうする。知ってるもなにも、今け朝さ聞いたばかりだった。


「また今日きようも一年の子が見たって言うのよ。それで、職員会議で問題になったりすると面めん倒どうじゃない。校こう則そくでも禁きん止しされているんだし。でね、大きくなる前に生徒会で探さがそうってことになったの」


「犬と猫ですか？」


「それだけじゃなくて、持ち込んでいる奴やつもよ。別に逮たい捕ほとかするわけじゃないんだけどさ。それを手伝って欲しいってわけ。ね、普ふ通つうでしょ」


「まあ、そうですね」


　懸け念ねんしたようなことではなかったので、和樹はほっとした。夕菜の怒いかりもやわらぐ。


「そんなわけだから、一いつ緒しよに探してくれる？」


「そりゃ構かまいませんが……」


　和樹は答える。夕菜も不ふ承しよう不ぶ承しようであったが、うなずいた。


「玖里子さん、生徒会の仕事もしてたんですか」


「別に」


「え？　今、生徒会って」


「あたし役員じゃないわよ。なるわけないでしょ、あんなやっかいなもん。ああいうのは傀かい儡らいを立てておけばいいのよ」


「傀儡……」


「なにもあたし自身が表おもてに立つことはないの。適てき当とうなのを会長にでもしておいて、そいつを通じて情じよう報ほうを手に入れればいいんだから。女の夢ゆめよね」


「そんなもんですか」


「そんなもんよ。さあ、こっちこっち」


　玖里子は和樹と夕菜を手て招まねきした。





　三人は捜そう索さく班はんを組むことになったが、いきなり壁かべに突つき当たった。


「どこから探しましょう」


　夕菜が困こまったようにつぶやく。和樹も同じ思いだった。


　葵学園の取とり柄えは、なんといっても広こう大だいな敷しき地ちである。実じつ現げんこそされなかったが、開校当初は軍ぐん事じ教きよう練れんも考えられていたので、異い常じようにスペースがあるのだ。スタンドまで作れそうな陸りく上じよう施し設せつやプール、温おん室しつや茶ちや室しつまである。それでもなお、余よ裕ゆうがあるのだ。


　ここまで広いと、動物が紛まぎれ込んでいても滅めつ多たに見つからない。にも拘かかわらず目もく撃げき例れいがあるのだから、よほど沢たく山さんいることになる。とはいえ、どこにいるのか見けん当とうがつかないことには変わりはなかった。


　しかし玖里子は、先頭に立ってずんずん歩いていった。


「玖里子さん、どこにいるか知っているんですか」


　和樹が訊きく。


「んー、想そう像ぞうはついてる。でも証しよう拠こがなきゃね」


「なんですか証拠って」


「いいから、こっち」


　体育館の裏うらを抜ぬけた。教きよう職しよく員いん用の駐ちゆう車しや場じようまで行く。


　かなりの台数の車が停とまっていた。敷地が広いだけあって、駐車場も広い。


　玖里子はしばらく見回すと、そのうちの一台に目をつけた。黒い、ツードアの外車だ。そのドアのそばにしゃがみ込む。


　和樹と夕菜も、同じようにしゃがんだ。玖里子がドアのところをごそごそやっているのを眺ながめる。それだけみると、まるで車しや上じよう狙ねらいの強ごう盗とうだ。


「鍵かぎ、開けるんですか？」


　不安になって、和樹は訊きいた。


「違ちがうわよ。車盗ぬすむんなら、もっと手て際ぎわよくやるわ」


「じゃあなにを……」


「ちょっとねー……あ、あったあった」


　彼女がドアの隙すき間まから、毛を何本か取り出した。短く、細い毛だ。


「なんですか、それ」


「動物の毛よ。これ、猫ね」


「じゃあ、この車の中にいるんですか」


「いないわ。もっと別のところ……ふっふっふ、思った通り。面おも白しろくなりそうね」


　玖里子はくるっと夕菜の方を向いた。


「夕菜ちゃん、ちょっと和樹を借かりるわよ」


「えっ……」


　突とつ然ぜんのことに、夕菜は驚おどろいた。


「彼が必要なの。あとで返すから」


「……なにする気ですか」


「ちょっと、いいこと」


　夕菜がむっとする。


「またやらしいことをする気でしょ。和樹さんは物じゃないんですから」


「んー、ちょっと違うかな」


「どう違うんですか」


「それは内ない緒しよ。そんなに変なことじゃないわよ」


「信用できません」


　彼女は食ってかかった。


「どーせやらしいことか、企たくらみごとです。すごく変なことをするに決まってます！」


「いいじゃない。貸してってば」


「駄だ目めです！」


　肝かん心じんの和樹を置き去りにして、二人の女性は言い争いを始めた。


「いいじゃない。減るもんじゃなし。別にエロくないわよ」


「さっきもやらしいことをしようとしてました！」


「するんならもっと堂々とやるわよ。今ここで、とか」


「やっぱり駄目です！」


　玖里子はやや困こまった顔をした。ちらと腕時計を見る。


「……あまり時間がないわね。ごめん夕菜ちゃん、ちょっと痛いわよ」


　玖里子は右手を伸のばした。すっと夕菜の額に手のひらをあてる。


　ぱしっと音がして、火ひ花ばなが散ちった。小さく悲ひ鳴めいを上げて、目を覆おおう。


　そのすきに、彼女は強ごう引いんに和樹の腕うでを引っ張ぱった。





　連つれて行かれたのは保ほ健けん室しつだった。玖里子は和樹の腕を摑つかんだまま、ノックもせずに扉とびらを開ける。


　紅あか尉いは特に驚きもせず、入ってきた二人を見つめた。


「式森君と……風椿君か。あまり礼れい儀ぎ正ただしいとは言えないな」


「あら、ごめんなさい」


　玖里子は全然すまなさそうな口く調ちようで返事をした。後うしろ手で扉を閉める。


「センセ、お話があるんですけど」


「ほう。なにかな」


「さっき、センセの車のところで、こんなのを拾ひろったんですけど」


　駐車場で手に入れた猫の毛を取り出す。


「これ、猫の毛ですわよね」


「そのようだな」


「どうしてセンセの車の扉に挟はさまっていたか、説明していただけるとありがたいんですけど」


「説明もなにも、猫くらいそこらにいると思うのだがね」


「そうかしら。あたし、同じ毛をついさっき、保健室の前でも見ましたけど」


　もちろん噓うそだ。ここに入る時、立ち止まることもしなかった。和樹はちらっと玖里子の横顔を見る。表情が変わっていない。真ま顔がおで噓がつけるタイプだ。


「学校の犬猫騒そう動どうって、センセとなにか関係あるんじゃありません？」


　しばらく黙だまった後、紅尉は話し出す。


「……だからと言って、なにか法に触ふれているわけでもあるまい。生徒会で問題にでもするか？」


「もちろん、あたしもこんなつまんないこと、取り上げる気にならないんですけど。生徒会の役員じゃありませんし。でも、この猫たちがどこにいるか、ちょっと気になるんですよね」
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　彼女は、猫の毛を持った手で、隣りん室しつに通じる扉を指ゆび差さす。紅尉が絶対に他人を入れない部へ屋やだ。


「あそこ、中見たいんですけど」


「部外者は入れないことになっている」


「あら、どうしてですか」


「素人しろうとが扱あつかうと危き険けんな薬やく品ひんとかあるからな。それに私の私し物ぶつしかない。見てもつまらないだろう」


「ねえセンセ。最近犬や猫だけじゃなくて、獣けものみたいな鳴なき声が聞こえる事件もあるんですけど、知ってます？」


「知ってる」


「どうもそれ、ベヒーモスの声らしいんですよ。あたし、センセの昔むかしの論ろん文ぶん読んだことあります。そこに確たしか、動物の魂たましいを使って召しよう喚かん魔法を行おこなう方法があったんですけど」


「…………」


「学校で犬や猫が出てくるのは、召喚魔法のためじゃないかって思ってるんです。その部屋の中でやってるんじゃないかなあーって。確かＳランク召喚獣って、法に触ふれますわよね」


　玖里子はにやりと笑った。


「実じつ験けんマニアも度どが過ぎましたわね。さ、見せてくださいます？」


　紅尉は無む言ごんで隣りん室しつへの扉に手をかけた。首だけをこちらに向ける。


「よかろう……存ぞん分ぶんに見たまえ」


　木もく製せいの扉が開いた。


　そこから黒い霧きりが溢あふれた。


　玖里子と和樹は、思わず身み構がまえた。光をまったく通さない霧。隣室からとめどなく吹ふき出し、保健室に満みちようとする。壁かべを這はい登のぼり、天てん井じように届とどいて室内を闇あん黒こくに包つつむ。


　卓たく上じようランプがかすかに点ついているだけの、暗い世界になった。


　地を揺ゆるがすような唸うなり声がする。振しん動どうがして、隣室から獣が姿すがたをあらわした。灰はい色いろの、二本の角つのを持った獣。その姿はまだ小さいものの、明らかに巨きよ大だい化かしつつあった。


　和樹は獣を凝ぎよう視ししたまま硬こう直ちよくした。ベヒーモス。夢ゆめで自分を殺した灰色の怪かい物ぶつ。漆しつ黒こくの室内も、自分を睨にらみつける猛もう獣じゆうの目つきも、全すべて同じ。


　ベヒーモスは小さくうなり、尖とがった角を和樹に向けた。


「く……玖里子、さん」


　思わず助けを求めてしまう。悪あく夢むと同じ状じよう況きように、声が上うわずった。


「落おち着つきなさい。すぐ死ぬって決まったわけじゃないわ」


　彼女は和樹の肩かたを、ぽんと叩たたく。それから紅尉を見た。


「これが隣室の成せい果かですか」


「まあな。放ほうっておくと、どんどん大きくなる」


　すでにベヒーモスの身体からだは、扉を潜くぐれないほどに膨ふくれ上がっていた。それにつられ、凶きよう暴ぼう性せいも増ましているように感じられる。


「すでに退たい治じするのは難むずかしい。私がかけた暗あん示じで暴あばれ出すのを押さえているが、そろそろ利きかなくなる」


「やっかいなことをしてくれましたね。ヘタすると、自じ衛えい隊たいの魔法旅団マジツクブリゲードが出しゆつ動どうしますわよ」


　事じ故こ、あるいは故こ意いによってＳランク以上の召喚獣が暴れることは、まれに起こる。その中で警けい察さつでは手のつけられない事じ態たいになると、自衛隊の災さい害がい出動が行われる。そして召喚獣の事故は、得えてしてそういう事態を引き起こすのだ。


　ましてやベヒーモスなら、校こう舎しやを全ぜん壊かいさせるだけの大きさになることは可能であった。


　しかしどういうわけか、玖里子も紅尉も慌あわてていなかった。


「確かに普ふ通つうなら、大災害になりかねん。だが、我わが校ではそうならんはずだ」


「そうですね。最高の魔ま術じゆつ師しがいますから」


　二人は振ふり向いた。


　視し線せんを浴あびて、和樹は自分を指差す。


「え……僕？」


「そうだ。この事態を収しゆう拾しゆうするには君きみの魔法しかない」


　紅尉が説せつ得とくするように言う。


「ベヒーモスほどの召喚獣であっても、無む力りよく化かするのはたやすい」


　ようやく状じよう況きようを飲み込んで、和樹は叫さけんだ。


「でも、夢では殺されちゃったんですけど！」


「魔法を使わないからだ。夢とは違う」


　それは理り屈くつだが、いったいどうやって退たい治じすればいいのか。そもそも魔法を使ったら、ただでさえ乏とぼしい命の残り火が、また少なくなる。


「魔法を使うったって……」


「そうよ。センセ、勝かつ手てに和樹に使わせるわけにはいきません」


　玖里子は断だん言げんした。意い外がいな言葉に、呆あつ気けにとられる和樹。


「玖里子さん……」


「使わせるには条じよう件けんがあります。紅尉晴明、あたしのものになりなさい」


　紅尉が意い外がいな顔をした。和樹は仰ぎよう天てんどころではない。


「玖里子さん、なに考えてんですか！」


「黙だまんなさい。センセ、ベヒーモスを退たい治じする条件として、今後ウチの研けん究きゆう所じよで働いてください。もちろん、お給きゆう料りようは払はらいますわよ。優ゆう秀しゆうな研究者が必要な計画プロジエクトが、いくつかあるんです」


　和樹は恐きよう怖ふと混こん乱らんで頭がごっちゃになった。この駆かけ引きのために、自分を連つれてきたのだ。葵あおい学園が文も字じ通り潰つぶれるかもしれないのに、どういう神しん経けいをしているんだ。


　さすがの紅尉も呆あきれていた。


「この状態で、交こう換かん条件かね」


「取り引きって、こういうときにするものですよ」


　ベヒーモスはさらに大きくなっていた。さっきよりは巨大化するスピードが押さえられているものの、時間の問題だ。しかも太くなった角つのと牙きばは、相あい変かわらず和樹を指さしている。


「く、玖里子さん。ベヒーモスが僕を睨にらんでいる……」


「男なんだから我が慢まんしなさい。それでセンセ、御お返へん事じは」


「残ざん念ねんだが、ここを離はなれる気はないな」


「いいんですか。学校がぺしゃんこになりますけど」


「ここがなくなったら、君らも困こまると思うがね」


「センセの罪つみになりますわよ。ベヒーモス召しよう喚かんは十じゆう分ぶん立りつ件けん材料になるってことをお忘れなく。あ、うちの一族、検けん事じもいます」


「悪あく党とうだな」


「人のこと言えるんですか？」


　二人ともあまり表情を変えない。余よ分ぶんな感情の発はつ露ろは、相手の利り益えきになると捉とらえているようだった。慌あわてているのは和樹だけ。


　ベヒーモスが咆ほう哮こうした。夢と同じように、空間を揺ゆるがす。耳を塞ふさごうとしたが、手が動かない。


　巨きよ獣じゆうは涎よだれを垂たらしていた。獲え物ものを目の前にした、素す直なおな喜よろこび。鋼こう鉄てつをも嚙かみ砕くだけそうな牙の間から、赤い舌したが見える。


　恐怖心がせりあがる。足元から徐じよ々じよに、痺しびれと硬こう直ちよくをもたらしながら、身体からだを支配しようとする。全身を包つつみ、怪かい物ぶつへの供く物もつとするかのよう。夢の繰くり返しで、パニックになりそうだった。


「く……くり……」


「もう少しよ。向こうが先に折おれるわ」


　彼女の声に、怖おそれは微み塵じんもない。もっとも、和樹に感かん心しんしている余よ裕ゆうはなかった。


「……私は保健室に愛あい着ちやくがあるんだがな」


「だったら、ここの仕事を続けながらでもいいですわよ。ま、学園内でもあたしの言うこと、聞いてもらいますけど」


「権けん力りよく者しやに仕つかえるのは、性しように合わん」


「馴なれます」


　和樹はあとずさろうとした。怯おびえでろくに動かなかったが、少しずつ、足を後うしろに持っていく。生せい存ぞんへの本ほん能のうが、かろうじて筋きん肉にくを働かせていた。


　怪物による威い嚇かくの叫さけび。一いつ瞬しゆんの震ふるえと共ともに、足が止まる。ベヒーモスがゆっくりと近づいてきた。


　象ぞう牙げ色の角がよく分かる。槍やりのような先せん端たんで人間を貫つらぬくことはたやすいだろう。犠ぎ牲せい者しやは一瞬で息いき絶たえるのか、それともじわりじわりと死にゆくのか。


　後こう者しやだった。まったく動けなくなった和樹に、驚おどろくほど慎しん重ちように角が突つきつけられる。


　玖里子は、いまだに慌あわてたりしない。


「和樹、あとちょっと待ちなさい」


「そ、そ……」


　紅尉はそんな姿すがたを見て、渋しぶ々しぶながら口を開こうとする。


　和樹の胸むねから、鈍どん痛つうがせりあがり、悲ひ鳴めいが口から漏もれようとする。


「うあ……」


　だが続いて発せられた絶ぜつ叫きようは、絶ぜつ望ぼうの声ではなかった。人間が力を振ふり絞しぼる時の、起き死し回かい生せいの叫さけび。


　それがほんの少しだけ、ベヒーモスの咆ほう哮こうを上うわ回まわった。


　空間が歪ゆがんだ。歪みは衝しよう撃げき波はとなって膨ぼう大だいなエネルギーを生み、怪物にぶつけられる。その身体はひしゃげ、細こまかい振しん動どうが肉体を塵ちりに変えていく。衝撃波はあっという間まにベヒーモスの全身を襲おそい、存在を抹まつ殺さつしようとする。


　ドン、と大きな音がする。音が終わると巨きよ獣じゆうの全身は、文字通り霧む散さんしていた。


　黒い霧きりが、ゆっくりと晴はれた。


　和樹はへなへなと腰こしを下おろした。


「……私がどうこう言うまでもなかった。風椿君、話は無なしだな」


「くっ……」


　玖里子の悔くやしそうな声がする。


　いきなり激げき痛つうが走り、和樹は保健室の床ゆかを転ころげ回った。顔を上げると、玖里子が悪あつ鬼きの形ぎよう相そうで睥へい睨げいしている。


「なにするんですか！」


　半泣きになって抗こう議ぎをする。


「なにじゃないわよ！　どうしてもう少し耐たえられなかったのよ！」


「だって死んじゃいますよ！」


「どうだっていいわよ！　あたしの計画パーじゃない！　どうしてくれんの！」


「知りませんよそんなこと！」


「役に立たない！　弱い！　早い！　女を満まん足ぞくさせられないわよ！」


「なんの話ですかー!?」


「黙だまれ黙れ黙れ!?」


　なおも蹴けり続ける玖里子。彼女の罵ば声せいと和樹の悲ひ鳴めいは、学校中に響ひびいた。





　　　　◯





　授業が終わった。夕菜は教科書とノートを鞄かばんにしまう。和樹の姿すがたは見えない。どうもまだ、玖里子に小こ突づき回されているらしい。


　学校から帰ろうとして、彼女は足を止めた。


　校門に紅尉が立っている。足あし下もとには、何なん匹びきもの子犬や子猫がじゃれていた。


　彼女は思わず目を細めた。


「可か愛わいいですね」


「動物はみんなそうだ。子供は特にな」


　紅尉が耳の黒い子猫を抱だき上げる。みいと鳴ないた。


「先生が飼かっているんですか？」


「いや。この子たちは、皆みんな近所でね。私が養よう護ご教きよう諭ゆだと知ったのか、自分たちから近づいてきたのだ。それ以い来らい、成なり行ゆきで面めん倒どうを見ているのだが……大たい半はんが重い病気だった」


　子猫は喉のどをなでられ、幸しあわせそうな声を漏もらす。足下の猫たちも、抱き上げてくれとせっついていた。


「みんな元気そうですけど」


「今はな。いちいち病びよう名めいをあげるのは避さけるが、何匹もやられていて、死ぬ寸すん前ぜんだったものも多かった。しかも、ただの病気ではなくて、病びよう魔まが取りついていた」


　普ふ通つうの病気とは違い、悪あく霊りようや浮ふ遊ゆう霊れいが取りついて変化した病魔は、薬くすりでは治なおらない。専門の治ち療りようが必要となる。


「根こん気きよく退たい治じするしかない。何匹か治して……そうしたら、病魔どもは結けつ束そくして対たい抗こうしてきた。集合してベヒーモスになるのだ。病魔自体が召しよう喚かん獣じゆうとなった例は、初めて見た」


「それって、和樹さんの夢ゆめの……」


「そうだ。これには手こずった。猫たちを自宅に置いておけば、ベヒーモスが出しゆつ現げんしてどうなるか分わからん。仕し方かたがないので保健室まで連つれてきたが、そこでも現あらわれた。倒たおすしかないが、それには集まったところを、一気に叩たたくしかない。そこで式森君に手て伝つだってもらったのだ。直接頼たのむつもりだったが、その必要はなくなってね」


「和樹さん、倒したんですか」


「もちろん。君の彼は世界最高の魔ま術じゆつ師しだからな。一いつ瞬しゆんで終わったよ。動物たちも、もう病魔に襲おそわれることはあるまい」


「良かった」


　夕菜はにこっと笑った。それから思い出して、


「じゃあ和樹さんは、もう悪あく夢むは見ないんですね」


「そうだな。もう見ることはあるまい。ただ、あれは予よ知ち夢むだ。しかも彼が使っている魔法ではない。誰だれかが彼の意い識しき内に入り込んで、強ごう引いんに見させたと解かい釈しやくするのが妥だ当とうだが……」
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「誰なんでしょう」


「それは分からんよ。なんにせよ、彼の持っている魔力は他に比ひ類るいがない。どのような事じ態たいが起こるか、見けん当とうがつかないのだ。近くにいると、巻き込まれるかもしれんぞ」


「平気です」


　彼女は胸むねを張った。


「私は日本でも外国でも、嫌いやな目にあいました。あのときはひとりぼっちだったけど……」


　夕菜は言葉を切った。そう、様さま々ざまな辛つらい目にあった。誰もいない室内で、一人で泣いたこともあった。


「でも……和樹さんと一いつ緒しよなら、元気になれます」


「そうか。君が側そばにいれば安心だろう。守ってあげるんだな」


　彼女は胸を張った。


「任まかせてください。夫ふう婦ふですから」


「なら結けつ構こう。あのような逸いつ材ざいを、死なすには惜おしいからな……。とにかく、式森君のおかげで、この子たちも助かった。ただ彼には、魔法を使わせてしまい、悪いことをした。心から感かん謝しやしていると、伝つたえてほしい」


「分かりました。でもなんで、直じかに和樹さんに言わないんですか？」


　紅尉は少しだけ、はにかんだような笑えみを浮うかべた。


「直接は照てれるではないか」




　第四話　楓かえでの樹きは残った







　放ほう課か後ごの葵あおい学がく園えん。大たい半はんのクラスではホームルームも終わり、生徒たちは玄げん関かんから外に出ていた。部活動に忙いそがしい生徒以外は、寮りように戻もどるか遊びに行く。友人に手を振ふって、帰き宅たくの道を急いでいた。


　式しき森もり和かず樹きもクラスから出て、校門に向かっていた。そろそろ学がつ期き末まつの試し験けんが始まる。いつまでも教室でだべってはいられない。今日きようは夕ゆう菜なも先に帰っていた。


（……？）


　誰だれかがいるような気がして、頭ず上じようを見上げた。ちくりと、針はりで刺さすような頭ず痛つうがした。


　なにか語りかけてくるような感じと、胸むな騒さわぎがする。前にベヒーモスの夢ゆめを見たときと同じような感かん覚かくだ。


（えっ……助け……て？）


　悲ひ鳴めいが聞こえた気がしたが、すぐに収おさまった。中なか庭にわにそびえている巨きよ木ぼくが、枝えだを揺ゆらし、葉を散ちらしている。どこにも変わったところはない。


　変なイメージは消えた。頭痛もなくなった。首を傾かしげ、歩こうとする。


　足元でがさっと音がした。新しん聞ぶんを踏ふんでいる。腰こしをかがめて拾ひろった。


　誰かが持ってきて、落としたか捨すてたかしたのだろう。ちらっと記き事じに目を落とし──そのまま頭を抱かかえた。


　魔法の事じ故こによる、消しよう滅めつ件けん数すうが載のっていた。個人の魔法使用回数は生まれた時から決まっていて、使えば減へるが増ふえたりはしない。魔法を使い切れば、肉体は塵ちりとなってこの世から消滅してしまう。ついに交通事故の死亡件数を抜ぬいた、という記事だった。


　人ごとではない。和樹の魔法は、泣いても笑っても残り三回だ。二年生に進しん級きゆうしたころは七回あったが、あっという間まにこれだけになった。ただでさえ人より劣おとっていたが、もはや校内の誰よりも少ない。指をつめたヤクザですら片手で勘かん定じようできる数だ。泣いても笑ってもどころか、単に泣ける。


　なんとかしたいのは和樹だけではないらしく、手元の新聞にも「みるみる復ふつ活かつ　マーブ魔法回復法」「ビール酵こう母ぼで回数アップ　おまけにやせる」「回復手しゆ術じゆつ　レーザーメスで痛いたみなし」などの広こう告こくが踊おどっていた。


　和樹はもちろんこんな誇こ大だい広告を信じてはいなかった。広告の上には「魔力増ぞう強きようのアイテムと秘ひ術じゆつ、ついに発見!?」の見み出だしもあったが、どうせこれもなにかの間ま違ちがいだろう。政府は魔法回数研究に多た大だいな予算をつぎ込こんでいるが、目め立だった成せい果かをあげていない。


　当たり前だが和樹に消滅する気はない。だれが好このんで塵になるものか。まだ十七歳さいで酒もタバコも選せん挙きよも禁止。お楽しみはこれからなのだ。いずれは免めん許きよを取り、車で可か愛わいい彼女とドライブをし、どこかで夜や景けいを見ながら盛もり上げたい。当然そのあとにはめくるめく快かい楽らくが、しかも夕菜とだったり……いや、それはまあ。


　しかし時間の針はりは戻もどらない。国内で魔法の使用回数が増えたケースはなかった。少なくとも、今のところは。


　もみじが落ちてきた。頭に載のった葉を払はらいのける。妙みような気け配はいを感じ、もう一度見上げた。


　この樹きは葵学園の創そう立りつ以前からあり、誰よりも長く生きていた。学園のあらゆる生徒、教師を見守ってきたが、最近は元気がないらしい。


　──と、顔に影かげが落ちた。


「和樹さん、なにぼーっとしてるんですか」


　同時にどさどさと足元で音がした。驚おどろいて向き直ると、宮みや間ま夕菜が荷物を下おろしたところだった。


「わっ。なに？」


「なにじゃないですよ。さっきから声をかけてました」


「そう……」


　しばらくぼんやりしていたようだ。空もすっかり赤くなっていた。


「返事をしてくれないなんて……なにを考えていたんですか？」


「いや、別に」


　もうすぐ死ぬかもしれないので、物思いにふけっていました、とは言えない。言ったら大おお騒さわぎをするに決まっていた。彼女は冷れい静せいで頭も良いが、和樹のことになるとすぐ自じ制せい心しんを失うしなうのである。和樹自身も、夕菜の積せつ極きよく性せいに戸と惑まどってばかりだが、余よ計けいな心配をさせないことくらいは心こころ得えていた。


「いいですけど、ぼんやりして風か邪ぜをひかないでくださいね。寒いんですから」


　言われると、くしゃみをしたくなってきた。ずっと外にいたので身体からだが冷ひえている。ごまかそうとして、夕菜の持ってきた荷物を手に取った。


「……どうしたの、この本」


　ハードカバーの本だった。自分の足元を見ると、本が山のように積つまれている。そのうち半分ほどにはビニールがつけられ、分ぶん類るい記き号ごうの書かれたラベルを貼はられている。


「近くの図と書しよ館かんから借かりたんですよ。あとはわたしのとか、友達に借りてきました」


「ふーん」


　表紙を見る。タイトルには『魔法─理り論ろんと実じつ践せん　上』と書かれていた。


「魔法書？　こんなのばっかりだね」


「あ、また呑のん気きなこと言って。和樹さんのために持ってきたんですよ」


「なんで？」


「もう！　あと三回しか使えないじゃないですか。どうにかして増ふやすんです。そのための資し料りようですから」


　夕菜も和樹と同じく、残り回数のことを考えていたらしい。なんとかしようと思い、あちこちから集めてきたのだろう。あらためて本の山を眺ながめると、紐ひもで綴とじられた、かなり昔むかしに書かれた物まである。先せん人じんの知ち恵えに学まなぶのか、古こ今こん東とう西ざいあらゆる本を持ってきたようだ。


「……気持ちは嬉うれしいけど、魔法回数が増えたって話、聞いたことないなあ」


「それじゃだめなんです！　努ど力りよくしないで諦あきらめるのが、一番だめなことなんですから！　これ全部チェックして、増やす方法を見つけるんです」


「うへ……」


　和樹は気を滅め入いらせた。積み上げられた本は、一冊さつや二冊ではない。辞じ書しよみたいな厚あつさの本もあるから、読み終わるのに相当時間がかかりそうだ。


　しかし夕菜に、気にする様よう子すは見られない。むしろやる気まんまん、といった感じだ。


「和樹さんも持ってください。図書室に行きますから」


　彼女はそう言うと、本を抱かかえた。





　　　　◯





　葵あおい学園の図書室は校こう舎しやの北側にある。古い本が多いせいか、どことなく陰いん気きな感じがしていた。暖だん房ぼうもあまり効きいておらず、寒さむい。ただ中は広く、勉強をしている生徒もいた。


　夕菜は手近なテーブルに抱えた本を広げた。和樹も同じようにする。その音に気づいた何人かの生徒が、顔を上げてこっちを見た。和樹は手を合わせて、すみませんという格かつ好こうをする。


　眼鏡めがねをかけた女子生徒が立ち上がった。


「式森、もう少し静かにしろ」


「ごめんなさい……あ、凜りんちゃん」


　神かみ城しろ凜は二人のところまで近寄った。


「なにをしているのだ」


「ちょっと調べものを……凜ちゃんは？」


「資料集めだ。部ぶ活かつで使う」


　彼女は一いつ緒しよに調べ物をしていた女の子たちに、座すわっているよう合あい図ずをした。それから眼鏡を外はずし、ポケットにしまう。


「眼鏡なんかしてた？」


「遠えん視しなんだ。外ではかけん……で、なにをしてる」


「魔法の道具を探さがしているんです」


　夕菜が手て短みじかに説明をする。凜は黙だまって聞いていた。


「……話は分かりましたが、無む駄だな抵てい抗こうという気が」


　もっともな意見が返ってきた。夕菜は指を一本立てて、左右に振った。


「なんてこと言うんですか。運うん命めいは努力を惜おしまない子に、ちゃんとプレゼントをくれるんですよ。例たとえパ・リーグでもずっとがんばっていれば、いずれ大リーグのスカウトが来て、高いお金を払はらってくれるんですから」


「……式森が首しゆ位い打だ者しやを七回も取るとは思えませんが」


「いずれ取るんです。はい、これ凜さんの分です」


　彼女は本を一山、押し出した。


「私も？」


「当然です」


　夕菜は言い切った。


　三人はページをめくり始めた。斜ななめ読みをして、数をこなそうとする。なにしろ「回数を増ふやしそうな魔法の道具マジツクアイテム」を探すのである。道具の形や使用方法に制せい限げんがあるわけではないので、範はん囲いが広い。


　早くも、いくつか見つかった。ただどれも古こ代だいからの神しん話わや伝でん承しようのたぐいで、はっきりとした裏うら付づけがない。真しん珠じゆを金きんで溶とかして飲む、蓬ほう萊らい山さんの山さん頂ちようで千せん劫ごうのあいだ修しゆ行ぎようをするなど。メモや付ふ箋せんをつけるのも、やや空むなしかった。


　中には大だい根こんおろしの苦にがみの部分を盃さかずき一いつ杯ぱい飲む、というのもあったが、さすがに省はぶいた。そもそもこれは二ふつ日か酔よいの治ち療りよう法ほうだ。


　時間だけがひたすらに過ぎた。


「ないねえ……」


　和樹がため息をついて、本を閉じる。凜も目め元もとを押さえていた。


「まだ探します。早く今ある分をすませてください。寮りようにもっとあるんですから」


「まだあるの」


　げんなりして、別の本を開いた。今度は字ばかりだった。チェックをするのに時間がかかりそうだ。


　と、凜が和樹の袖そでを引いた。


「式森、それは？」


「これ？」


　和樹が木の下で拾ひろった新しん聞ぶんだった。下した敷じき代がわりに、メモ帳ちようの下に置いている。


「そこの記事だ」


　彼女が読んでいるのは、「魔力増ぞう強きようのアイテムと秘ひ術じゆつ、ついに発見!?」の見み出だしだった。


「ああこれ。どこかの研究者が日本国内のアイテムを研究していて、論ろん文ぶんが死し後ごに発表されたんだって。でもアイテムはもう散さん逸いつしていて、どこにあるか分わからないんだってさ。死ぬ前に発表してくれればよかったのに」


　凜は和樹の言葉をあまり聞かず、記事に目を通していた。


　彼女は読み終わると、写しや真しんを指さした。


「ここに勾まが玉たまが写うつっているだろ」


「えーと……うん」


　白黒なので分かりづらいが、青色の勾玉だった。キャプションには「魔力の増強、回数の増ぞう加か」とある。
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「見たことがある。確たしか……この本だ」


　凜は本の山の中から、一いつ冊さつ抜ぬき出した。


「本ほん家けで読んだことがある。うちにも似にたような勾玉があってな。もちろん魔力は付ふ与よされていないが、覚おぼえていたんだ」


　彼女は本の中ほどを開き、二人に見せた。


　挿さし絵えの多い、図ず鑑かんのような本だった。ただのアイテム本とは違ちがい、どこで発見され、今どこにあるのかが書いてある。凜が開いたページには、勾玉の写真とイラストが並ならんでいた。


　和樹は新聞の写真と見み比くらべた。右上に載のっている。「奈な良ら後こう期きの勾玉」とそっけない名前になっていた。


　夕菜が横から覗のぞき込んだ。


「そっくりですね。紐ひもを通す穴あなの形が独どく特とくですから、同じだと思います。今は……東京都の音おと邑むらけやきさんが所有、ですか」


「東京か……近いのはいいけれど」


　東京といっても広い。所有者の名前が分かったのは収しゆう穫かくだが、記き述じゆつがこれだけでは、手がかりなしと同じである。


「音邑けやき……？　葵学園のＯＧじゃないのか、その人は」


　凜の言葉に、二人は驚おどろいた。


「凜ちゃん、知ってるの!?」


「部室の卒そつ業ぎようアルバムで見たことがあるぞ。音邑という名みよう字じは珍めずらしいからな」


「アルバムなら、住所も載っていますね。これで探さがせます」


　夕菜が喜よろこぶ。和樹の手を握にぎり締しめた。


「しかし、亡なくなったと聞いたがな」


　二人の動きが止まる。


「亡くなった……？」


「そうだ。卒そつ業ぎようしてすぐだと、聞いたことがある。ずっと身体からだが悪くて、本当は卒業できるかどうかも怪あやしかったらしい。ＯＢたちもかなりショックだったと言っていた。式に出席できたのが唯ゆい一いつの慰なぐさめらしいが……」


「でも身み内うちの人とかは」


「いないんじゃないか？　葬そう式しきに家族も親しん戚せきも来てなくて、葵学園の人たちだけでおこなったそうだ」


「そう……」


　和樹は落らく胆たんを隠かくせなかった。本人だけではなく、家族も分からないとは。葵学園のＯＢたちも、葬式のごたごたで勾まが玉たまの行方ゆくえを覚えてはいないだろう。


　さすがに気の毒どくになったか、凜がなぐさめるような声を出した。


「そう落ち込むな。間ま違ちがって残り一回になっても、そこで我が慢まんしていればいい。いずれいい方法が見つかるかもしれん。諦あきらめて開き直るのも手だ」


「まあね……。でもまだ、可能性はあるから。とりあえず、遺い品ひんかなあ」


　なくなっているかもしれないが、残されている可能性もある。身み寄よりがない人だから、区く役やく所しよで聞けば分かるかもしれない。


　その時、凜がはっと気づいた。


「そうだ、音邑さんのことなら、椎しい子こが知ってるな」


　彼女はさっきまで座すわっていたところに声をかけた。ショートカットの女の子が振り向く。


　凜は手て招まねきをした。


「彼女は西にし澤ざわ椎子。私がさっき言ったことは、全部この娘こに聞いたんだ」


　女の子が軽く頭を下げる。一年生の徽き章しようをつけていた。


「椎子は音邑さんの家の近くに住んでいたんだ」


　椎子は椅い子すに座り、三人は本をテーブルの片かた隅すみに寄せた。


　最初に夕菜が訊きいた。


「音邑さんと仲よかったんですか？」


「ええ。家が隣となりなんで、一いつ緒しよに遊ぶこともありました」


　はきはきとした喋しやべり方をする女の子だった。機き転てんが利ききそうなタイプだ。


「音邑けやきさんって、どんな感じの人なんです？」


「写真見たこと、ないですか？」


　夕菜と和樹は首を振った。なにしろさっき名前を知ったばかりだ。


「奇き麗れいですよ。すっごい美人ってわけでもないけど。でも目め立だたない人です。『あたし暗いから、友達が出で来きない』って、自分で言ってました。だけど嫌きらってる人もいないんじゃないかな」


　自分で口にするくらいだから、極きよく端たんに人づきあいが悪いわけではないだろう。そもそも椎子と話をすることもないはずだ。


「まじめな人だったから、変な友達もいないはずです。あたしは、たまたま隣に住んでたから。でも年が離はなれてましたし、遊ぶよりは勉強の息いき抜ぬきですよね。それにここに入学してからは、忙いそがしかったはずですし」


「忙しいって……なにがですか？」


「うーん……よく知らないんですよね。あまり話してくれなかったから」


　彼女は困こまった顔をした。和樹が別な質問をする。


「あのさ、勾まが玉たまを持っていたの、見たことない？」


「勾玉ですか？　これくらいの、穴あなの空あいた石ですよね」


　椎子は指で大きさを作った。


「そうそう」


「ありますよ」


　思わず身を乗り出した。


「どこで？」


「けやきさんが身につけてました。ペンダントみたいにして」


　彼女は首にかけるしぐさをした。


「今はどこに？」


「そこまでは知りません」


　少し気落ちする。所しよ有ゆうが確かく認にんされただけだ。あまり意味がない。


　夕菜が訊いた。


「でもなんで持っていたんでしょう。あれ、奈良時代のものですから、あまり安くはないと思うんですけど」


「音邑さんが勾玉を持っていたのは、お父とうさんが骨こつ董とうに興きよう味みがあったからだと思います。珍めずらしいものがたくさんありました」


「お金持ちだったんですか」


　骨董はそれほど安いものではない。ましてマジックアイテムとなれば、気き軽がるに出かけて買えるような値ね段だんではないはずだ。


　しかし椎子は首を振った。


「それほどでもないと思いますけど……」


「ふうん……。どういう家なんでしょう」


「もしかしたら、生徒会の人が知っているかもしれません。お葬そう式しきの時に、お手て伝つだいしたみたいですから」


「生徒会ですか……」


　和樹と夕菜は同時に考えた。二人が知っている生徒会関係者と言ったら、一人しかいない。


　突とつ然ぜん、和樹の真ま後うしろから手が伸のびた。


「わっ！」


　手は和樹の顔を摑つかむと、椅い子すごと後ろに引ひっ張ぱった。


「ふふふっ。和樹ったら、女の子三人も集めてなにしてるの？　あたしも混まぜなさいよお」


「く、玖く里り子こさん」


　風かぜ椿つばき玖里子は和樹を図と書しよ館かんの床ゆかに押し倒たおそうと、力を込こめていた。


「もう、玖里子さんなんて他た人にん行ぎよう儀ぎね。呼よび捨すてにしてもいいのに」


「あのですね……！」


「こら。大声出すと他の人に迷めい惑わくかかるわよ。うふふ」


　嬉うれしそうに笑う。その手を夕菜が押さえた。


「玖里子さん。やめてくださいっ」


　さすがに図書室の中なので、彼女も声を大きくしない。


「あん。邪じや魔ましちゃ駄だ目め」


「ふざけないでください。調べもので忙いそがしいんですから」


「調べもの？」


　玖里子は和樹を自分のところに引き寄せつつ、テーブルを見た。


「おや本がたくさん……あら、西澤さん？」


　椎子が会え釈しやくをした。


「玖里子さん、ご存じなんですか？」


　夕菜の問いに、彼女は手を離はなしながら答える。


「うん。彼女、生徒会の役員もやってるから。で、なに調べてるの」


　和樹たちは、なんの調べものをしているかを話した。玖里子はうなずきながら聞いていた。


「音邑さんなら、あたしも知ってるわよ」


　と彼女は言った。


「お葬そう式しきがあったのは二年前で、ちょうどあたしは一年生。もう生徒会に関かかわっていたから、手伝いに行ったけど」


「じゃあ、お家のこととか知ってますか？」


「まあね。西澤さん、お父さんのことは、話した？」


　椎子は首を振った。


「よく知りませんから……」


「そうか。確たしかにね……」


　玖里子は腕うでを組んだ。先ほどまでとは違ちがい、真しん剣けんな表情をしていた。それから和樹の方を向き、


「音邑さん家ち、行く？」


「えっ？」


「勾まが玉たまがあるかどうか分からないけど、調べたいでしょ。途と中ちゆうで話してあげるわ」





　　　　◯





　五人は学校を出た。電車は使わない。音邑けやきの家は、かなり離れていたが、歩いていけない距きよ離りではなかった。


　玖里子は先頭で進みながら、話し始めた。


「あそこの家は家族の仲が良くて、近所でもとても羨うらやましがられていたんだって。いつみても笑わらいが絶たえなくて、とても明るかったって。でもお母かあさんが亡なくなってから、変わっちゃったのよ。お父さんが趣しゆ味みの骨こつ董とうにのめり込んじゃって、人付き合いもぱったり。寂さびしさを紛まぎらわすためだったんだろうけど……」


　太陽がオレンジ色に変わりつつある。歩く影かげが、長く伸のびていた。


「で、骨董品を買っちゃうからとても家か計けいが苦しかったらしいのね。家か事じは音邑さんがやっていたし」


「お父様、働いていなかったんですか？」


「働いていたけど、会社辞やめて、骨董屋巡めぐりばかりしていたって。たまに帰ってくると、道具を磨みがいていたって」


「うわ……」


　和樹は顔をしかめた。趣味にのめり込んでいるうちに……というパターンである。父親が働いていないとなると、しわ寄せは娘むすめのけやきに来ただろう。どういう暮くらしだったのか、想そう像ぞうがついた。


　後うしろから、夕菜が言った。


「でも葵あおい学園は全ぜん寮りよう制せいですよ。お家にいたんですか」


「許きよ可かをもらっていたのよ。学がく費ひを稼かせぐためのアルバイトのためなんだけどね……」


　苦にがい表情になった。玖里子は振り返り、椎子に言った。


「見たことあるでしょ？」


「ええ。けやきさん、学校から帰った後、すぐに出かけるんですよ。それもスーツを着きて、ものすごく化け粧しようが濃こいんです。帰き宅たくするのもすごく遅おそくて、もう真ま夜よ中なかなんです。私は早く寝ちゃうから知らなかったんですけど、うちのお母さんは、けやきさんが男の人と一いつ緒しよに帰ってきたって言ってました」


　仕事の内容は、聞かなくても分かる。高校生のアルバイトですむ範はん囲いではない。年もごまかしていただろう。


「なんで葵学園に？　学費なら、もっと安い学校があるじゃないですか。無む理りして入らなくても」


「魔法医学を勉強したいって言ってました。専門の大学に行くには、葵学園が一番いいからって」


「医者になりたかったとか？」


「ええ。私も小学生だったから、どうしてそこまでするのか分からなくて、もっと別な学校に転校したらって言っちゃったんです。そうしたら笑って、『妹いもうとが病気だから、治なおるまではどこにもいかない』って」


「妹？」


　和樹は声を上げた。


「妹さん、いるの？」


「いるみたいです。見たことなかったんですけど、病気だったんですね」


　しばらく考え込んだ。妹がいるなら、彼女を探さがせばいい。遺い品ひんも受け取っているはずだ。家にいるかも知れない。


「妹さん、かえでっていうのよ」


　ぽつりと玖里子が言う。


「会ったことはないわね。葬そう式しきにも来なかった」


「入院してたから、とか」


「さあ……」


　単に入院してたからなら、まだいい。仲が悪かったのか、だとしたら厄やつ介かいだ。会ってくれないかもしれない。


「かえで、か……」


　けやきとかえで。父親が名づけたのだろうか。いい名前だとは思うが、今はどことなく重く感じる。


　かえでに会えるだろうか。勾まが玉たまを持っているだろうか。彼女には嫌いやな思い出なので、処しよ分ぶんしているかもしれない。そもそも会ってくれないかもしれない。なにしろ、葬式にも出ていないのだ。


　それに、もし持っていたとしても、自分に受け取る権けん利りがあるのだろうか──


「着ついたわよ」


　玖里子が言った。目の前に、古びた一いつ戸こ建だての住宅があった。





　家は木もく造ぞうで、平ひら屋やだった。トタンの屋や根ねは何年も手入れをしていないためか、雨あまだれで汚よごれている。黒くくすんだ外がい観かんが、周しゆう囲いに比くらべて沈しずんだ印いん象しようを与あたえていた。


　庭にわと呼よべるものはない。汚れた表ひよう札さつにかろうじて「音おと邑むら」と書いてあった。


「人、いるのかな……」


　和樹はあたりを見回した。


「いないかもしれません」


　椎しい子こが答える。


　玄げん関かんに近づいた。壊こわれかかった扉とびらに手をかける。引き戸だ。


　動かなかった。


　玖里子が椎子に訊きいた。


「鍵かぎ、預あずかったりしていない？」


「いいえ」


「入れないか……」


　和樹はもう一度力を込こめた。それでも開かないので、扉を叩たたく。当然返事はない。


「人がいそうな気け配はい、するんだけどな……」


「離はなれろ、式森！」


　突とつ然ぜん、凜が叫さけんだ。同時に、扉が大きくたわむ。


「うわっ」


　ガラスの割われる音と木の折おれる音がして、扉は手前に倒たおれた。


　かろうじてかわした和樹は、尻しり餅もちをついた。


「和樹さん！」


　夕菜が近寄る。腕うでを引ひっ張ぱられた。


「大だい丈じよう夫ぶですか!?」


「うん。でも今、なんか人の気配というか、感かん覚かくが……」


「あったな。もう消えてしまったが」


　凜が言葉を繫つないだ。彼女は日に本ほん刀とうを握にぎり、ガラスの破は片へんを避よけながら土ど間まに入る。四人も後から続いた。


　中は広くなかった。台所と部へ屋やが二つ。それしかない。調ちよう度ど類るいはそれなりに置いてあるが、やはり骨こつ董とうが多かった。ただ、どれも放ほう置ちされたままのため、ほこりが積つもっている。


　人の気配はなかった。生せい活かつ臭しゆうがしないのだ。かえでがいるようには思えない。


　凜は他の四人を手で制せいしながら、足を進めた。


「なにか……いるんですか」


　夕菜が不安そうにささやく。


「さっきまでいました。物ものの怪けとまでは言いませんが、それに近いものです」


　凜の本ほん家けは、九州で知る人ぞ知る魔ま封ふうじのプロフェッショナルである。彼女もそこで修しゆ行ぎようをしていた。


「ここの部屋から感じたんですが……入るなら気をつけて」


　一番手前の部屋の襖ふすまを開けた。汚よごれた和わ室しつだった。机つくえと椅い子す、骨董品が置き去りにされている。


　机つくえの上に、首くび飾かざりが転ころがっていた。


「……勾まが玉たま？」


　和樹は近づいて、手に取った。


　はっとして、凜が叫んだ。


「式森、待……」


　不ふ意いに、和樹の頭に意い識しきが流れ込んだ。


　少女がいた。苦しそうに、ベッドに横たわっていた。隣となりにはよく似にた顔の女性がいた。


　そこに小こ柄がらな男が現あらわれた。男は女性に近寄って、いきなり殴なぐりつけた。


　女性は倒れ、男はさらに足で蹴ける。髪を摑つかんで引っ張り上げ、何度も頰ほおを張る。


　女性は抵てい抗こうもせずに、ただなすがまま、やがて男は息を切らし、乱らん暴ぼうに放ほうり出すとどこかへ去った。


　やがて、床ゆかに投げ出された女性は身体からだを起こし、のろのろとベッドに近づく。


　彼女はなにかを囁ささやいていた。その口は和樹の方を向き、再ふたたびなにかを言おうとして──


　意識が戻もどった。


「式森！」


「和樹さん！」


　和樹は机に突つっ伏ぷしていた。意識をなくしていたのは一いつ瞬しゆんだっただろうか。それでも彼には長い時間がたったように感じられた。


　薄うすく目を開け、右手を見る。持っていたはずの勾玉は、消えていた。代かわりに写真立てが目に入った。


「……これ」


　彼は手に取り、皆みんなに見せた。


　夢に出てきた女性と、紅あか尉いが写うつっていた。
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　外はすっかり暗くなっていた。和樹と夕菜は他の三人と別れ、急いで学校に戻った。


　紅尉は保ほ健けん室しつにいた。生徒がこっそり悩なやみ事ごとを打ち明けることがあるため、遅おそくまで残っていることが多い。


　二人から話を聞かされると、彼はちょっと顔をしかめた。


「故こ人じんの詮せん索さくとは、あまりいい趣しゆ味みとは言えないな」


「分かってますけど、和樹さんの命がかかっているんです。それにここまで調べて、終わらせるのも気持ちが悪いんです」


　夕菜の言葉に、紅尉はため息をついた。


「……普ふ通つうなら、生徒のプライバシーを明かすようなことはしないがね。そこまで話を聞いているのなら、いいだろう」


　彼は立ち上がり、部屋の電気を点つけた。それからカーテンを閉める。


「もう、二年前になるはずだ。音おと邑むらけやきには、何度も相そう談だんを持ち掛かけられた」


　紅尉は椅い子すに腰こし掛かけ、手を前で組んだ。


「彼女はここに入ってきて、『お久ひさしぶりです。先生』と言った。ずっと以前、まだ彼女が四歳さいくらいのころだな、亡なくなった母親に連つれられて、私が勤つとめていた病院に来たことがあった。どうもそのことを覚おぼえていたらしい。私は言われるまで分からなかったがね」


「……先生、歳としいくつですか」


「ほっといてくれ。それがきっかけで、よくここに来るようになった。最初は他た愛あいもない話ばかりだったな。天気のこととか、学校のことだ」


　紅尉は言葉を切った。和樹と夕菜は、黙だまって聞いていた。


「じきに、自分のことも話すようになった。将しよう来らいは医者になりたいことも、そのとき聞いた」


「大変な決心ですよね。楽な生活じゃないのに」


　そう言った和樹に、紅尉はやや皮ひ肉にくな笑いを見せた。


「そう。楽ではないよ」


「お父とうさんの骨こつ董とう集めで……」


「それだけではない。ある日、けやき君は青ざめた顔で保健室に入ってきた。具ぐ合あいを聞いてもなにを言わない。むりやり診しん察さつしたのだが……骨こつ折せつしていた」


「怪け我がですか？」


「ただの骨折ではない。外からの強い衝しよう撃げきによるものだった。殴なぐられたんだよ」


「殴……誰だれに」


「ずっと話してくれなかった。『個人的なことです』とだけ言った。黙り始めると、彼女は本当に喋しやべらない。それからも痣あざや打ち身を作ってきたので、かなり強い口く調ちようで訊きいたら、絶対に黙っていることを条じよう件けんに、ようやく教えてくれた」


「いったい……」


「彼女の、父親だ」


　和樹は絶ぜつ句くした。脳のう裏りに、廃はい屋おくで見せられた光こう景けいが甦よみがえった。


　紅尉は表情を変えず、


「父親は外では神しん経けい質しつなくらい大人おとなしいらしい。だが家では、暴ぼう力りよくを振ふるうのだそうだ。けやき君は『会社で骨董集めをしている変へん人じんと言われているので、その反はん動どうだ』と言っていた。会社でなにかあると、とくにひどい。帰き宅たくすると、鞄かばんを放ほうり捨すて、けやき君を部屋の隅すみに追いつめる。近所に気づかれないように、音も声も立てない。髪かみの毛をつかみ、畳たたみに押しつける。それから何度も殴る。ただ殴るのではなく、袋ふくろに重おもりを入れて振り回す。物は絶対に壊こわさない。彼女だけを狙ねらう。自分のコレクションに傷きずがついたら大変だからだ。近所の目もあるから、けやき君は悲ひ鳴めいを上げない。それが気に入らないのか、もっと殴る。出しゆつ血けつをしても、骨折をしても止やめない。彼女は耐たえるしかない。父親が疲つかれるか飽あきると、暴ぼう力りよくは収おさまる。それからけやき君は身体を引きずり、食事の準じゆん備びをする。平和なのは、骨董品を磨みがいている時だけだ」


　紅尉は無む惨ざんな光景を、淡たん々たんと話した。それがいっそう、聞くものに恐きよう怖ふを与あたえていた。


　話が途と切ぎれた。無む言ごんの時間が続く。


「どうして……どうして彼女は黙っていたんですか!?」


　耐え切れないように、夕菜が叫さけんだ。声を荒らげていた。


「そんな、そんな暴力は許ゆるせません！　そんなのないですよ。だって、だって……父親なのに」


「私もそう言った。施し設せつも紹しよう介かいするし、私が父親と話をしてもいいと言った。だが彼女は許してくれなかった」


「どうしてですか!?」


「父親だからだ」


　夕菜は言葉を止めた。彼女が言ったのと、同じ台詞せりふだった。


「暴力を振るおうと、なにをされようと、けやき君の父親だ。もちろん彼女は父親を憎にくんでいる。毎晩父を殺ころす夢ゆめを見ると、泣きながら私に話す。間ま違ちがいなく心の叫さけびだ。それでも父親は、父親なんだ」


「分かりません……」


　夕菜が放ほう心しんしたように、


「私には分かりません。なんで……」


「君は幸しあわせだからな。分からないのも無む理りはない。私にもよく分からない。だが血の繫つながりは、ここまで強く力を発はつ揮きすることがある」


　母を亡なくしたけやきにとっては、残されたたった一人の親だ。他人がなんと思おうと、捨すてる気になれなかったのだろう。それは、彼女にしか分からないことだった。


　逃にげることもかなわず、狭せまい家で父親と暮くらす日々が、どれほどのものであったのか──


「けやき君がここに入学してしばらくすると、父親は仕事を辞やめた。骨董に没ぼつ頭とうするためだ。当然生活は苦しくなる。普ふ段だんは態たい度どに表わさなかったが、つらいという言葉を何度も聞いた」


「そうでしょうね……」


　和樹がぽつりともらした。夕菜はなにも言わない。


「だが、楽になることもあったのだ。父親からの暴力が減へった。暇ひまができて、骨董品を探さがしに旅し始めたんだ。しかし彼女が働かなければならなかったから、似たようなものかもしれんな」


「放ほう課か後ご、すぐ勤つとめに出たって」


「人には言えない職業だよ。想像つくだろう。あの娘こは『わたしは売られましたから』とだけ言っていた。稼かせげと言ったのは父親だ。どこかに借しやつ金きんがあって、そこと繫がっている店らしい。売れっ子だったらしいぞ。化け粧しようをすれば、歳としなんかどうにでもなる。──そんな顔はするな。もちろん止めたとも。何度もな。だが絶対に止やめない。給きゆう料りようがいいからだ。父親の借金を返すだけではなく、学がく費ひも賄まかなえる。最初は嫌いやそうだったが、もう気にならなくなったと言ってたよ。化粧も上う手まくなったし、態度なんか大人おとなの女性そのものだ。当時の写真があるが、見るかい？」


「……いえ」


　和樹は大きく首を振った。とてもそんな勇気はなかった。昨日きのうまでなら「とても奇き麗れいな先せん輩ぱい」ですんだだろうが、今はそうではない。


　紅尉は答えを予想していたのか、話を続けた。


「生活費を切りつめて、けやき君は金を貯ためた。時々父親が帰ってきて、あの娘に暴力を振るって金を奪うばおうとする。彼女は隠かくし場所を絶対に言わない。父親は諦あきらめ、少しの金だけ手にして出かけていく。そうして学費をまかなったのだ。やがて父親は帰って来なくなった。どうなったかは知らない。彼女はしばらく探したみたいだが、最後には諦めた。悪いが私はほっとしたよ。彼女のためにね」


　和樹と夕菜の顔にも、やや赤味がさした。しかし紅尉は、むしろ残ざん念ねんそうな顔をしていた。


「……だがね、運うん命めいという奴やつはどうかしている。人に嫌がらせをするようにできているんだ。けやき君は病気になった。彼女の母親を苦しめ、死に追いやった病気と同じだ。父親が行方ゆくえ不明になって、たった一週間後にだ。分かるか、一週間だぞ？　一人の少女に、青せい春しゆんがそれしか与あたえられなかったのだ。魔力が急きゆう激げきに減げん少しようする病気で、滅めつ多たにかかる人間はいないが、それだけに治ち療りよう方法はない。このとき彼女の一生は十八歳さいで終わると、宣せん告こくされたのだ」


　言葉が途と切ぎれた。三人とも、身じろぎすらしない。


「……それでも彼女は必ひつ死しで勉強していたよ。医者になるんだと言ってね。彼女は真しん剣けんだった。心から医者になりたいと願っていた。成せい績せきもよかったから、このまま勉強を続ければ十じゆう分ぶんなれた。それなのに……まったく……」


　話が止やんだ。


　保ほ健けん室しつがしんとする。外からの音も聞こえない。どれくらい話していたかは覚おぼえていないが、とっくに暗くなっているだろう。


　かすかに、夕菜のすすり泣く声が聞こえた。


　和樹はため息をついた。


「なんか……もう……。僕ぼくの悩なやみよりもずっと」


　言葉を続けることができない。胃いが押さえつけられるような気持ちだった。


　ややあって、紅尉が口を開く。


「そう言えば、けやき君はペンダントをしていたな。薄うすい青の勾まが玉たまだった。君たちが探している物だと思う。まだ小さい時、両りよう親しんとも元気で、幸しあわせだった頃ころに父親が買ってくれたと言っていた。肌はだ身み離はなさず身につけていたよ」


　夕菜が眼めを赤くしたまま、和樹を見た。


「妹いもうとのかえでさんが、持っているでしょうね」


「だろうね……」


「でも……譲ゆずってもらえないでしょうね」


　そう言ってから、夕菜は黙だまった。


　和樹も返事をすることができなかった。もちろん、快こころよく譲ってもらえれば、なにも問題はない。魔力を帯おびた貴き重ちような勾玉は、和樹にとって貴重なものだ。あれば魔法の使用回数を延えん長ちようできるかもしれない。


　だがそれは、かえでにとっても同じだろう。もし今でも病気なら、治なおしてくれる宝たから物ものに違いない。しかも、けやきが遺のこしたものだ。他人に渡すことなど、思いもよらないだろう。


　和樹には命が懸かかっている。魔力を使い果はたしたら塵ちりになって消える。だがそれは、かえでには関係のないことでもある。


　はたして、和樹に勾玉を譲り受ける権けん利りがあるのだろうか。


「……かえでさんを探そうよ」


　和樹の言葉に、夕菜は驚おどろいたような顔をした。


「でも……」


「別に勾玉を譲ってもらおうとは思ってないよ。でも、僕はかえでさんに会いたい。もっとお姉ねえさんのことが聞きたいんだ。自分でも分からないけど……十八歳で亡なくなった先せん輩ぱいが、どういう気持ちでいたのか知りたい。もうすぐ魔力が尽つきるのに、どうして必ひつ死しで勉強したのか、医者になろうとしたのか……。僕も、あまり魔力が残ってないしね」


「和樹さんが、そう言うなら……」


　夕菜は隣となりに座すわる和樹の手を、そっと握にぎった。


　紅尉は無む言ごんで二人を見ていた。


「君たちは勘かん違ちがいをしている」


　静かだが、はっきりした声だった。


「え……？」


「かえではもうこの世にはいない。十年以上前に死んでいるのだ」





　　　　◯





　しばらくの間、和樹と夕菜はぽかんとしていた。


「どういうこと……なんですか」


　ようやく夕菜が口を開いた。和樹はまだ呆ぼう然ぜんとしたまま。


「だって、けやきさんは葵あおい学園に入ったんですよね。医者になるためですよね。それは、かえでさんの病気を治すためじゃないんですか。そのために自分のことも気にしないで、ずっと勉強していたんじゃないんですか？」


「私にも分からん。だが、かえでがずっと前に死んだのは事実だ。私の教え子の一人が、かえでの主しゆ治じ医いだったのだ。話だけだが、音おと邑むらかえでの病気のことは聞いたことがある。母親やけやきがかかったのと同じだ。私もけやきが姉あねだと知った時は驚おどろいた」


　頭が混こん乱らんした。妹の病気を治すのに、魔法医学を志こころざしていたと思ったのだが、もう亡なくなっていたとは。けやきは、なんのために勉強をしていたのか。


「椎しい子こさん……話をしてもらった女の子は、けやきさんが『妹の病気を治す』と言っていたって」


「それは私も聞いた。確たしかに『かえでを治します』と言っていた。妹さんは死んだはずなのだが、訊きいても笑うだけだった。どういうことか、私も知りたいくらいだ」


「その、手がかりっていうか、なにかなかったんですか」


　紅尉は人差し指を唇くちびるに当て、しばらく考え込んだ。昔むかしのことを思い出しているようだ。


「……ないな。いや、彼女はよく中なか庭にわにいたな。あそこが好きだったらしい。医者になる夢ゆめも、そこで聞いた」


　和樹も思いを巡めぐらせていた。中庭は多た分ぶん、放ほう課か後ごに自分がいたところだろう。けやきもよくそこにいた。そこでどのようなことを考えていたのか。医者になる夢、妹、自分の病気──


「あ」


　顔を上げた。紅尉と夕菜が注意を向ける。


「分かった」





　　　　◯





　夜の中庭に、冷たい風が吹ふいていた。楓かえでの樹きは音を立てて、梢こずえを揺ゆらしている。あたりはすっかり暗くなっており、遠くにある街がい灯とうで、巨きよ木ぼくはわずかに姿すがたを浮うかび上がらせていた。


「この樹は、調ちよう子しが悪いって聞いたことがあります。今だけじゃなくて、ずっと前もそうだったって」


　和樹は楓の樹に触ふれた。


「もしかしたら、けやきさんはこの樹に、自分の妹と同じ感情を抱いだいていたのかもしれない。どちらも名前はかえでです。彼女は、よくこの場所に来ていたんですよね」


「そうだ」


　紅尉が肯こう定ていした。


「だったら、この樹が病気だと知って、なんとか治そうと思ったのかも。彼女の支ささえだった葵学園を、ずっと見守っていた樹です。かえでを治すって言ったんですよね。この樹のことだとしても、不ふ思し議ぎはないですよ」


　もちろん証しよう拠こはない。ついさっき思いついたことだ。だが和樹には、けやきの姿が見えるような気がした。幼おさない頃ころに病気で亡なくした妹。同じ病やまいにかかった自分。そして、生気を失なくしつつあった楓の樹。


　医者になろうと思ったのは、母親と妹を奪うばった病気に復ふく讐しゆうするためだろう。そんな勉強するうちに、この樹のことを知り、妹の姿を見たのではないだろうか。同じ名前、病気となった楓を見て──


「……これが、けやきさんが治そうとした、楓……」


　夕菜が見上げた。樹は震ふるえるように、揺れてる。


「確たしかに、この樹は病気だと言われていた。いったん切ることに決まったはずだ。突とつ然ぜん元気になったので、取り止やめになったらしいが……」


　紅尉も梢を眺ながめた。


「けやき君が魔法で治したのかね」


「いえ、彼女はまだ医者じゃないですから、どうやって魔法を使って治せばいいか、知らなかったはずです。かなり悩なやんだと思うんですよ。それで、簡かん単たんで、効こう果か的てきな方法を使ったんじゃないかと」


「どんな？」


　答えずに、和樹はしゃがんだ。辺あたりを捜さがし、平べったい石を拾ひろう。


　石を使い、楓の樹の根ね元もとを掘ほり出した。


「ここで使ったと思うんですよ。土の下に埋うめて」


　スコップの要よう領りようで掘る。夕菜と紅尉も同じようにする。夕菜は途と中ちゆうで精せい霊れいを呼よび出し、二人の手助けをさせた。


　腕うでの深さまで掘った。やがて、カチッと音がする。


　石を捨すてた。指でゆっくりと、音がしたところの土を除のける。


　薄く、青みのかかった表面が見えた。


「やっぱり……」


　和樹は土を全すべてどかした。


　写真のものと、同じ勾まが玉たまが眠ねむっていた。


　三人は、しばらく無言で見つめていた。


「……勾玉の魔力を使ったんですね。楓を治すのに」


　夕菜が言う。魔法回数を増ふやすとまで言われているのだから、病気の治ち療りようくらいたやすいだろう。地中に埋めるだけでも効果があったはずだ。


「でも、今もこの樹、病気なんですよね」


「効きかなくなっているからだろう」


　紅尉が勾玉を覗のぞき込こむ。見えにくいが、表面に無む数すうのひびが入っていた。


「この勾玉は衰おとろえている。もともと古い上に、何年も魔力を放ほう出しゆつしていたからだ。もうすぐ砕くだけ散るだろうな」


「じゃあ、和樹さんが持って帰れないんですか」


「どうだろうな。持ち上げたら壊こわれるかもしれん。どのみち、この樹は枯かれてしまう」


　夕菜が目を伏ふせた。


　和樹は会話に加わらず、楓の樹を眺ながめていた。夕方にも感じたが、誰だれかが見つめているような気がしている。その誰かは、じっと自分を注ちゆう視ししていた。


　ふっと息をついた。


　二人に声をかける。


「すみません。下がっていて」


　遠ざけると、立ち上がった。軽く息を吐はく。身体からだの中が熱あつくなってくる。


　力が両手に集中し、ぼんやりと明るくなる。動どう悸きが早くなった。
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　浮うかび上がるような感かん覚かく。全すべてが指先に集まって、真っ白に光る。


　ふっと輝かがやきが収おさまった。同時に一いつ瞬しゆんだけ、勾玉が光った。


　勾玉のひびはなくなってはいない。だが、表面の輝きが違う。夜にも関かかわらず、光を放はなっていた。


　また風が吹ふく。楓は、震ふるえなかった。


「……楓が治なおった？」


　夕菜は樹に触さわる。力強い鼓こ動どうが聞こえるような気がした。


「病気という感じではないな」


　紅尉に見つめられ、和樹は下を向く。


「あーっ、また魔法を使ったんですか！」


　夕菜が怒おこったような声で言った。


「まあ……その、けやきさんのことを考えたら、つい……。僕はすぐ死ぬわけじゃないし。一度くらいいかなって」


「もう少し慎しん重ちようになれないんですか。あと二回になっちゃいましたよ。いくらけやきさんのことがかわいそうでも、これは樹ですよ」


「うん……でも、ちょっと……聞こえてさ」


　彼女は怪け訝げんな顔をした。


「なにが聞こえたんですか」


「かえでさん……けやきさんかな。助けてほしかったようだから」


「限げん度どがあります！　勾玉はもって帰れませんし、魔法は減へらしちゃうし……女の言うことなんかきいて、もう……」


「ごめん……でもさ」


　和樹は見上げた。


「喜よろこんでくれたと……思うんだ」


　楓の樹は、その言葉に反はん応のうするように、枝を揺ゆらした。




　第五話　教授贈物騒動始末







「隙すきありよ和かず樹き！　あたしに背中を見せたのが不運だったわね！」


「わーっ、またですかー！」


　立ち上がった瞬しゆん間かん、後うしろから組みつかれ、さらに足を引っかけられて式しき森もり和樹は転てん倒とうした。なんとか逃のがれようと転ころがるが、逆さか手てに取られ仰あお向むけにされてしまった。おまけに魔法をかけられたのか、手足が動かなくなった。


　目の前では風かぜ椿つばき玖く里り子こが、まるで獲え物ものを威い嚇かくする蛇へびのように、舌したなめずりをしていた。


「手て間まをかけさせたわね。往おう生じよう際ぎわが悪いったらありゃしない」


「今日きようだけで五回目じゃないですか。なに考えてんですか！」


「ふっ、一度狙ねらった獲物はとことんまで追いつめるのがジャングルの掟おきてなのよ」


「ここは日本ですよお！」


　和樹の悲ひ鳴めいは無む視しされた。眼がん前ぜんで玖里子の右手が一いつ閃せんする。


　一瞬にしてワイシャツのボタンが全部外はずれた。Ｔシャツだけになった。彼女のテクニックには磨みがきがかかっている。押し倒されるたびに、腕うで前まえが上がっていた。


　玖里子がにやりと笑った。


「あたしに逆さからった罰ばつよ。たっぷり痛いたくしてあげるわね。目め隠かくししたまま亀きつ甲こう縛しばりにして、木もく馬ばに載のせてから牛ぎゆう皮ひの鞭むちで血が出るまで叩たたくわよ。伊い藤とう晴せい雨うの責せめ絵もびっくりの姿すがたにしてやるから」


「どういう趣しゆ味みなんですかー！」


「あたし、Ｓなの」


　悲鳴を上げて、和樹は暴あばれた。ろくに動けなかったが、衝しよう撃げきで積つまれた本が崩くずれた。


「ふっ。無む駄だな抵てい抗こうよ」


　玖里子がカミソリのような爪つめを使い、Ｔシャツを引き裂さこうとする。


　その時。


「いい加か減げんにしてください！」


　本の山の向こうから、怒ど鳴なり声がした。


　宮みや間ま夕ゆう菜なが、目を吊つり上げて怒おこっている。二人を同時に睨にらみつけていた。


「作業が全然進まないじゃないですか！」


　彼女は乱らん暴ぼうに机つくえを叩いた。反はん動どうで鉛えん筆ぴつが落ち、窓まど際ぎわまで転がっていった。


　そろそろ日が暮くれかかっていた。葵あおい学園彩さい雲うん寮りよう、二年Ｂ組式森和樹の部へ屋やは薄暗くなっていた。


　和樹、夕菜、玖里子の三人は、放ほう課か後ごからこの部屋にこもりっぱなしであった。二回に減へった和樹の魔法を、なんとか回かい復ふくさせるためである。そのための調ちよう査さであった。


　回復させる手しゆ段だんはこの前も探さぐっていたのだが、音おと邑むらけやきの事件のために使ってしまった。その時は乗り気ではなかった和樹も、今度は真しん剣けんにならざるを得えなかった。なにしろ、あと少しで塵ちりになるのだ。


　夕菜も和樹に負けず劣おとらず真しん剣けんであった。彼女は「もう魔法は使わせません」と宣せん言げんし、以前にも増ましてぴったり寄より添そうようになった。魔法が減らないように見み張はるためだが、おかげで和樹はクラスメートからの猜さい疑ぎと嫉しつ妬とを、一いつ身しんに浴あびる羽は目めになった。


　同時に夕菜は資し料りよう収しゆう集しゆうを行おこなった。前のように図と書しよ館かんだけではなく、伝つ手てを使って聞いたことのない本も集め出した。大たい半はんが外国語である。


　それにもめげず、授じゆ業ぎようが終わるたびに、彼女はページを繰くっていた。和樹も一冊さつだけ手に取ってみたが、ドイツ語で書いてあったのですぐ放ほうり出した。夕菜によると教会関係の本らしいのだが、よく分わからない。


　和樹は日本語専門なので、調査は進まないように思えた。そこに現あらわれたのが玖里子である。


　彼女は「あたしに貸かしてみなさい」と言い、鮮あざやかに訳やくしてみせた。財ざい閥ばつの商しよう用ようで、海外にも出で掛かけるだけのことはあった。


　資料には、風椿財閥から借かりたものもかなり含ふくまれている。彼女が加くわわってくれれば、大助かりである。そう、あの悪い癖くせさえ除のぞけば。


　そんなわけで和樹は貞てい操そうの危き機きと隣となり合わせ、夕菜は幾いく度ども声を張り上げているのであった。





　──夕菜がひとしきり怒いかり、二人は神しん妙みようにお説せつ教きようを聞いて、作業再開となった。


　和樹は新しん聞ぶん記事の切り抜ぬきを、夕菜は何十年か前の英語の本を読む。


　玖里子はラテン語の本を調べていた。ページをめくる手が異い常じように早い。「たいした内容じゃないわね」と呟つぶやくと、別の本を取った。机の横には読み終わった本が積つみあがっていた。


　和樹はその姿すがたを啞あ然ぜんと眺ながめた。ふざけてはいるが、三年間学年トップの成せい績せきは伊だ達てではない。隣となりでは夕菜が、負けてはいられないとばかりに、横文字を追いかけ始めた。


　しばらくしてから、夕菜が玖里子に、ゴチックで書かれた文も字じを指さし示しめした。


「これ、なんのことでしょう」


　ちらっと玖里子が見た。


「命の水ね。不ふ死しの秘ひ薬やくじゃない？」


「じゃあ、これがあれば！」


「だめね。六百年前に、アイルランドで最後の泉いずみが枯こ渇かつしてるわ」


「こっちのユニコーンの血はどうでしょう」


「スペイン継けい承しよう戦せん争そうに巻き込まれて絶ぜつ滅めつしたわ。怪け我が人にんに飲ませたんだって」


「龍りゆうの胆きもを食べるというのもあります」


「南なん宋そう時代の目もく撃げき例れいが最後よ」


「ブラジルのアルピコ族ぞく長ちよう命めいの儀ぎ式しきは？」


「長生きするような気がするだけって、学会で報ほう告こくされている」


「アステカ、ニトチアバス王の呪じゆ文もん」


「処しよ女じよ三百人の生いけ贄にえなんかどーすんの」


「否ひ定ていばかりしないでください！」


「あたしに言わないでよ」


　玖里子が本から顔を上げた。


「魔法回復させたり、増ふやす方法が簡かん単たんに見つかったら、誰だれも苦労しないわよ。昔むかしからずっと研けん究きゆうされていることなんだから」


　彼女の言う通り、世界のあるゆる機き関かん、政府が魔法回復の研究を行おこなっているが、成功事じ例れいは報告されていなかった。


「それはそうですけど……」


　夕菜は少し落ち込む。


　その姿すがたを見たためか、玖里子はなにかに気づいたような顔をした。


「そうそう」


　玖里子は自分のカバンを引き寄せ、中をごそごそやりだした。


「寮りようのおばさんから、夕菜ちゃんあての荷物を預あずかってたのよ。すっかり忘れてたわ」


「荷物ですか？」


「そんなに大きくなかったけど……これよ」


　玖里子が取り出したのは、手のひらに乗るくらいの小こ包づつみだった。夕菜に渡す。


「……なんでしょう。これ」


　夕菜は振ふってみた。詰つめ物ものでもしてあるのか、音がしない。


「あたしはしらないけど、外国のものじゃない？」


「外国なんですか？」


「タグが付いてるわよ」


　言われた夕菜は、小包の端はしに結むすび付けられている紙し片へんをひっくり返した。


　横文字が並ならんでいる。やや目を細めて読んだ。


「えっと、発送元は……アレキサンドリア……エジプト……ケンタロウ・ミヤマ……宮間健太郎！」


　彼女は思わず大声を出した。


「お父とう様さまだ……」


「夕菜のお父さん、エジプトにいるの？」


　和樹が訊きいた。


「そうみたいです」


「みたいって」


「お父様、考こう古こ学がく者しやなんです。どこにいるのか、わたしも知りませんでした」


「じゃあ、発はつ掘くつしてるんだ」


「そうだと思います。自分では墓はか荒あらしなんて言ってますけど」


　夕菜は留とめてあるテープを剝はがし、茶色い包つつみを解といた。頑がん丈じようそうな木の箱はこが現あらわれる。蓋ふたもテープで止められているだけなので、簡かん単たんに外はずれた。


　箱の中には緩かん衝しよう材ざい代がわりの藁わらがつめられており、埋うもれるように小こ瓶びんが入っていた。


　彼女は手に取った。和樹も横から覗のぞき込む。空からっぽの小瓶である。コルクで栓せんがしてあった。日の光にかざしても、とくに変わったところはない。


「普ふ通つうだね」


「そうですね……。他ほかになにか入ってませんか？」


　和樹は箱の中を探さぐった。


「ないよ。藁ばかりだ」


「手紙くらいあってもいいのに……」


　夕菜は呟つぶやきながら、コルクの栓を抜ぬいた。ポン、と音がする。


　彼女が逆さかさにして振っても、なにも出てこなかった。


「空だね」


「ええ。なんでこんなの送ってきたのかしら」


「入れ忘れかな」


「そうかもしれません。そそっかしくて、いつもお母かあ様さまに怒おこられていました。それなのにいたずら好きで……くしゅんっ」


　夕菜は慌あわてて口を覆おおった。藁の一部が浮うき上がって、床ゆかに落ちた。


「風か邪ぜ？」


「い、いえ。埃ほこりだと思います」


　心配ありませんという風ふうに、夕菜は微笑ほほえんだ。それから箱に、小瓶をしまう。


「今日きようはこれくらいにしましょうか。夜になりましたし」


「そうね」


　本を閉じて、玖里子が答える。


「外国語ばかり読んだせいで、目も頭も疲つかれたわ。謝しや礼れいは和樹の身体からだくらいじゃ足たりないわね」


「玖里子さん、また……」


　和樹は思わず嘆なげいた。


「ま、それもあんたが生き延のびてからだけど……。夕菜ちゃん、帰ろうか」


「はい」


　夕菜は立ち上がった。和樹に頭を下げる。


「次は凜りんさんにも手て伝つだってもらうつもりです。じゃあ和樹さん、また明日あした」


　二人は部へ屋やから出ていった。


　和樹は一人になると、読み散ちらかされた本を集めた。六ろく畳じよう間まの隅すみに積つみ重かさねる。読めないタイトルが多いので順じゆん番ばんもなにもないが、べつにいいだろう。このままでは寝る場所がない。そういえば腹も減へっている。作業に集中していたせいで、食事をするのを忘れていた。


　食堂に行こうとして、外で食べ物を買ってくるかと考え直した。余よ分ぶんに買って、部屋に用意しておいたほうがいいかもしれない。この分では明日も長くなりそうだ。そう思いながら、和樹は外に出た。





　しかし翌よく日じつは、それどころではなくなった。





　放ほう課か後ごになり、和樹と夕菜はいち早く教室を出た。最近は放課後の方がやることが多い。調べものは時間がかかるのだ。


　下げ駄た箱ばこまで来る。靴くつを取り出した。


　と、一年生の女の子が、声をかけてきた。


「ちょっと待ってください、ちょっと」


　前回、音おと邑むらけやきのことを教えてくれた少女、西にし澤ざわ椎しい子こだった。


「よかったつかまった。帰るの早いですよ」


「ごめん。用があるもんだから。で、なに」


「紅あか尉い先生が呼よんでます」


「保ほ健けん室しつの先生が？」


　和樹の頭に、白はく衣いを着きた養よう護ご教きよう諭ゆがちらついた。すぐに行くべきだろうが、解かい剖ぼうしたがる癖くせが気になった。それに、寮りようで資し料りようを調べなければならない。


「んー、どうしよう……」


「じゃあ、確たしかに伝つたえましたから。お願いします、式森さん」


　和樹の躊ちゆう躇ちよが気になったのか、椎子は圧あつ力りよくをかけた。彼女は頭を下げ、自分の教室に戻もどっていった。


　和樹と夕菜は外に出るのを諦あきらめ、下駄箱に靴を戻した。


　保健室に行こうとしたが、なぜか人だかりがしていた。一年の女子ばかりだ。


　中の一人が、和樹を見て悲ひ鳴めいを上げた。


「きゃー、出たー！」


「え、え、え？」


　和樹は驚おどろいた。なにが起こっているのか分からない。夕菜もぽかんとしていた。


　悲鳴は女子の間で、次々に波は及きゆうしていた。和樹を指さし、きゃあきゃあ叫さけんでいる。ただ騒さわぐもの、逃にげ惑まどうもの、転ころんだ拍ひよう子しに世界中の神と今日の朝食と成功しないダイエットを呪のろうもの。


　女の子の一人が、「凜、凜！」と叫んだ。


　ほぼ同時に、人ひと込ごみを搔かき分け、日に本ほん刀とうを下げた少女が現あらわれた。神かみ城しろ凜だ。


　彼女は和樹の前で、鞘さやから刀かたなを抜ぬいた。


「ここにいたか。不ふ埒らち狼ろう藉ぜきの数々、あの世で悔くいるがいい」


「えっ、えーっ!?」


　抜き身を真まっ直すぐに突つきつけられ、腰こしが抜けそうになった。言ってることも分からない。


「僕がなにをしたって……」


「とぼけるのはやめてもらおう。朝からの行おこない、忘れるのが幽ゆう霊れいの流りゆう儀ぎか」


「は、あ？」


　和樹は目をしばたたかせた。


「凜さん！」


　たまらず、夕菜が横から大声を出す。


「なんてことを言うんですか！」


「夕菜さん……」


　凜が少し意外な顔をする。


「不埒とか狼藉とか。とんでもないことを……」


「こいつは女子にたいして破は廉れん恥ちなことを繰くり返していたのです。許ゆるすわけにはいきません」


「破廉恥？」


　夕菜が和樹に向き直る。彼は慌あわてて両手を振った。


「知らない知らない！」


　凜が刀を構かまえる。


「破廉恥どころではない。朝から更こう衣い室しつの隅すみでニヤニヤしているわ、女子用の制服を着きようとするわ、弁べん当とうをつまみ食いするわ、放送室に侵しん入にゆうして機き材ざいをいじろうとするわ、朝の連続テレビ小説ではなくおもいッきりテレビを観みるなど悪あく行ぎようの数々」


「知らないって！」


「おかげで女子は全員大騒ぎだ。ここで会ったのはちょうどいい。成じよう仏ぶつしてもらう」


　彼女は大きく日本刀を振りかぶった。刀とう身しんが反はん射しやして、ぎらりと光る。
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「うわーっ！」


「凜さん！」


　夕菜が叫さけんだ。


「やめてくださいって！　和樹さんはそんなことしてません」


「しかし……」


「ずっとわたしと一いつ緒しよにいたんです。間ま違ちがいありません」


　言われた凜は、じっと和樹を眺ながめた。しばらくしてからうなずき、野や次じ馬うまに向かって言う。


「みんな、この式森は本物だ」


　女子の間で、ほっとした雰ふん囲い気きが流れた。しばらくざわついた後、散ちっていく。


　和樹は胸むねをなで下おろした。


「びっくりした……」


「すまなかったな。ちょうど注意を呼よびかけていたところだったので、気が高ぶっていたのだ」


　凜が刀を鞘さやに収おさめた。


「まあいいけど……。でも注意って、なに？」


「おまえの幽ゆう霊れいが出た」


　和樹は反射的に、自分を指差した。


「僕ぼく？」


「そうだ。おまえとそっくりのお化ばけだ。知らなかったか？」


　和樹も夕菜も首を振った。


「今日になってから騒ぎが起こった。こいつが性格まで式森に似にてる……かどうかは分からんが、さっき言った狼ろう藉ぜきを繰くり返していてな。さっきから奴やつを調ちよう伏ぶくするための準じゆん備びをしていたところだ」


　彼女は制服のポケットから、札ふだを何枚か取り出した。梵ぼん字じが書き込んである。


「これを出入り口や窓まどに貼はっている。校こう舎しや内に閉じ込めれば、いつかは捕つかまえられる」


「でもこの校舎、結けつ構こう広いよ」


「うむ。だから何人かで組を作り、追い立てれば……どうした!?」


　おさげ髪がみの一年女子が、息を切らせて走ってきた。


「凜！　出た、出た、あっち！」


　廊ろう下かを指差す。


「よし、今度こそ捕とらえてみせる！」


　凜は日本刀を左手に持つと、廊下に向かって駆かけ出した。成なり行ゆき上、和樹と夕菜も走った。


　廊下の奥まったところにいた。壁かべにはクラスの不ふ要よう品ひんがダンボールに入れて積つみ上げられており、幽霊がその上に座すわっている。半はん透とう明めいの身体からだに、葵学園の制服を着きていた。顔は確たしかに和樹に似ていたが、薄うすら笑いを浮うかべており、目が妙みように吊つり上がっていた。


「もう逃にげられんぞ。大人おとなしくしろ」


　凜が日本刀の切きっ先さきを突つきつけ、言った。


「大人しく刀かたなの錆さびとなれ」


「そうです。和樹さんに化けて女の子の着き替がえを覗のぞくなんて、許ゆるせません！」


　夕菜も叫さけぶ。しかし幽霊はケタケタ笑っていた。気に障さわるくらい、甲かん高だかい声だ。


「やだね。せっかく生まれたのにさ。注意をしにきたのに」


「更こう衣い室しつに入り込んで、なにが注意だ」


　凜の構かまえた刀が、白く光った。


「悪あく霊りよう退たい散さん！」


　彼女は踏ふみ込み、払はらうように薙ないだ。幽霊は剣けん筋すじをかわし、ストンと床ゆかに降おりる。


「うひょー、コワイコワイ」


「幽霊のわりに、素す早ばやい動きをするな。だが、そう何度も逃げられんぞ」


「んー、薄はく情じよう。オイラは和樹なのー」


「僕じゃないだろ！」


　和樹が叫ぶ。


「でもそーなの。裏うら和樹って感じィー？」


「噓うそをつくな！」


「ウヒヒヒヒ！」


　顔を紅こう潮ちようさせる和樹を見て、幽霊は腹を抱かかえた。


「別にお前が式森でも構かまわん。むしろ退たい治じする気が湧わいてくる」


　凜が刀の先端をすっと動かす。一撃で仕し留とめるためか、両手に力がこもっている。


「幽霊ならば大人しく成じよう仏ぶつすればいいものを。日本人らしく、地じ獄ごくで閻えん魔まと会うがよい」


　幽霊はきゃははと笑った。


「オイラは日本じゃないさ。砂さ漠ばくの生まれだ」


「砂漠……？」


「ミイラだよミイラ。イヒヒヒヒ!?」


　幽霊の袖そでから、白い紐ひものようなものが伸のびた。包ほう帯たいだ。


　包帯は壁かべ際ぎわのダンボールに巻きついた。ぐいっと引っ張ぱられる。


「あっ！」


　ダンボールが崩くずれた。廊ろう下かに散らばるように倒たおれ、中身がこぼれる。


　包帯がダンボールの山を次々に崩していった。和樹たちはその中に巻き込まれる。幽霊の姿すがたが消えた。


「くっ、どこだ!?」


　衣い類るいの山から頭を出し（なぜかダンボールの中には服が入っていた）、凜があたりを見回す。


「凜ちゃん、あっちだ」


　和樹は天てん井じようを指した。


「天井に吸すい込こまれた。上に逃にげてる！」


「しめた、上に行けば行くほど、札ふだが貼はられてあるのだ。逃がさんぞ！」


　凜がダッシュをする。それにつられ、皆みんな、走った。





　二階、三階とも幽霊の姿はなかった。ざっとチェックをして、階かい段だんを駆かけ上あがる。


　途と中ちゆうで、またも椎子が現あらわれた。


「あっ、まだここにいた。式森さんと宮間さん、紅尉先生が呼よんでますよ」


「あとにしてくれ！」


　それだけ言って追つい跡せきを続ける。ちらちらと半はん透とう明めいの制服が見えた。


「いました、あそこ！」


　夕菜が叫さけぶ。その声が聞こえたのか、幽霊はさらに階段を上のぼった。


「そっちは屋おく上じようだ！」


　凜を先頭に、和樹たちも走った。二段ずつ階段を駆ける。一番上まで来た。


　幽霊が青い鉄の扉とびらを叩たたいていた。そこを抜ぬけると屋上だが、出られないようだ。


「残ざん念ねんだな。そこには札を貼ってある。特とく注ちゆうした、強力なやつだ」


　幽霊は諦あきらめたか、こっちを向いた。それでも薄うすら笑いは止めていない。


「最後だな。成じよう仏ぶつしろ」


　凜が日に本ほん刀とうを構かまえる。


「んー、いいのかなー、そんなこと言って。オイラは和樹だ。和樹なんだぜ」


「違いますっ！　いい加か減げんなこと言わないでください！」


　夕菜が腹を立てた声で、


「凜さん、わたしに退たい治じさせてください！」


　彼女は一歩前に出た。


「覚かく悟ごしてください！　和樹さんは裸はだかを覗のぞいたりしないし、機き械かい音おん痴ちだから放送室にもいきません！　みのもんたの真ま似ねもできないんですから！」


「したくないよ……」


　和樹が呟つぶやく。


「でも和樹はねー、覗きたいと思っていたはずだ。オイラ分わかるよ」


「そ、そうなんですか!?」


「式森……」


　夕菜と凜が、和樹を見た。


「噓うそだ！」


　和樹は顔を赤くして怒ど鳴なった。


「そんなバレるような覗きは……じゃなくて、人の着き替がえを見たりするはずないだろ！」


「でも和樹さんも男の子ですから……」


「違う！　あ、いや、男だけど、とにかくそうじゃない！」


「最初に会った時は……」


「あれは偶ぐう然ぜんだよ、偶然！」


「……そうですよね、和樹さんはそんなことしませんよね」


　夕菜は気を取り直したか、幽霊に向き直った。


「和樹さんはそんなに積せつ極きよく的てきじゃないんです。わたしの部へ屋やなんて真向かいにあるのに一度も来てくれないし、二人っきりになってもなにもしないし……この前なんて和樹さんの部屋で着替えようとしたのに、飛び出していっちゃったんですよ！」


　彼女は手を伸のばし、精せい霊れい召しよう喚かんを始めた。光の渦うずが、右手を中心に回る。


「ウヒャヒャ。でもねー、オイラを退治しないほうがいいよ」


「そうはいきません」


「でも和樹だからさ。暗あん示じなんだ。それに、教えてあげないよ」


「なにをですか」


「言ったろうオイラは信号。危き険けんが迫せまるとピカピカ光って教えるのさヒヒヒ」


「ですから、なんの危険なんです！」


「病気だよビョーキ。もうすぐ死ぬさコロッとね」


「馬ば鹿か言ってやがら」


　聞いていた和樹は笑った。


「どうせ僕の魔法があと二回でおしまいだからだろう。そんなこと分かってら」


「そうじゃない、分かってない。おまえじゃないんだよ。誰だれかはオイラにも分からない。誰が死ぬか分からない。だから注意してんだよ」


「……？」


　和樹は戸と惑まどった。ふざけた口く調ちようだが、なにかを暗あん示じしているような気もする。


　夕菜は構かまわず、手首を返した。


「どっかいっちゃいなさい！」


　光の渦が炎ほのおとなり、幾いく筋すじにも分ぶん裂れつして、幽霊に襲おそいかかる。


「ウッヒャー、あちちちち」


　幽霊は笑いながら逃にげ回った。意外と素す早ばやく、炎はなかなか当たらない。


　しかし、扉とびらが閉まっているため踊おどり場ばは狭せまい。和樹の形をした幽霊は、隅すみに追いつめられた。


　逃げ道を消すように、夕菜が立ち塞ふさがる。


「これで本当に最後です」


「んー、そーかー。じゃあオイラも最後にしちゃおっかな」


　不ふ意いに、幽霊の身体からだが膨ふくれた。


　和樹と同じ形の腕うで、足が太くなり、制服を引き裂さく。緑みどりがかった皮ひ膚ふになり、筋きん肉にくが盛もり上がった。指の爪つめは尖とがり、何倍にも伸びた。


　首が太くなり、胴どうは前後に厚あつみを増ます。髪かみの毛が硬こう質しつ化し、板のように頭ず蓋がいを覆おおった。その横には尖った耳が突つき出ている。


　目はすでに人間の物ではなく、鼻はなは鉤かぎ状じようになった。口からは犬けん歯しがむき出しになり、涎よだれを垂たらす。


　幽霊は半はん透とう明めいではなくなった。その姿すがたは、中ちゆう世せいの銅どう板ばん画がに描えがかれた悪あく魔まそのものであった。


「うっ……」


　和樹は思わず口を押さえる。臭しゆう気きが押し寄せ、吐はき気けをもよおした。凜などはあまりに強い悪あく臭しゆうに、しゃがみこんでいた。


「クックック……食ってやるよ」


　声だけは変わらず甲かん高だかい。姿に似に合あわないところが、いっそう不ぶ気き味みだった。


「オイラは魔法使いが好きなのさ。それも上じよう等とうな女の子がね……。注意を聞かない罰ばつだよ……」


　夕菜の顔が、一いつ瞬しゆん青くなる。それでも手を翻ひるがえした。


「火竜ザラマンダー！」


　炎がトカゲの形となり、悪魔となった幽霊の首に嚙かみついた。熱ねつで焼き、口で引き裂こうとする。


「無む駄だ無駄」


　幽霊は腕うで一本で払はらった。炎のトカゲは壁かべにぶつかり、あっという間まに霧む散さんした。


「効きかないよ。こんなもんじゃね」


　腕が伸びた。節ふしくれだった指が、夕菜の喉のどを摑つかむ。


「いや……くふっ」


　彼女は引き剝はがそうとするが、力が違ちがいすぎた。抵てい抗こうにならない。


「くすくすくす。この娘むすめはおいしい、魔法使いの娘。オイラの餌えさとなってー、腹の中で生きるー」


　幽霊は口を開いた。真まっ赤かな口こう蓋がいと、舌したが見える。一飲みにする気だ。


「夕菜！」


　和樹は凜の手から刀かたなを引ったくった。幽霊に向けて構かまえる。一瞬して、刀とう身しんが輝かがやいた。


「和樹さん……駄だ目めです。魔法を使っちゃいます」


「なに言ってるんだ！」


「使っちゃ、だめ、です……」


　嘲ちよう笑しようがした。


「うーん、美しい。なんて食べがいのある……おろ？」


　幽霊の細い目が見開かれた。じっと夕菜の目を見み詰つめる。


　やがて、爆ばく笑しようした。


「ウヒャハハハハ！　この娘だ、この娘なんだ！　オイラってすげえ奴やつだ、警けい告こくの通りだよ。丸まる呑のみしちゃあ可か哀わい相そうだ」


　幽霊が手を放はなした。夕菜の身体からだが床ゆかに落ちる。それを無む視しして、笑っていた。


　隙すきができた。夕菜は喉を押さえながら、言った。


「……凜さん！」


「式森、貸かせっ！」


　和樹の手から日本刀を引ったくり返す。凜は魔ま力りよくを込こめた。


　夕菜の手からザラマンダーが飛んだ。刀とう身しんに巻きつき、真っ赤に輝いた。


　凜が床を蹴けった。大きく跳とぶ。力いっぱい幽霊の頭ず上じように振ふり下おろした。


「ウヒュハウハハ!?」


　笑い声とも悲ひ鳴めいともとれる声が響ひびいた。凜の刀から赤い筋すじが伸び、幽霊の全身を包つつむ。


　発はつ火かした。炎は幽霊の魔力を吸すって燃もえ上がる。悪魔の姿のまま炎えん上じようし続けた。崩くずれ落ち、床に倒たおれる。


「ギュフフフ……くフ……ィ……」


　声が小さくなり、やがて消えた。炎も消え、跡あとにはなにも残らなかった。


　和樹は夕菜を助け起こした。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


「平気です……」


　夕菜は苦しそうになりながらも、笑った。


「ごめん、僕がなにもできなくて」


「いいんです。和樹さんが魔法を使わなかったのが、わたしは嬉うれしいんです……」


　そう言われ、少し胸むねのつかえが下りた。なにもできないのは悔くやしいが、このままなら死なないですむ。


「ありがとう……。でも、あの幽霊、変なこと言ってたね。夕菜を見て、この娘だとか……」


「ええ……」


　二人は首をひねった。


　その時、階段の下から、椎しい子こが恐おそる恐る顔を出した。


「あの……保ほ健けん室しつの紅あか尉い先生が呼よんでるんですけど」





　　　　◯





　養よう護ご教きよう諭ゆ紅尉晴はる明あきは保健室にいた。相あい変かわらず、中世の魔ま術じゆつ師しのような雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。


　紅尉は二人に座すわるよう言うと、一通の封ふう書しよを取り出した。


「これは、宮間君のものだと思うのだが」


　夕菜は受け取った。表おもてに日本語で、「宮間夕菜様」と書かれていた。裏うらには「宮間健太郎」の文も字じ。


「お父とう様さまからです……。これ、どこにあったのですか」


「私あての荷物の中だ」


　窓まど際ぎわの机つくえに、包ほう装そうの解とかれたダンボールが置かれていた。標ひよう本ほんやら書しよ類るいやらが、乱らん雑ざつに詰つめ込こまれている。


「宮間君に送るはずが、誤あやまって私の方に詰め込まれたのだな。さっき気づいたところだ」


「でも、なんで紅尉先生にまで荷物が」


　和樹が訊きいた。


「日本で調ちよう査さして欲ほしいものがあったらしく、送られてきた」


「へー。夕菜のお父さんと知り合いなんですか」


「宮間教きよう授じゆは私の後こう輩はいだ」


「……だから、何歳さいなんです先生」


「教えてやらん。……宮間君、中は開けてないが、ここで読むのかね」


「えっ!?　そ……そうですね。読みます」


　ぼんやり封ふう筒とうを眺ながめていた夕菜は、急いで封を切った。


　折おりたたまれた手紙が入っていた。





「娘へ


　元気にしてるか。お父さんはエジプトにいる。ここはいい国だ。作さ業ぎよう員いんも週に一度しかストライキをしない。出しゆつ土ど品ひんを闇やみ市いちに流そうとするのが難なんだが、折せつ半ぱんで話がついた。眼めの色を変えて掘ほってるから、成せい果かも上がるだろう。


　今は発はつ掘くつ資し金きんが尽つきたので、日本からの観かん光こう客きやくに贋がん作さくを売りつける仕事が忙いそがしい。この前秘ひ密みつ警けい察さつに見つかったが、長ちよう官かんへの鼻はな薬ぐすりが効きいたので無ぶ事じだった。学校でなにかあった時のために、夕菜にもこの方法を薦すすめる」





　和樹は信じられないとばかりに首を振った。


「……お父さん、考こう古こ学がく者しやだよね？」


「そういう人なんです……」


　夕菜はため息を吐つき、読み続けた。あとは、いかにイギリスとアメリカの調査隊を手て玉だまに取り、出し抜ぬいたかの自じ慢まん話ばなしが書いてあった。二つの調査隊は宮間教授の誤ご情じよう報ほうに躍おどらされ、互たがいに疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられたあげく、撃うち合あいまで始めたらしい。





「……まあ、お父さんに言わせれば、アメリカもイギリスも素人しろうとの集まりだ。そうそう、母かあさんはミラノで商しよう売ばいにせいを出している。最近は誘ゆう拐かい産さん業ぎように興きよう味みがあるようだ。


　あと五年は日本に帰らないつもりだ。夕菜は元気にやって欲ほしい。必要なものがあったら、お祖じ父いさんに言うこと。お父さんには、銃の密みつ輸ゆ以外は頼たのまないように。健けん康こうには気をつけなさい。





追つい伸しん


　発掘現場で見つけた『ミイラの魂たましい』を瓶びん詰づめにして送る」





　読み終わった夕菜が首をかしげた。


「……この、『ミイラの魂』って……」


「さっきの騒そう動どうの奴やつだな。これくらいの、小さい瓶を受け取らなかったかね」


　紅尉が手で形を作った。


「あ、はい。小こ包づつみでもらいました」


　昨日きのうの空からの小瓶のことだ。


「その中に入っていたはずだ。魂だから、見えないかも知れんがね」


「はあ……じゃああれ、夕菜のお父さんの仕し業わざなんですね」


　和樹は脱だつ力りよくした。なんてこった。


「あれは古こ代だいエジプトで流は行やった娯ご楽らくの一いつ種しゆで、墓ぼ地ちに漂ただよっている魂を捕つかまえ、呪じゆ文もんを唱となえて瓶に詰める。あとは誰だれかに蓋ふたを開けさせればいい」


「それが遊びですか？」


「中の魂は、蓋を開けた者の宝たから物ものや、一番好きな人に化ばけるらしい。心の中を読まれてしまうから、今なら罰ばつゲームとして使われるだろうな」


　和樹は退たい治じした幽霊を思い浮うかべた。そう言えば、自分の姿すがただったような……。


　横では夕菜が真まっ赤かになって下を向いていた。


「えー、すると、僕の姿だったのは夕菜の心の中の感情が」


「そういうことだ」


　ますます力が抜けた。なんか納なつ得とくがいくような、いかないような。いったいなんだあの性格は。


「宮間教授としては、いたずらのつもりなんだろうが、実じつはそこが気になってね……宮間君。最近、熱ねつはないかね」


「いえ。ありませんけど」


「下げ痢りとかは？」


「ありません」


「咳せきは？　喉のどの痛いたみは？　くしゃみは？」


「ありません……なんですか」


　戸と惑まどって、夕菜は訊きき返した。


「宮間教授が送ってくれた荷物の中に、やはり小瓶がいくつもあってね。一つ足たりないのだ。それを開けたら、大変なことになる」


　夕菜と和樹は顔を見合わせた。


「……なんですか」


　恐る恐る、和樹が訊く。


「このあいだの事件を覚おぼえているだろう。音おと邑むらけやき君のことだ」


「ええ。もちろん」


「彼女がかかった病気だが、古代エジプトの記き録ろくにも似にたような症しよう例れいがあってね。それで死んだと思われるミイラが発はつ掘くつされたのだ。今、宮間教授らが調ちよう査さしている。サンプルとして、ミイラのかけらを送ってもらったのだが、ない」


　和樹は思わず言った。


「先生！　なんでそんな危険なものを……！」


「話はちゃんと聞け。現地で検けん査さして、危険がないことは分わかっている。何千年も前の病気が復ふつ活かつしたら、今ごろエジプトは大おお騒さわぎだよ。だから国こく際さい郵ゆう便びんで送ってもらったのだ」


　なだめるように紅尉は言った。二人は胸むねをなで下おろした。


「びっくりした……。でも、大変なことって」


「幽ゆう霊れいが出てきたんだろう。あの騒ぎは聞いたがね、教授のいたずらにしては度どが過ぎている。強すぎるのだ」


「言われてみれば……」


　幽霊が和樹の姿すがたを取っている理由は分かったが、確たしかにおかしい。注意と言っては攻こう撃げきしたり、教えると言ってはろくなことを言わなかったり、支し離り滅めつ裂れつだった。


「ただの想像だが、病気と幽霊の相そう乗じよう効こう果かで、あんなことになったのではないかと思うのだ。宮間教授が誤あやまって、幽霊とサンプルを一いつ緒しよにしてしまい、死んだもの同士が結むすびついて瓶びんから出たのではないかと。すると、開けたのは宮間君だから、君きみにとりついて……」


「じょ、冗じよう談だんはやめてください！」


　夕菜は怒おこったような声を出した。


「わたしは健けん康こうです。具ぐ合あいなんか悪くありません」


「症しよう状じようは風か邪ぜに似ていて、発はつ熱ねつ、喉のどの痛いたみを伴ともなう。気づいた時には手て後おくれになっていることが多い」


「やめてくださいってば！」


「夕菜、そう言えば……」


　和樹が口を挟はさんだ。


「あの瓶を開けた時、くしゃみをしたよね？　埃ほこりだって言ってたけど、あれって……」


「もう、和樹さんまで！　わたしは病気なんかじゃありません！　あれから、くしゃみもしてないじゃないですか」


「……そうだね」


　和樹は何日か思い返したが、確かに彼女の言う通りだった。別に変わったところはない。


「ならいい」


　紅尉は軽くうなずいた。


「まあ考えてみれば、かけらが入っていなかったわけだからな。教授は別べつ便びんで送ったのだろう。自じ覚かく症状がないならいいが、気をつけてくれよ」


「大だい丈じよう夫ぶです。あんな病気に罹かかりたくありません。わたしまだ、和樹さんとなんにもしてないんですから」


　和樹はやや顔を赤らめ、紅尉は苦く笑しようした。


　夕菜は立ち上がった。


「和樹さん、先に帰っています。お部へ屋や、本が散ちらかってますから、片かたづけないと……。先生、これで失しつ礼れいします」


　彼女は頭を下げ、保ほ健けん室しつを出た。後うしろ手で扉とびらを閉める。


　夕方になっていた。外は薄うす暗ぐらく、校こう庭ていでの部活動の声も、小さくなっていた。


　夕菜はしばらく歩き、ふいに口くち元もとを押さえた。


「くしゅんっ」
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　第六話　ただ一度







　式しき森もり和かず樹きは不安を覚おぼえていた。


　といっても、今け朝さ、自室のコップが続けざまに音を立てて割われたせいでもなければ、通学時に黒くろ猫ねこの集団が群むれで爆ばく走そうしていたからでもない。また、風かぜ椿つばき玖く里り子この襲しゆう撃げきを警けい戒かいしているからでも、神かみ城しろ凜りんの日に本ほん刀とうを怖おそれているからでもない（この二つは、それはそれで恐おそろしいのだが）。葵あおい学園に着ついてから魔法史の臨りん時じテストがあることを思い出したが、これは心配するのをやめた。


　それは宮みや間ま夕ゆう菜なのことであった。


　このところ、彼女は和樹の魔法回数が増ふえる手しゆ段だんを考えている。様さま々ざまな文ぶん献けんを駆く使しして対たい策さくを講こうじているのだが、結果は芳かんばしくない。増えるどころか減へっていた。


　にもかかわらず、彼女の意い気き込ごみは衰おとろえることを知らなかった。以前にもまして熱ねつを入れている。自分のことのように必ひつ死しであった。


　なのに、最近元気がない。


　教室でも一いつ緒しよに帰ってもぼおっとしている。冷ひえるのか、厚あつ着ぎをしていることも多い。この前はよほど寒かったのか、休み時間中に炎ほのおの精せい霊れいを呼よび出そうとしていた。しかも失しつ敗ぱいして、太平洋の底で眠ねむっていたタコの化ばけ物を召しよう還かんしかかり、クラスを大だい混こん乱らんに陥おとしいれてしまった。全員で追い返したからよかったものの、極ごく太ぶとの触しよく手しゆが大おお暴あばれして、危あやうく校こう舎しやを破は壊かいするところであった。


　その騒さわぎの最さい中ちゆうも、彼女は熱があるような顔でぼんやりしていた。いや、赤みが差していたから、実際にあるのかもしれない。


　単なる風か邪ぜなら、そうおろおろすることもない。だが、前回のことがあった。


　夕菜はエジプトから送られてきた荷物のため、病気に感かん染せんしているおそれがあった。しかも治ち療りよう法ほうのない難なん病びようである。症しよう状じようは一いつ見けんして風邪に似にている。もし本当に罹り患かんしていたら、命に関かかわった。


　彼女自身は病気を否ひ定ていしているものの、健けん康こうではないことは一目で分わかる。不安を助じよ長ちようさせた。


　和樹はどうも落ち着かなかった。本当は自分の魔法回数の少なさを心配するべきなのだが、まず他人を案ずるところが彼の性格であった。


　立ち上がった。夕菜は担たん任にんの伊い庭ばかおりに呼ばれ、職しよく員いん室しつに行っている。それまでの担任に代かわり、数ヶ月前に赴ふ任にんしてきた教師である。大おお雑ざつ把ぱでがさつな性格だが、さすがに気になっているのだろう。和樹なら放ほう置ちされているところだ。


　追いかけるつもりで、教室を出た。


　授業も終わっているので帰る生徒が多い。間をすり抜ぬけるようにして走る。


　すぐに見つかった。夕菜は職員棟とうに続く廊ろう下かにいた。


　呼び止めようとして、声が引っ込こむ。


　彼女は壁かべにもたれていた。たたずむとかではなく、ただそこにいる。後うしろ姿すがたなので表情は見えないが、元気そうな感じはしない。


　不ふ意いにこっちを向いた。


「……和樹さん」


「夕菜……」


　小走りに近寄った。


　彼女はやや青白い顔をしていた。疲つかれたような眼めをしている。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


「はい……」


「職員室に行ける？　帰ろうか」


「はい……」


　生返事だ。話を聞いていない。


「気分が悪いなら行かない方がいいよ。寝ていた方がいい」


　返事がなかった。頭をたれている。


「病院に行かなきゃ。僕ぼくのことはいいから……」


　ぱっと夕菜の顔が上がった。


「和樹さん……今なんて？」


「え？　だから僕のことはいいって……」


「なんてこと言うんですか！」


　飛び上がった。彼女が顔を赤くして睨にらんでいる。


「死にたいんですか！　魔法を使い切ったら、どうなるか分かってます!?」


　さっきまでの暗い雰ふん囲い気きが、一いつ瞬しゆんで吹ふき飛んだ。夕菜はしっかりと廊下に立ち、拳こぶしを握にぎりしめている。


「それはまあ。確たしか塵ちりに」


「分かってるなら、そんなこと言わないでください！　塵になったらおしまいなんですよ！」


「だってほら、使わなければいいんだからさ。二回は一回よりはましだし、なんていうか、手しゆ榴りゆう弾だんのピンが一本増ふえたようなもので、考えようによっちゃかなり安全……」


　言い終わる前に夕菜が叫さけびだす。


「そんなこと言っちゃだめです！　爆ばく発はつするときは爆発します。それに和樹さんなら、いっぺんに二本抜ぬいちゃうかもしれないじゃないですか！」


　マニアックな喩たとえをあっさり返され、和樹は戸と惑まどった。


「でも、夕菜も疲つかれているみたいだし」


「もうっ、優やさしすぎるのは和樹さんの欠けつ点てんですよ！　私は元気です！　魔ま力りよくを増ふやすって言ったら増やすんですから！」


　いつもと変わらぬ剣けん幕まくに、思わずたじろぐ。


「な、なら、いいけど」


「私のことより、自分を心配してください。なくなったら、ほんとーに塵になっちゃうんですよ」


　彼女は腰こしに手を当てて、言い続けた。


「自分の身体からだが大事だと思ったら、なにがあっても魔法を使わないでくださいね」


「はい……」


　小さくなる和樹。


「じゃ、私、伊い庭ば先生のところに行ってますから、先に帰る支し度たくしててください」


「ん、分かった」


　また怒おこられてはかなわない。早そう々そうに教室まで戻もどることにした。





　　　　◯





　和樹の姿すがたが階段へ消えると同時に、夕菜は口を手で押さえた。


「くしゅんっ」


　くしゃみが出る。一度だけだったが、すぐ咳せきに変わった。


　口を覆おおっても溢あふれる。発ほつ作さのようになった。今度は止まらない。呼こ吸きゆう困こん難なんになり、苦しさで涙なみだがにじんだ。


　しゃがんだがあまり意味がない。ハンカチで覆い、大きな音がしないようにした。誰だれもいないのが、せめてもの救すくい。


　しばらくして、ようやく咳は治おさまった。


「はっ……ふっ……ふう……」


　息がまだ荒い。とりあえず立ち上がった。


　今日きようで何度目だろうか。喉のどが痛いたい。頭も重かった。


「夕菜ちゃん」


　声をかけられ、彼女は慌あわててハンカチをしまう。


　玖里子が手を挙あげていた。いつもとは違ちがい、長い髪かみを後うしろで束たばねている。隣となりには凜もいた。


「どうしたの？」


「いえ、なんでも……」


「そお？」


　玖里子は夕菜の顔を覗のぞきこんだ。


「なんか、熱ねつっぽく見えるけど」


「だ……大だい丈じよう夫ぶです。なんともありません」


　彼女は無む理りに笑顔を作った。


「健けん康こうです。悪くなんかありませんから……玖里子さんこそ、なにか？」


「なにかって、夕菜ちゃんが呼よんだんじゃない」


　玖里子が呆あきれたような声を出した。


「和樹の魔力、増ふやすんでしょ。手て伝つだって欲ほしいって言ってたじゃない」


「あ、そ、そうでしたね」


「変よ。らしくない。この通り、凜だって連つれてきたのに」


「なんで私まで」


　凜は憮ぶ然ぜんとしていた。


「式森がどうなろうと、私には関係のないことです。今すぐ塵ちりになってもらってもいいくらいです」


「当人はなりたくないでしょう」


「自じ虐ぎやく的てきなところがあるから、本当は喜よろこんでいるかもしれません。塵になるのなら、ならせてやるのが世の習ならい」


「本当に塵になったら、凜も困こまるんじゃない」


「困りませんよ」


「あら、和樹としなくていいの。こういう初しよ体たい験けんも変わってていけると思うけど」


「思いません！　式森なぞ、塵になったほうが日本のためです」


　憤ふん然ぜんとする凜。玖里子はくすくす笑った。


「とか言って、ついてきちゃうのがいいところよね。……夕菜ちゃん？」


　夕菜ははっとして、顔を上げた。


「は……はい？」


「どうしたの。やっぱり変よ」


「そんなこと……ないです」


「ぼーっとして、具ぐ合あい悪いの？　保ほ健けん室しつ行こうか。紅あか尉い先生に診みてもらえば……」


「いいです！」


　思わぬ大声に、玖里子と凜がぎょっとする。夕菜は自分のしたことに気づき、片手で口元を押さえた。


「あ……い、いいです。平気ですから。なんともありません。本当に、なんとも」


「な、ならいいけど。あたしとしても、和樹を狙ねらうライバルが風か邪ぜでダウン、なんてことになったら張り合いがないわ。万ばん全ぜんの状じよう態たいから奪うばい取ってこそ、意味があるのよ」


「しかし式森は、夕菜さんばかり気にしているようですが」


　凜が口を挟はさむ。


「ふっ、心の繫つながりなんてなんの意味もないわ。手て練れん手て管くだを使って肉にく欲よくに溺おぼれさせればいいのよ。二日であたしにだけ奉ほう仕しする奴ど隷れいにして見せるわ」


「どうしてすぐ、そういう話になるのです」


「和樹だって健康な男の子よ。あたしのやりかたの方が、絶ぜつ対たい効こう果か的てきに決まっているわ。心が通かよい合うなんて、たわ言ごとみたいなもので……」


　言いながら玖里子は、そろそろと身体からだを動かして距きよ離りをとった。いつもならこの辺で夕菜の突つっ込こみが入る。


　しかし、そうはならなかった。


「……夕菜ちゃん？」


　玖里子の声は夕菜に届とどいていない。彼女は口を半開きにして、荒く息をついていた。


　身体がふらついている。支ささえようと玖里子の肩かたに手をかけたが、力が入っていない。前のめりになった。ずるずると、手と身体が落ちていく。


「夕菜ちゃん!?」


　彼女はうつ伏ぶせになって、崩くずれ落ちた。





　　　　◯





　和樹は帰り支じ度たくをしていたところだった。そこに同級生から、夕菜が倒たおれたという話を聞かされた。


　聞いたと同時に駆かけ出していた。体育の成せい績せきの悪さが信じられないほどの速はやさで、保健室に着ついた。


　荒あら々あらしく扉とびらを開けた。そのままの勢いきおいで、中に入る。


　夕菜はベッドに寝かされていた。制せい服ふくの上に布ふ団とんがかけられ、左ひだり腕うでからは点てん滴てきのチューブが伸のびている。枕まくら元もとでは心しん拍ぱく数すうと魔ま力りよく残ざん量りようを計けい測そくする機き械かいが作さ動どうしていた。その横では玖里子と凜が、丸まる椅い子すに座すわっている。


　養よう護ご教きよう諭ゆの紅尉晴はる明あきは、体温計を見ていた。


「先生……夕菜はどうなっているんですか!?　大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」


　和樹はつかみ掛かからんばかりの勢いで叫さけんだ。


「落ち着きたまえ。すぐに死んだりはしない」


　紅尉はなだめるように答えた。


「さきほど魔力の大おお幅はばな減げん少しようが見られたが、今は安定している。熱ねつも少し下がった」


「……よかった」


　和樹はほっと息をつく。


「でも魔力が減へっているってことは、やっぱり……」


「そうだ」
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　紅尉は頷うなずいた。


　和樹は唇くちびるを嚙かみしめた。やはり音おと邑むらけやきと同じ、魔力を減少させる難なん病びように夕菜は罹かかっていたのだ。


「すぐに悪あつ化かしたりはしないと思うが、安心はできん。この病気には治ち療りよう法ほうが確かく立りつされてないのだ」


　そうだった。けやきのときは、紅尉ですら手をこまねいているだけだったという。それからも、ことこの病気に関しては、医学は進しん歩ぽしていない。


「でも……なにかないんですか。ただ黙だまって死なせるだけなんて、そんな馬ば鹿かなことあるはずないでしょう」


　言ってて空むなしかった。和樹の魔法回数を増ふやすのと同じで、いい方法があったらもう試ためされているはずだ。


　案あんの定じよう、紅尉は首を振ふった。


「私もあれ以い来らい研けん究きゆうを続けたが、症しよう例れいが少ないのが致ち命めい的てきだ。臨りん床しようのしようがない」


「ここじゃなくて、大きな病院に入れるとか」


　紅尉が怒おこるかと思ったが、気を悪くした様よう子すはなかった。


「それがいいのなら、一いつ刻こくも早く運ぶ。病院がそもそも私の研究データを使っているのだ。設せつ備びのことなら、ここにも一応のものは揃そろえてある」


　和樹は見たことがなかったが、隣りん室しつには手しゆ術じゆつ台だいもあるという噂うわさがあった。


　不ふ意いに夕菜がうめき声を上げた。皆みな、驚おどろいて注ちゆう視しをする。


　彼女は「ん、ん……」と、かすれたような声を漏もらした。やがて収おさまり、かすかな寝ね息いきに変わる。


　全員、ほっとした。


「先生。この病気はそんなに珍めずらしいんですか」


「珍しい。ただ、文ぶん献けんに載のっていないわけではない。アッシリアの石せき碑ひにも記しるされているくらいだ。一番大だい規き模ぼな報ほう告こくは一九〇五年のロシアだな。オデッサに停てい泊はくしていた戦せん艦かん内ないで発生した。艦内がパニックになって、兵の一部が士し官かんを殺さつ害がいする騒そう動どうに発はつ展てんしたそうだ。のちにロシアの科学アカデミーが『病気を引き起こした細さい菌きんをポチョム菌とする』と結けつ論ろんしている」


「……先生、冗じよう談だんは」


「本当にそう書いてあったのだ。細菌ではないことが分わかったので、もうこの名は使われていないがね。このときは、戦艦の乗じよう員いんが次々に罹り患かんしていた」


「じゃあ、空気感かん染せんするんですか」


「いや、当時は艦内の食事に出たチーズが原げん因いんではないかと言われていた。空気感染はしないはずだ。彼女の場合はいささか特とく殊しゆだが、大だい丈じよう夫ぶだろう」


　夕菜は父親が送ってきた小こ瓶びんを開けて病気に感染した。混こん入にゆうされていたミイラの魂たましいに媒ばい介かいされたのだろう。


「あの、いいかしら」


　椅い子すに座すわったまま、玖里子が軽く手を挙あげた。


「なにかね」


「さっきどこかと話していたじゃない。あれはどうしたの？」


「ああ」


　話の内容が見えず、和樹は訊きいた。


「なんです？」


「宮間教きよう授じゆと連れん絡らくを取ろうとしたのだ。エジプトの遺い跡せきで眠ねむっていたのだから、もしかしたら治ち療りようのための手がかりも一いつ緒しよにあったのかもしれない。長ちよう距きよ離り念ねん話わで話をした」


「どうだったんですか!?」


「うまく繫つながらなかった。デリーの中ちゆう継けい点てんでストライキがあったらしく、混こん乱らんしている。遠すぎてきちんと聞こえなかったのだが、遺跡の中に治療手しゆ段だんらしきものがあったらしい」


「じゃあ、それをすぐに」


「無む論ろんだ。教授に送ってくれるよう伝つたえておいた」


「そうですか……」


　安心しようとして、はっと気づく。


「エジプトからどれくらいかかるんですか？」


「船だと一ヶ月くらいだな」


　和樹は慌あわてた。


「それじゃ間まに合わない！」


「だからバグダット経けい由ゆで上海シヤンハイまで飛行魔法を使う。カイロにいる腕うで利ききの運び屋に頼たのんでおいた。あまり話せなかったから宮間教授のことを詳くわしく教えられなかったが、大丈夫だろう。上海からは飛行機だ」


「飛行魔法って……可能なんですか？」


　個人単たん位いでの飛行魔法、それも国こく際さい飛行には厳きびしい規き定ていがある。勝かつ手てに飛び回られては事じ故こが起こるため、飛行計画を提てい出しゆつし、煩はん雑ざつな手順をふまなければならない。今回はそんな暇ひまがないはずだ。いくら急いでいるとはいえ、他国の上を通つう過かするのだから、国際問題になりかねない。


「当局には圧あつ力りよくをかけておいた。カイロには貸かしのある奴やつが多い。追つい及きゆうされても、必ひつ死しでもみ消すさ」


　紅尉はさらっと答えた。


　完全ではなかったが、打てる手は打たれていた。夕菜の父親が来るからといって治なおるとは限らないのだが、なにもしないよりはいい。なにしろ、このままでは手段がないのだ。


　あらためて夕菜の様よう子すをうかがう。小さな寝ね息いきを立てていた。


「教授が来るまでまだ時間がある。彼女の容よう態だいも、しばらくは安定していそうだ。一度帰ったらどうかね。保健室にいても構かまわないのだが……」


「ここにいます」


　和樹は即そく答とうした。


「ずっと夕菜についているつもりです」


「しかし君きみが無む理りをして具ぐ合あいを悪くしては、元も子もない」


「あたしも残っているわ」


　玖里子が言った。


「和樹だけじゃ倒たおれちゃうわよ。交こう代たいで夕菜ちゃんを看かん病びようした方がいいわ。凜はどうする？」


　ややあって、彼女は答えた。


「……私もいます。人数が多い方が、負ふ担たんも少なくなりますから」


「決まりね」


　紅尉はしょうがないな、という風ふうに苦く笑しようした。


「では頼む。休みたくなったら、他ほかにもベッドはあるから遠えん慮りよなく使うといい。あまり患かん者じやに刺し激げきを与あたえるなよ。私も極きよく力りよく起きているが、寝ているときになにかあったら言ってくれ」


　三人は頷うなずいた。


「看病する順番は君たちで決めるといい」


「僕はずっと起きて……」


「だめよ。和樹はちゃんと寝なさい」


　玖里子が釘くぎを刺さした。


「夕菜ちゃんが治ったときにあんたが倒れていたら、あの娘こ怒おこり出すわよ。あたし、とばっちりを食うのは嫌いや」


「でも……」


「寝るの」


　なおもなにかを言おうとしたが、別の声が被かぶさった。


「力ずくで寝かせてほしいか、式森」


　凜がどこか冷ひややかに、こっちを見ている。彼女の日に本ほん刀とうがかちゃりと音を立てる。あっという間まに気き絶ぜつさせられそうだ。


「わ、分かったよ」


　和樹は思わず両手を高く挙あげた。


「寝るって。寝ます。そりゃもうぐっすりと」





　　　　◯





　だが和樹は噓うそをついた。夜が更ふけ、朝になっても彼は起きていた。ベッドに横になっていても、目は覚さめていた。長い間そうしていると玖里子や凜が怒るので、たまに寝たふりをした。


　今は椅い子すに座すわり、夕菜のベッドの側そばにいた。玖里子と凜は他のベッドで寝ており、紅尉は隣りん室しつで休んでいる。


　カレンダーと時と計けいに目をやった。三日たったが宮間教きよう授じゆからの荷物はまだ来ない。


　夕菜はずっと眠ねむり続けていた。幸さいわい、容よう態だいはそれほど悪化していない。彼女は一度だけ目め覚ざめたことがある。そのときは和樹が看かん病びようしていることに驚おどろき、再ふたたび目を閉じた。


　横顔を眺ながめる。硬かたい表情だった。


　初めて会ったときはこうではなかった。自室に押しかけられ戸と惑まどったが、にこっと笑った顔が印いん象しように残っていた。


　彼女によると、それも初めてではない。本当はずっと昔むかしに出会っていた。お互たがい、まだ名前も知らない子供の頃ころ。空あき地で話したあの日と雪。


　和樹はずっと忘れていた。だが彼女は覚おぼえていた。覚えていて、会いに来た。


　最初は戸惑うばかりだった。いや、今でも戸惑っている。夕菜は純じゆん真しんな少女で、気持ちに混まじり気けがない。それだけに、素す直なおな心情をぶつけられると、どうしていいか分からなくなる。女性に慣なれていなかったこともあって、パニックになるのだ。玖里子の方が目もく的てきがよこしまなだけに、対たい処しよが簡かん単たんだった。


　そんな毎日だが、決して不ふ快かいではない。和樹は今までを振り返って、生活に大きな変化が起きていることに気づいた。


　それまでは成せい績せきも悪く、かといってやる気が出るわけでもなく、漫まん然ぜんと日々をすごしていた。学校に行き、授業を受け、帰る。魔法が使えないため、息を潜ひそめるようにしていなければならない。試し験けんの結果が悪くても、どうせすぐに死ぬと思うと努力をしたくない。そうしているうちに、一日が終わり、一週間が終わり、一ひと月つきが終わる。文もん句くを言う気も起きないほどの、変わり映ばえのしない日々。


　今は違ちがった。毎日が変化に富とんでいた。夕菜たちと様さま々ざまな事件に巻き込まれているうちに、自分から行動しなければならなくなっていたのだ。退たい屈くつなど言ってる暇ひまもない。もちろん、慌あわてふためいていることが多いのだが、どこかに楽しんでいる自分がいた。玖里子は隙すきあらば押し倒たおそうとするし、凜は命すら狙ねらうが、それすらも楽しかった。


　そういう毎日を繰くり返していると、濁にごったように見えたクラスが、明るく感じてきた。元々そうだったのだろうが、自分の気持ち一つでここまで違って見えた。相あい変かわらず成績は上がっていないが、授業時間が長いと感じたことはない。


　全すべて夕菜のおかげだった。彼女が現あらわれて、ここまで変わった。自分の魔法回数はかなり減へったが、楽しさの代だい償しようと思えばいい。


　その彼女が病気になり、ベッドに横たわっている。


　夕菜は様さま々ざまなものを与あたえてくれた。本ほん来らいは成績優ゆう秀しゆうで魔法回数も多い彼女は、自分とつきあう必要なんてないのだ。そうしていれば、こんな目に遭あうこともなかっただろう。


　彼女のおかげで幸しあわせな学園生活となった。だが、自分からなにかを返したことはない。


　自分は彼女の気持ちに、応こたえることができるだろうか……？





（イヒヒヒヒ）


　突とつ然ぜん声がした。聞き覚おぼえのある、不ふ快かいな声せい質しつ。


　空中に和樹が浮うかんでいた。意い地じの悪いにたにた笑い。妙みように細い目つき。彼の分ぶん身しんと名な乗のっていた、幽ゆう霊れいであった。


（お前……死んだんじゃなかったのか）


（幽霊だから、もともと死んでるよ。この娘むすめの方が死にかけてるね。オイラの予よ言げん通りだ）


（うるさいぞ。お前がうつしたんだろう）


（運うん命めいだよ。砂さ漠ばくの下から出たときから、こうなるって決まった）


（くそ、ふざけるな）


　夕菜が寝ているので大声は出せない。代かわりに睨にらみつけた。


（お前がうつしたんなら、治なおしてみせろ）


（無む理り無理。運命だって言ったろ。あきらめるのが大人おとなだ）


　幽霊はケタケタと笑った。


（いいじゃないか、簡かん単たんじゃないか。まとわりついてきて、うるさかったんだろ）


（そんなことあるものか。僕は夕菜に感かん謝しやしている）


（強がりはよせよ。生活に張りが出てきたから嬉うれしいのか？　幸せになったから？　噓うそをつくな。この女のせいで魔力が減へったんだぜ。塵ちりになっちゃあ、楽しい学園生活もパーになる）


　意い地じの悪い、嘲あざけるような笑い声が続いた。


（お前は自分が幸せだと思いこみたいだけさ。考えてみな。女たちに振り回されて、じたばたしているだけじゃないか）


（…………）


　一いつ瞬しゆんだが、言葉に詰つまった。


（オイラは、お前サンの生き写うつしなんだ。今まで何度も忠ちゆう告こくしてるんだぜ）


（まさか……）


（してるとも。ベヒーモスになって、夢ゆめに出てきたときもある。あのあと晴海はるみでドンパチやって、死にかけただろ。その次は山だったか？）


　和樹は黙だまった。そして心の底から、絞しぼり出すように。


（お前……何者なんだ）


（んー、なんだろうな。心の一部？　オイラも分わかんねえや。でもな、これだけは言えるぜ。オイラが口にしたことは、お前の心の隅すみに、ほんの少しでも残っていたことなんだよ）


　幽霊はニタリとした。


（どこかで彼女を迷めい惑わくに思っていたはずだ。なにをしても、どんなに拒きよ絶ぜつしてもつきまとってくるんだろ。一いつ見けん楽しそうだったけどな、お前は本気で逃げ出そうとしていたぜ。嬉うれしい気持ちなんて、ありゃ形だけだね）


（やめろ……）


（無理はするな。気き楽らくに生きろ。肩かたの力を抜ぬけ。彼女を巡めぐって、凄すごい陰いん謀ぼうにも巻き込まれたじゃないか。あのときも死にかけた。またああいう目にあいたいのか？　なにもしなけりゃ彼女は死ぬ。そうすりゃ昔むかしの生活が戻もどってくる）


（黙れ！）


　反はん射しや的に怒ど鳴なった。口を塞ふさぐことも忘れた。


（夕菜には……夕菜には死んで欲ほしくない。僕はまだ、彼女に恩おん返がえしをしていないんだ）


（やめとけよ）


（うるさい。そんなに夕菜に死んで欲しいのか）


（運うん命めいを告つげただけさ。なにもしない方が気楽だ）


　聞いて、和樹ははっとした。


（待て。じゃあ、なにかすれば運命が変わるのか？）


（おっと）


　幽霊は両手で口を押さえた。が、すぐに離はなし、また笑いはじめる。


（オイラもドジだね。まーでもいいか。そーだよ、お前サン次し第だいだ）


　身を乗り出した。意い外がいな言葉を耳にしていた。


（魔法使いならやることはひとつだ。でもお前サンは躊ちゆう躇ちよするね。今までとは違ちがう。自分の命がかかるんだぜ）


（違う。僕はためらわない。僕は……以前までの僕とは違う）


　言い切った。夕菜を助けるために、できることは全部したかった。


（僕は夕菜の側そばにいる。ずっとそうしてきたつもりだ。自分になにがあっても……後うしろには下がらない。後こう悔かいはしない）


　幽霊が笑うのをやめた。


（本気か？）


（ああ）


（……じゃあ全力を尽つくしな。そうすりゃ道が開けるかもよ。手て伝つだってもいいぜ。くたばって、オイラみたいな幽霊になるかもしれないケドね。イヒヒ、あーなんてやさしいオイラ）


（幽霊だって？　おい）


（じゃあな、お人ひと好よしのバカな本ほん体たい）





　　　　◯





　揺ゆさぶられて和樹は目め覚ざめた。椅い子すに座すわったまま、眠ねむってしまったらしい。するとさっきのは夢、なのだろうか。


　玖里子と凜の顔があった。起こしてくれたのは玖里子だ。紅尉の姿すがたはない。


　少ししてから扉とびらが開いて、長ちよう髪はつの養よう護ご教きよう諭ゆが入ってきた。


「起きたか」


「すみません……寝てしまって」


「届とどいたぞ」


　彼は手に持った大おお判ばんの封ふう筒とうを見せた。


「ついさっき、運び屋が渡してくれた。税ぜい関かんで係かかり員いんに没ぼつ収しゆうされそうになって、時間がかかったらしい。係官に月げつ収しゆう三ヶ月分の札さつ束たばを握にぎらせたら、喜よろこんで目をつむった上、日本まで護ご衛えいしそうな勢いきおいだったらしいがね」


　紅尉は自分の机つくえに載のっている小物を乱らん暴ぼうにどかし、マニラ封筒に入っている書類を広げた。


　書類と写真だった。写真を取り上げ、見やすいように並ならべる。


「王の墓はかにあったようだな」


　見ると、動物や人間が絵え文も字じのように並んでいる。壁へき面めんに描かれたものを撮さつ影えいしたのだろう。ところどころ剝はがれて読めなくなっている。


「ヒエログリフね、これ」


　後うしろから覗のぞき込こんだ玖里子が言った。


「玖里子さん、読めるんですか？」


「少しは。イスタンブールのブラックマーケットに時々流れてくるのよ。真しん贋がんを見分けなきゃならないから」


　彼女は写真をじっと見つめた。


「でもだめね。あたしの生なま半はん可かな知ち識しきじゃどうにもならないわ。訳やくはないの？」


　後こう半はんは紅尉に向けた言葉だ。養護教諭は、同封されていた書類にざっと目を通した。


「一応ある。読むぞ」


　宮間教きよう授じゆの解説によると、治ち療りよう法ほうは王おう家けにだけ伝つたえられる秘ひ術じゆつらしい。言い回しが独どく特とくなので難むずかしいが、「強大な力を持った王の呪じゆ術じゆつ師し」が病気を引き出し、打ちのめすのだという。発はつ音おんしづらい細こまかな呪じゆ文もんと、魔ま力りよくを発はつ動どうするタイミングが書いてあった。


「打ちのめす？」


　聞いていた凜が首をひねる。


「物ぶつ理り的てきな攻こう撃げきではないだろう。教授によると、病気を呪術師の持つ魔力で中ちゆう和わするのだそうだ」


「そううまくいくのですか？　だったらこれまでに成せい功こう例れいがあってもよさそうですが」


「説明だけだと意外に簡かん単たんだが、実際は病気をうち消すだけの魔力を持った人間がまずいない。非ひ常じように強力な魔力が必要なようだ。仮かりにいても、治なおす人間は魔力を使い切るから、助ける代かわりに命がなくなると書いてある……あとは、この遺い跡せきを発はつ掘くつするときに、商しよう売ばい敵がたきの墓はか泥どろ棒ぼうと手を組んで地じ元もと警けい察さつを攻撃したとか、そんなことばかりだな」


　言い終わって、紅尉は和樹の方を向いた。


「似にたような方法は、確たしかに伝でん承しようとしてあった。だが魔法医い療りようとして確かく立りつしなかったのは、呪文が分からなかったのと、それだけ強力な魔術師がいなかったからだ」


　そこで言葉を切った。もっとも、あとは聞かなくても分かる。


「……つまり僕、ですか」


「そうだ。世界一の魔法使いにしかできないことだ」


　三人の視し線せんが和樹に注そそがれる。が、彼はプレッシャーを感じたりはしなかった。


「僕の力が必要なら、使います」


　紅尉は珍めずらしくため息をついた。


「普ふ通つうなら、こんな危き険けんなことは止めるが……今は他ほかに方法も思いつかない」


「やりますよ。呪文、教えてください」


　和樹はヒエログリフと訳文を見せられ、発音と唱となえる順番を教わった。


　何度か口の中で反はん芻すうし、確かめる。難しいがお手上げではない。即そく席せきでもなんとかなりそうだ。


「これならうまく……」


　突とつ然ぜん、ベッド上の身体からだが跳はねた。夕菜が意い識しきを失うしなったまま、暴あばれている。検けん査さ装そう置ちが警けい告こく音おんを発し、魔力の残ざん量りようが一気に落ちた。


「押さえろ！」


　玖里子と凜が手足を摑つかまえた。紅尉が鎮ちん静せい剤ざいを注ちゆう射しや、手足の痙けい攣れんはしばらく続いたのち、すっと収おさまった。


「……次に発ほつ作さが始まったら、本当に命に関かかわる」


　紅尉がつぶやいた。


「分かりました。いきます」


　和樹は立ち上がった。夕菜を見み下おろす位置に来る。


「待って、和樹」


　玖里子が押しとどめた。反はん射しや的に彼女の方を向く。いつになく、真しん剣けんな表情をしていた。


「聞いて。……あのさ、まだ二回、魔法はあるわよね」


「ええ」


「だけどこれが失しつ敗ぱいしたら、もう使えない。最後の一度を使ったら、あんたは塵ちりになる。実際はこれでおしまいなのよ。分かってるわね」


「……もちろん、そうです」


「もし、万が一失敗して、あんたの魔力が一回だけになったら……もうやめなさい。なにもしないで。あんたが自分のことを考えて部へ屋やから出ていっても、あたしは非ひ難なんしない。他のみんなも責せめたりはしないわ」


　本気の言葉だった。和樹は玖里子の姿すがた、年上の女性としての優やさしさを、垣かい間ま見た気がした。彼女は葵あおい学園の中でもっとも名を知られており、また頼たよりにされている。それは偶ぐう然ぜんからではないのだ。


　玖里子は心しん底そこ、和樹の身を案じていた。凜も紅尉も、台詞せりふを遮さえぎったりはしなかった。


「確かに夕菜ちゃんは危険な状じよう態たいよ。だけどあんたも同じなんだから。命に差なんてないわよ」


　和樹は黙だまった。確かにそうだ。最後まで使ってしまったら、二人とも助かるのではなく、どちらかが死ぬのだ。だったら生き延のびるのが自分であっても、おかしくはない。


　死んでしまうのなら、なんのための魔法なのか──


　しかしすでに、心は決まっている。


「ありがとう……玖里子さん」


　にこりと笑った。


「でも、僕は夕菜に……礼れいをしなくちゃならないんです。それに、失敗すると決まったわけじゃありません」


「分かったわ……でも、無む理りはしないで」


　彼女に頭を下げる。それから大きく深しん呼こ吸きゆうをした。再ふたたび魔力が呼よび出されようとしていた。


　両腕うでを伸のばした。指先に力を込こめる。ぼんやりと明るくなった。口の中で呪じゆ文もんを唱となえる。


　浮ふ遊ゆう感かんがあって、力が夕菜に向けて放ほう射しやされた。


　魔法は横おう臥がしたままの少女に吸すいこまれた。と、突とつ然ぜんそれが弾はじけた。


「なっ……」


　驚きよう愕がくする間まもなかった。夕菜の身体からだから浮うき出るように、半はん透とう明めいの人間が現あらわれたのだ。


「お前、そんなところに……」


　和樹に向かってニヤリと笑った人ひと影かげは、夢ゆめの中に出てきたあの幽ゆう霊れいだった。性しよう根ねの悪い顔つきは変わらないが、身体がかなり薄うすかった。魔法の影えい響きようだろう。


（ウヒャヒャ。バレちゃあしょうがないや）


　透明の和樹がジャンプする。


「なんの用だ！」


（バカな本体。手て伝つだってやるよ）


「どけ、式森！」


　凜が前に出た。日に本ほん刀とうの鯉こい口くちを切る。刀とう身しんを走らせ、横から斬きりつけた。


　幽霊は寸すん前ぜんで避よけた。


「まだいたとはな。今度こそ成じよう仏ぶつさせてやる！」


　幽霊が和樹に迫せまった。その背に、凜は刀を振ふり下おろす。


　和樹に幽霊と太た刀ち筋すじが重かさなった。押しつぶされるような感かん覚かくに転てん倒とうする。


「手て応ごたえあり……」


　ほぼ同時に爆発音がして、空気が弾けた。


　幽霊が破は裂れつしたのだろうか。部へ屋やが吹ふき飛んだような感じがした。和樹から扇おうぎ状に衝しよう撃げき波はが広がり、凜と玖里子に直ちよく撃げきする。二人は跳はね飛ばされ、壁かべに身体を叩たたきつけられた。ずるずると崩くずれ落ちる。


　転倒していたのが幸さいわいして、和樹は無ぶ事じだった。額ひたいをぶつけて血が流れたが、今は怪け我がのうちには入らない。紅尉も余よ波はを受けたものの立ち上がった。衝撃波の裏うら側がわにいた検けん査さ装そう置ちと夕菜はなんともない。


「先生、夕菜は！」


　紅尉は装置の数すう値ちをチェックした。


「……変わっていない。邪じや魔まをされた。魔力は減へり続けているぞ」


「畜ちく生しよう！」


　怒ど鳴なって、床ゆかを叩いた。


「もう一度だ！」


「和樹！」


　玖里子が倒たおれたまま叫さけぶ。


「駄だ目めよ、和樹！」


　無む視しして力を集中させた。呪じゆ文もんを唱となえる。身体が熱あつくなってくる。心しん臓ぞうの鼓こ動どうは速はやくなり、精神を一点に集める。溢あふれんばかりの気力が高まり、魔力に変わろうとする。


　指先に光が生まれた。真っ白な輝かがやきは徐じよ々じよに大きくなり、手を覆おおう。夕菜の手を握にぎった。直接魔法を送ろうとする。


「待って……和樹さん……和樹さん……」


　声がした。夕菜がこっちを見ていた。薄く目を開け、荒く息をしている。なにかを訴うつたえようとしていた。


「しないでください……お願いです……」


　ブラウン管かんに映うつし出された緑みどり色の数値が、いきなり変へん動どうをはじめた。


「まずい！　魔力の減りが速い！」


　紅尉らしくない焦あせりの声。


「だめ……和樹さん……しないで……」


　夕菜はささやくように言った。衰すい弱じやくしている身体を、無む理り矢や理り起こそうとする。


「……わたしのことは……いいですから……。和樹さんが……死んじゃったら……」


「いいんだよ夕菜。僕は君に、なにもしてあげられなかった」


　和樹の声はあくまでも静かだった。迷まよいもなく、ただ微笑ほほえんでいた。


「君と会えて本当によかった。幸しあわせだった。ささやかだけど、お礼れいをさせてほしい」


「……いりません……いらないんです……生きててください……死んじゃ……嫌いやです……」


　呪文を唱える。身体が熱くなってくる。心臓の鼓動は速くなり、精神を一点に集める。溢れんばかりの気力が高まり、魔力に変わろうとしていた。


「だめです……だめ……だめ……」


　夕菜がささやくような声で、必ひつ死しに哀あい願がんした。目から涙なみだがこぼれ、頰ほおを濡ぬらす。


　彼女は指を絡からませ、揺ゆさぶるが、もう和樹は聞いてはいない。最後の魔法を使うことに心を傾かたむけていた。


　光こう彩さいが彼女の全身を覆った。


　身体が浮ういた。煌きらめきに包つつまれたまま、浮ふ揚ようしていた。目の高さまで上がる。
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　光がはじけた。彼女の身体から吹ふき出た微び細さいな光は空中でくるくる回ると、和樹に向かって突つっ込こんでくる。


「いいとも、さあ、こっちだ！」


　身体になにかが吸いこまれるのが分かる。ほぼ同時に変化が現あらわれた。


　力が入らなくなった。自分を構こう成せいしている肉や骨が崩ほう壊かいしていくのが知ち覚かくできる。それは皮ひ膚ふにも及および、粉こなのようにさらさらと崩くずれていった。


　喋しやべることももはやできない。目も見えなくなっていく。意い識しきが薄うすれていった。


「和樹さん……和樹さん！」


　遠くで誰だれかの声がする。


「死なないで……死んじゃ嫌！」


（夕菜……大だい丈じよう夫ぶ、治なおるよ……きっと）


「嫌です……わたしを、わたしを一人にしないでください！」


（ずっと……元気で……）


「いなくならないでください！　嫌あぁぁぁっ！」


　和樹の意識はそこで消えた。





　　　　◯





　目が覚さめた。


　ぼやけていたが、徐じよ々じよに視し界かいがはっきりしてくる。


　眼がん前ぜんに少女が立っていた。ずっと泣きはらしていたのか、真まっ赤かな目をしていた。


「和樹さん……」


　聞き慣なれた声。間ま違ちがいなく、夕菜のものだった。涙なみだで顔はくしゃくしゃだが、足元はしっかりしている。病びよう身しんではない。


「生きて……本当に？」


　よろ、と彼女は近寄る。


「よかった……」


　少女が胸むねに飛び込む。和樹は腕うでを回そうとして──空から振ぶりした。


　夕菜の姿すがたがなかった。目の前から消えていた。


「か、和樹さん？」


　後うしろから声がした。振り向くと、夕菜が尻しり餅もちをついたまま、呆ぼう然ぜんとこっちを見ている。


　和樹はあわてて全身をまさぐった。手て応ごたえがない。


　やりとりを眺ながめていた玖里子が目を丸くして、


「あんたさあ……もしかして」


　凜が黙だまって日に本ほん刀とうを持った。刃はは抜ぬかず、黒くろ鞘ざやで和樹の胴どうのあたりを薙なぐ。あっさりと通過した。


「これはまた……」


　紅尉が信じられないという風に、ゆっくり首を振る。


　しばらくの沈ちん黙もく。和樹はようやく口を開いた。


「僕……幽ゆう霊れいになったの？」


　少女三人と男性一人は、同時に頷うなずいた。





　和樹は必ひつ死しで記き憶おくをまさぐった。といっても、短時間なので大して覚おぼえているわけではない。


「変な笑い声がしたと思ったら、目が覚さめて、そしたら保ほ健けん室しつで、あれ？」


　混こん乱らんしていた。どこかで、また自分の分ぶん身しんを名な乗のる幽霊にあった気がする。


　なんだか分わからない。見かねて紅尉が口を出した。


「あの病気は君きみの魔力とともに消えた。それは間ま違ちがいないが、君自身が幽霊に取りつかれていたらしいな」


　どうもそのようだ。凜に斬きられながらも、身体からだに入り込んだのだろう。


「魔力がどう作さ用ようしたのかは不明だが、そのときどこかで君と幽霊が入れ替かわったようだな。肉体と幽霊の魂たましい……というのも変だが、とにかくそれが消しよう滅めつして、君が残ったようだ」


　感かん心しんしたように夕菜たちは聞いていた。が、和樹は別のことを考えていた。


　塵ちりになる寸すん前ぜん、体内の分身が強ごう引いんに出てきたのだ。そして病気に中ちゆう和わされ、自みずから消えていった。本当は自分がそうなるはずだったのだが、身み代がわりになっていた。


　どういうつもりで、自分を幽霊にして残したのかは分からないが──分身なりの優やさしさ、なのかもしれない。


　和樹は一人、幽霊の冥めい福ふくを祈いのった。


「じゃあ、和樹さんはこれからも一いつ緒しよにいられるんですね」


　浮うかれたような夕菜の声がする。


「しかし死んでいる部類には入るだろう。学校も在ざい籍せきさせてくれるかどうか」


　紅尉の言葉に、玖里子が腕うでを組む。


「そうね。それに身体がなきゃ、やることもやれないのよね。まいったわ」


「なんなら調ちよう伏ぶくしましょうか」


　凜が日に本ほん刀とうを持ち上げる。


「だめです！　せっかく助かったんですから！」


「あの……」


　おそるおそる、和樹は紅尉に訊きいた。


「肉体が戻もどるなんてことは……」


「そうだな。理り屈くつから言えば塵を集めてどうにかするのだと思うが」


　彼は開きっぱなしになっている窓まどを指さした。


「全部あそこから出ていった」


「ああ……」


　和樹はへなへなと崩くずれ落ちた。ずっとこのままでいろということか。幽霊だって？　なんてこった。


　玖里子が音を立てて手を合わせた。


「そうよ、塵を集めりゃいいじゃない。そうすればあたしとできるわけでしょ」


「どれだけ手て間まがかかるんですか」


　凜があきれる。


「あたしじゃなくて和樹が探さがせばいいのよ。そうすれば楽して欲よく望ぼう達たつ成せいよ。性せい欲よくは全すべてを凌りよう駕がするわ」


「勝かつ手てに決めないで下さい！　どうして玖里子さんと、そんなことしなければならないんですか！　和樹さんは……えーと、わたしとするんです！」


「ま。夕菜ちゃん大だい胆たんね。いいわ。誰だれが先にできるか勝しよう負ぶよ。当然凜も受けるでしょ」


「なんで私まで！」


　少女たちのやりとりを、和樹は頭を抱かかえながら聞いていた。


　紅尉が苦にが笑わらいをした。


「もてる男は大変だな」


　保ほ健けん室しつの外から、生徒の声がした。そう、平へい日じつの朝なのだ。


　葵あおい学園にチャイムの音が響ひびいた。


　授じゆ業ぎよう開始の合あい図ずであった。




　番外編　緑りよく門もん事件







　宮みや間ま夕ゆう菜なは目を開けると同時に、枕まくら元もとにある時と計けいの頭を押さえた。アニメのキャラクターが描かれている目め覚ざましは、少しだけ鳴なっておとなしくなった。


「……ちょっと早かったかな」


　ベッドの中で伸のびをして起きあがる。目をこするとパジャマを脱ぬぎ、軽くあくびをしつつ洗せん面めん所じよに向かった。


　顔を洗い、ついでなのでシャワーを浴あびる。女じよ子し寮りようである朝あさ霜しも寮には、各部へ屋やごとに風ふ呂ろがついていた。建けん築ちくするとき、生徒からの要よう望ぼうを大おお幅はばに取り入れた結果、こうなったらしい。完成してから一年たっていないので、故こ障しようもない。


　熱あつめにして全身にかける。意い識しきがはっきりした。


　髪かみをドライヤーで乾かわかすと、寮内専せん用ようのトレーナーを着きて食堂に向かう。和わ食しよくとパン食の二つが用意されていた。彼女はまかないのおばさんに挨あい拶さつをすると、ご飯はんを受け取った。


　朝早かったので食堂に人は少ない。ちょっと寂さびしかった。海外で暮くらしていたときは、習しゆう慣かんがあわなくて苦労している。会話もあまりなかった。だから楽しく食事をするのは好きだった。人は多い方がいい。


　ゆっくり食べると部屋に戻もどって、ハンガーに掛かけておいた制服を着る。それからちょっと考え、等とう身しん大だいの鏡かがみに映うつす。


　薄うすいブルーの制服に、赤あか紫むらさき色いろのタイが映はえている。スマートな身体からだにほどよく似に合あっていた。顔立ちはやや子供っぽいが、整ととのっている方だと思う。そういえば、グラビア誌しのアイドルになるべきだと勧すすめられたことがあった。可か愛わいいから、今すぐにでもなれると。


（──そうなのかしら）


　ぺろりと舌したを出した。登とう校こうの支し度たくに戻る。少しでもアイドルなんて考えた自分が恥はずかしかった。


　鞄かばんの中身を点てん検けんした。前日に用意はしてあるので問題はない。ただの確かく認にんである。


　軽くうなずくと部屋から出る。鍵かぎをかけると、一いつ緒しよに登校しようと思って、真ま向むかいの部屋に声を掛けた。


　扉とびらごしに「先に行ってて」と声がした。はっきりしない声だから、まだ寝ていたのだろう。


　ちょっと不ふ満まんげな表情をすると、あきらめて玄げん関かんに向かった。


　外はいい天気だった。靴くつを直しながら、男子の彩さい雲うん寮りようを見上げる。和かず樹きと同じような生徒が多いのか、静かだった。


　腕うで時ど計けいを見る。いつもより早めだった。これなら、多少遠回りしても間まに合うだろう。


　そう言えば昨日きのう、公園で紫陽花あじさいが咲さいていた。あれを見ていこう。そう考えながら、彼女は歩き出した。





　神かみ城しろ凜りんは、目め覚ざましが鳴なるちょうど一分前に目が覚めた。時計を持ち上げ、スイッチを切る。長ちよう針しんと短たん針しんだけの素そっ気けないアナログ時計は、なんの音も立てず彼女に従したがった。


「……ふむ。ぴったりだ」


　布ふ団とんから身体を起こす。凜はベッドが好きではない。フローリングの部屋もあったのだが、わざわざ畳たたみの和室を選えらんだ。いぐさの香かおりと、歩いたときの感かん触しよくが好きだった。


　掛かけ布団と敷しき布団を別々に畳たたんで押おし入いれにしまう。トレーナーに着き替がえると、洗せん面めん所じよで顔を洗った。


　頭ははっきりしていたので、儀ぎ式しきのようなものだ。少し考えてからシャワーを使う。わざと水を浴あびた。


　遊び人でもあるまいし、それほど朝あさ風ぶ呂ろは好きではない。しかし今日きようは、清せい潔けつ感かんへの欲よつ求きゆうが上うわ回まわっていた。手早くすませて食堂に向かう。


　食堂はかなり混こん雑ざつしていた。広く作られているので席に余よ裕ゆうはあったが、話し声が充じゆう満まんしている。人ひと混ごみをかき分けるようにして、朝食を受け取った。


　規き則そく正しく口に運ぶ。途と中ちゆうで同級生に声をかけられたが、軽く返事をしただけで食事に集中した。本ほん家けにいたころ、「食べているときに話をしない」としつけられたので、癖くせになっている。同級生もそれを知っているので、苦く笑しようしていた。


　部屋に戻もどり、前日に畳んでおいた制服を着る。きちんと折おり目めを正しくしていれば、しわになったりはしない。


　ちらと鏡かがみを見ると、自分が映うつっている。彼女は自分自身があまり好きではない。背が低くて童どう顔がんなので、中学生に間ま違ちがえられることがあるのだ。コンプレックスではなかったが、気にならないと言えば噓うそになる。


　軽く頭を振ふって外に出る。陽ひが射さしてまぶしかった。太陽を避さけるように、顔を背そむける。


　彩雲寮が目に入った。男子生徒の声がしていた。


　顔をしかめる。あれは式しき森もりだ。彼の魔ま法ほうによって男子寮と女子寮はくっついてしまい、そのままになっている。直なおすには経けい費ひがかかるという理由で、電気と水道を引き直しただけになっているのだ。元に戻そうという声も無ないわけではないのだが、このままでいいという声の方が強い。


　それが信じられなかった。男と女をこんなに近くしておくなんて、なにを考えているのだろう。間ま違ちがいが起こったらどうするのだ。金かねの問題ではないと思うのだが。


　凜は歩き出した。余よ計けいなことを考えてもしょうがない。ぼやぼやしていると遅ち刻こくをしてしまう。雑ざつ念ねんを追い出して、彼女は学校へ向かった。





　風かぜ椿つばき玖く里り子こは目め覚ざましがジャンジャン音を立てても起きなかった。しばらくさせるがままにしておき、それから手を伸のばす。


　デジタル時ど計けいを摑つかむと二、三回振る。それでも止やまないと分かると、壁かべに投げつけた。


　時計はぶつかり、床ゆかに落っこちて沈ちん黙もくした。蓋ふたが外はずれ、電池がはみ出していた。


「……うっわー、遅刻するかな、これ」


　腕うで時計に手を伸ばし、眺ながめてつぶやく。大口を開けてあくびをすると、ベッドから這はい出した。


　パジャマのボタンが全部外れている。昨さく晩ばん暑あつかったので、無む意い識しきのうちに脱ぬぎかけていたのだ。


　彼女は寝ね相ぞうが悪い。ベッドに入っていても、冷つめたい床を求めて落ちていることはしょっちゅうある。パンツにタオルケットだけで寝ていることもあった。ボタンをはめ直すこともせず、のそのそと洗せん面めん所じよに向かう。


　パジャマを脱ぎ捨すて、シャワーと洗せん顔がんとうがいをいっぺんにこなす。ぬるかったので浴よく室しつに寄りかかり、そのまま少し寝た。これがまたたまらない。


　服に着き替がえて食堂へ行った。がらんとしている。遅刻寸すん前ぜんなのだから当たり前だ。トーストとベーコンとサラダをもらう。


　サラダにマヨネーズをかけてベーコンを載のせ、トーストで挟はさむ。やけに厚あつくなったが、気にせずかぶりついた。


　食堂の入り口から同級生が顔を出し、「玖里子、また遅おくれるの？」と言ってきた。返事代がわりに中指を突つきだし、オリジナルサンドイッチを飲みこんだ。喉のどに詰つまりそうだったので、オレンジジュースを流し込む。


　部へ屋やに戻もどると下した着ぎを選び、乱らん雑ざつに積つみ上がっている制服を着る。袖そでがくしゃくしゃになっていたが、見なかったことにする。着替え終わってから、鏡かがみに自分を映うつした。


　長身なので首から上が切れていた。後うしろに下がる。スタイルのいい肢し体たいが眼めに飛び込んだ。


　かなり大人おとなびていた。自分でも、高校生にしては美形だと思う。そのわりにはナンパはされない。逆に男が道をあけるくらいだ。威い圧あつ感かんでもあるのだろうか。モデルにならないかとスカウトされたことはあるが、高校生だと知ると驚おどろかれた。


　ふんと鼻はなを鳴ならし、鞄かばんを持つ。中身は点てん検けんしない。部屋を飛び出した。


　外には男子が多くいた。寝ね坊ぼうは男の方が得とく意いのようだ。どいつもこいつも眠ねむそうである。


　ざっと見渡したが、和樹の姿すがたがなかった。昨日きのう「あたしと一いつ緒しよに登とう校こうすること」と伝つたえておいたのだが、どこにもいない。


　まだ寮りようにいるのかもしれない。寝過ごしたのか、警けい戒かいしているのか。隙すきをみては押し倒たおしているので、用心深くなっているようだ。


　自分が遅刻しそうなので、待ってはいられない。乱みだれた髪かみを直しつつ、寮の門を抜ぬける。


　それにしても、あたしの誘さそいを拒きよ絶ぜつするなんてどうかしてるわね。待ち伏ぶせでもしてやろうかしら。そう思いつつ、早足で学校に向かった。





　　　　◯





　夕菜は公園の側そばを歩いていた。道に沿そって紫陽花あじさいが咲さいている。朝日に照てらされて、花か弁べんが濡ぬれたように光っていた。


　なんとなくうきうきした気分になる。彼女は花が好きだった。咲いているのを見ているだけで楽しい。やっぱり和樹さんも連つれてくればよかったかな、と思った。


　和樹にはどうも避さけられていた。嫌きらわれているわけではないのだが、「忙いそがしい」とか「眠い」という理由で、登とう下げ校こうを一緒にしてくれないのだ。


　彼女としては結けつ構こう不ふ満まんである。おかげで一人で歩いていることが多い。どうやら照れているようなのだが、わたしといるのがそんなに恥はずかしいことなのかしら、と思ってしまう。


　今まで二人っきりで歩いたことはそんなにないし、デートもしていない。たまにはどこかに行きたくなる。静かで、景け色しきの綺き麗れいなところがいいな。少しくらい遠くても、泊とまりで行っちゃいたい。もちろん他ほかの人には内ない緒しよで。そうして、もしかしたらそこで刺し激げき的てきなことが……でも和樹さんは奥おく手てだから、わたしがリードしないと。どうしよう、やっぱり大だい胆たんな服ふく装そうが必要かしら。いっそ力ずくで……。


「夕菜ちゃーん」


　声をかけられ、彼女は慌あわてて妄もう想そうをうち消した。


　首くび筋すじに汗あせをかきながら振り向くと、スポーツマンタイプの男が立っていた。


「あ、おはようございます」


　夕菜はぺこりとお辞じ儀ぎをした。


「今日きようは早いんですね」


「目が覚さめたんだ。ぶらぶら歩いてた」


　男は彼女の横に並ならんだ。


　彼はＢ組の生徒で、名を仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこという。背が高く、涼すずしげな目め元もとをしている。着き崩くずした制服がよく似に合あっていた。


「一人なの？」


　仲丸が訊きいた。


「はい。わたしも早く目が覚めましたから、遠回りしました」


「そりゃ奇き遇ぐうだ」


　はっはっはと笑う。ナンパ男にありがちな、嫌いやな感じがしない。さわやかな外がい見けんをしているため、自然な笑顔が印いん象しように残る。


「一緒に行かないか？」


「いいですよ」


　二人は歩こうとした。すると、肩かたを叩たたかれた。


「夕菜」


　同じ制服を着きた女子高生だった。肩にかかるくらいの髪かみをした、知ち的てきな少女である。同級生の松まつ田だ和かず美みだ。


　彼女は少し意外そうな顔をしていた。


「どうしたの、寄り道？」


「ええ、ちょっとだけ……」


「ふーん」


　和美は二人の間に割わって入った。


「じゃあ、二人で登校してたんだ」


「はい」


　無む邪じや気きに夕菜は返事をする。和美は「へーえ」とか言いながら、仲丸の手をがっしと握にぎった。


「仲丸君たら、夕菜とアベックで歩くなんて、妬やけちゃうな」


「そうかな」


「そうよ。クラスのみんなに知れたら、大おお騒さわぎになるわよ」


　冗じよう談だんめかした声だったが、目つきが違ちがっていた。ぎりぎりと手首を締しめ上あげる。彼女は低い声を出した。


「条じよう約やくを忘わすれたんじゃないでしょうね」


「おいおい、忘れるわけないじゃないか」


　仲丸は笑いながら振りほどこうとするが、指ゆび先さきが食い込んで離はなれなかった。額ひたいに脂あぶら汗あせが浮うかぶ。


　条約というのは、「宮間夕菜に手を出さない、誘さそわない、告こく白はくしない」という取り決めのことである。転校当初、彼女を巡めぐってトラブルが起こったため、Ｂ組内で交かわされたのだ。夕菜は男女問わず人にん気きがあるので、全員強きよう制せいとなった。


　決められた後も何度か抜ぬけ駆がけじみたことがあったが、表面的には平へい穏おんになった。もっともこれは遵じゆん守しゆしているのではなく、牽けん制せいしあって手が出せないのである。


　なにしろＢ組の生徒ときたら、自分の幸こう福ふくにはいくらでも溺おぼれたいくせに、他人の幸福は見ると気を失うしなってしまう連中である。条約なんかすぐにでも破やぶってしまいたいが、他者に口こう実じつを与あたえるのが嫌いやなのだ。そのため、互たがいが互いを監かん視しするという、警けい察さつ国こつ家かもびっくりの治ち安あん維い持じがおこなわれていた。


　むろん仲丸も和美もＢ組にどっぷりなじみ、率そつ先せんしてひねくれ街かい道どうを驀ばく進しんしている。おまけに「抜け駆けこそ我わが人生。でも他人にやられるのは屈くつ辱じよく」のタイプであった。


「仲丸くーん。どうするつもり、これ」


　和美は脅おどすように言った。


「松田、俺おれはたまたま夕菜ちゃんに出会っただけだ。これは偶ぐう然ぜんで事じ故このようなものだろ。罰ばつ則そく規き定ていには盛もり込まれていなかったはずだ」


「へー、あなた、昨日きのうから夕菜の行動をチェックしていたでしょ。今日きようも物もの陰かげから夕菜がどこから学校に行くか、見み張はっていたじゃない」


　仲丸が口元を引きつらせた。


「うっ……てめえ、監視してやがったのか」


「人聞きの悪いこと言わないで。義ぎ務むよ、義務」


「プライバシーの侵しん害がいだろうが……。生徒会に告こく発はつしてやるぞ」


「なに言ってんだか。Ｂ組私し設せつ法ほう廷ていに立たすわよ」


　どちらも夕菜に悟さとられないよう、顔はにこやかであった。会話も小声である。だが恫どう喝かつは止やめなかった。


　仲丸としては、夕菜に手を出そうしたことがバレたので立場が悪い。悪あく意いのない、クラスメートとしての好こう奇き心しんを装よそおおうとしていた。もちろん和美は条約を盾たてに揺ゆさぶりをかける。


　二人の脅きよう迫はく合がつ戦せんは一いつ向こうに終わらなかった。口止めにいくら払はらうか、という話にすらなっている。なにも知らないサラリーマンが、不ふ思し議ぎそうな顔をして通り過ぎていった。


「あのー。お二人とも、どうなさったんですか？」


　夕菜は心配そうに尋たずねた。彼女は自分のことになるとかなり鈍にぶい。自分のクラスで起こっていることが、よく分かっていなかった。


「ううん、なんでもないわよ」


「そうそう、なんでもない」


　二人とも手を握にぎりあって答えた。仲がいいのではなく、魔法を使えなくするためである。


「じゃ、三人で一いつ緒しよに行きましょうか」


「……そうだね」


　仲丸が賛さん成せいする。しかし和美は、


「三人だけじゃないわよ」


　その言葉とほぼ同時に、あちこちから葵あおい学園の生徒が現あらわれた。


　出るわ出るわ。植うえ込こみや塀へいの向こう、郵ゆう便びんポストの陰かげに屋や根ねの上、あげくはマンホールの中から出しゆつ現げんする。おまけにどいつもこいつも他者を警けい戒かいしていて、目が据すわっているときた。


　もちろん全員、Ｂ組の生徒であった。


　夕菜はぽかんとし、仲丸は「やりやがったな……」と毒どくづいた。


「あの……。みなさん、どうして」


「偶ぐう然ぜんよ。今日はみんな、この道を通って学校に行きたかったの。ね、仲丸君」


「……そう、そう」


　彼は渋しぶ々しぶうなずいた。


「まさかみんなして夕菜の行動を見張っていて、仲丸君が抜ぬけ駆がけしたから出てきたなんてことはないわよ。そのせいでクラスの緊きん張ちよう度どが上がったなんてこともね」


「はあ……」


　なんだか分からず、夕菜はとりあえずにこにこした。Ｂ組の連中は、苦にがり切った顔で互たがいを威い嚇かくしあっていた。


「じゃあ、みんなで行きましょう」


　とりあえず夕菜は言って、歩き始める。全員、無む言ごんでついていった。





　凜は銀杏いちよう並なみ木きを歩いていた。葵学園までの通学路として、よく利用される道である。ときおり枝えだが、風でかさかさ揺ゆれていた。


　前方を見み据すえ、規き則そく正しい歩ほ調ちようで歩く。よそ見はしない方だ。背せ筋すじを伸のばしているので、低身長にも拘かかわらず、威い厳げんがあるように感じられた。


　前の方を歩く、男子生徒たちの会話が聞こえてきた。昨日きのう見たテレビがどうのこうのというたわいもない話だ。


　男子の声がなんとなく頭に残る。するとなぜか、和樹のことが思い浮うかんだ。


　今け朝さ、寮りようで声を聞いたから、思い出したのだろう。慌あわてて想像を振ふり払はらう。しかし、どういうわけか和樹の顔は、意い識しきの底に引っかかって取れなかった。


（馬ば鹿かな……）


　自分自身に驚おどろいた。彼女はこれまで浮いた噂うわさの一つもなく、ついでに彼かれ氏しもなく、およそ異い性せいには乏とぼしい環かん境きように身を置いていた。肉にく親しん以外の男性とは、事じ務む的な会話しかしたことがなく、ましてや「気になる男」なぞいるはずはない。


　そのはずであった。


　そもそも和樹に近づいたのは本ほん家けから言われたためであって、彼女自身はまったくその気がない。男というのはもっと精せい悍かんであり、力強く、寡か黙もくなものだ。あんな勉強も駄だ目めならスポーツも駄目、マイナス点を抜き出して形にしたようなタイプは、もっとも嫌きらうところである。願い下げだ。


　足取りが荒くなった。ずんずん突つき進む。


　一いつ刻こくも早く忘れたかった。確たしかに駿しゆん司じとの件では世せ話わになったりもした。「もしかしたら、男らしいところがあるのでは」と考えたこともある。だがそんなのは気のせいだ。あんなやつに男として誇ほこるべきところがあるはずはない。ないのだ。


　ふと、顔を上げた。


　気け配はいがする。和樹のことで頭が一いつ杯ぱいだったとはいえ、研とぎ澄すまされた勘かんは鈍にぶっていなかった。誰だれかがいる。


　謎なぞの人物の注意はまっすぐこっちに向けられていた。


　凜は竹刀しない袋ぶくろをほどいた。日に本ほん刀とうの柄つかを握にぎる。


　気け配はいの主ぬしはすぐに見つかった。銀いち杏ようの樹きの陰かげだ。人影が伸のびている。誰かは知らないが素人しろうとのようだ。


　すうっと腰こしを落とす。すり足になった。


　先手を打つか。いや、相手にやらせよう。敵てきのエモノが知りたい。よほど腕うで利ききでない限り、かわす自信はあった。


　ゆっくりと近づく。影が揺ゆらめいた。


「──っ！」


　影が飛び出した。凜は居い合あいの要よう領りようで剣けんを抜ぬこうとして……。


　立ち止まった。


　口を半開きにして目の前を見つめる。葵学園の女子生徒がいた。三年生の徽き章しようをつけている。


　彼女は手紙を差し出していた。


「あの……こ、これ……読んでくれないか」


「……は？」


　つい受け取る。手紙を渡した三年生は、ダッシュで走っていった。


　凜は茫ぼう然ぜんとしたまま、手紙を見た。ピンク色の便びん箋せんで「神城凜様」と書いてある。裏うら返がえすと、ハートのシールで封ふうがしてあった。


　胸むねに複ふく雑ざつな想おもいが渦うず巻まいた。なんとなく開かい封ふうしたくなかった。


　それほど知られていないが、凜は学校で密ひそかな人にん気きを誇ほこっている。しかも男子ではなく、女子に人気があるのだ。剣の腕前とストイックな言げん動どうから、あこがれの混まじった視し線せんを送ってる者が多い。彼女はときどき剣けん道どう部ぶから助すけっ人とを頼たのまれることがあるのだが、その試し合あいを見に行こうとツアーが組まれることすらある。おまけになぜか、上級生からの告こく白はくが多い。低身長と、可か愛わいらしい顔立ちのためだろう。


　告白と言ってもまじめに愛を語るものではなく、「仲良くなりたい」「妹いもうとになって欲ほしい」といったたぐいだが、それでも複ふく雑ざつな気分になるのは変わりなかった。


　凜は無む茶ちやなお遣つかいを言いつけられた子供のように、立ちつくしていた。手紙に目を落とす。


　深々とため息をついた。とっておいてもいいが、部へ屋やにはこんな手紙が段ボール一つ分あるのだ。どうしたものか。


　人としてどうかと思うが、捨すててしまうのも手かもしれない。いや、やはりそれは不ふ誠せい実じつだ。読まずにとっておいた方がまだましだ。さんざん迷まよった末すえ、あたりを見回す。そこで、


「……ひっ！」


　悲ひ鳴めいを上げた。今初めて気づいた。


　周しゆう囲いを生徒が取り囲かこんでいた。凜を中心に、何人もの女子がいる。


　三年生が多かったが、二年、一年の顔も見えた。全員眼めがピンク色だ。


　彼女たちは一人の例れい外がいもなく、手紙を持っていた。


「あ……あ……」


　静かな恐きよう怖ふ感かんのようなものが、彼女を包つつんだ。凄すごい迫はく力りよくである。ヤクザの集団に囲まれても、ここまで怖こわくはないだろう。


　女子生徒たちは声も立てない。機会をうかがっているのだ。誰だれかが手紙を差し出したら、我われも我もと群むらがってくるだろう。


　凜はうつむいた。視し線せんを外はずさないと、なにが起こるか分からない。


　手紙は鞄かばんにしまった。もう開けることもできない。心を落おち着つかせ、慎しん重ちように歩き出す。


　女子の環わの一いつ角かくが崩くずれ、彼女を通した。


　うつむいたまま道を進む。後こう方ほうからは足音がする。ついてきているのだ。そのくせ話し声もしない。


　視線を背中に受けながら、歩き続けた。


　心しん臓ぞうがゴムボールのように弾はずんでいる。こんなに緊きん張ちようしたのは初めてだ。走って逃にげたいが、その瞬しゆん間かんスタンピードが起こりそうだ。


　泣きたくなった。どうしてこうなったのだ。ちょっと考えごとをしていたらこの有あり様さまだ。やはり男のことなんか思い浮うかべていたのがいけなかったのだろうか。邪じや念ねんに惑まどわされるなと。


　すると悪いのは式森ではないのか。あの男が現あらわれてから、どうも調ちよう子しが狂くるう。無用なトラブルに巻き込まれてばかり。今日もこの有様である。今まで心を乱みだされたことなんかなかったのだ。


　やはり奴やつはゆるせん、と凜は思った。しかるべき報むくいを与あたえねばならぬ。奴と、奴をかばう者もみな同どう罪ざいだ。


　そう思いこむと、心もやや軽くなった。彼女は決意も新たに、学校へと向かった。





　玖里子は近道を使っていた。住宅が密みつ集しゆうしているところで、人一人がやっと歩けるような小道である。塀へいの上に座すわった猫ねこが、興きよう味み深ぶかげに眺ながめていた。


　彼女は背が高く大人おとなの雰ふん囲い気きを漂ただよわせているので、制服があまり似に合あわない。中にはそれがいい、という男もいるが、今はゴミが散ちらかっている裏うら道みちを歩いていた。ファンも多少は幻げん滅めつすることであろう。


　早く抜ぬけようとして、放ほう置ちされていた鉄てつ板ぱんにつまずいた。どこかで工事した残りが、投とう棄きされたままになっていたのだろう。転ころびそうになり、民みん家かの壁かべで身体からだを支ささえた。


　危あぶない危ない。余よ計けいなことを考えていたら、足元がおろそかになった。


　余計なこととは、もちろん和樹のことである。近ちか頃ごろ彼女の関心は、彼に集中していた。


　玖里子の目もく的てきは和樹の身体である。それ以外はいらないし、欲ほしくない。ところがこれが、意外と難むずかしいのだ。


　動どう機きが不ふ純じゆんすぎるので誘さそいに乗らない、ということもあるが、そもそも女性を避さけているのだ。とりわけ玖里子からは逃げ回っていた。なにしろ悲ひ鳴めいをあげて涙なみだまで流すのである。恥はじも外がい聞ぶんもない。


　もちろん彼女は、そんなことでひるんだりはしなかった。手こずる方が燃もえるのだ。和樹のようなウブな反はん応のうを示しめす男の子は久ひさしぶりである。闘とう争そう心しんに火がつきっぱなしであった。


　和樹は抵てい抗こうしているけど、それもそろそろ終わりよ。玖里子さんをなめちゃいけないわ。押し倒たおして縄なわで縛しばって地下室に閉じこめて、それからゆっくりと調ちよう教きよう……いや、コミュニケーションしなきゃ。道具を用意して、奇き妙みような形のお馬さんに乗せて、ドラゴンマガジンにもとうてい書けないようなことを……ふふふふ。


　計画を立てていたら裏道が終わった。大通りに出る。


　そこに男が待っていた。


　葵あおい学園の三年生である。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけた、地じ味みな感じの生徒だ。人ひと混ごみにすぐ紛まぎれるタイプだろう。


　彼は玖里子を見つけると、腰こしを折おった。


「お待ちしておりました」


　まるで召めし使つかいのような挨あい拶さつを、彼女は平へい然ぜんと受け取った。


「どうしたの、朝っぱらから」


「ご報ほう告こくがあって、まいりました」


「そ」


　玖里子は肩かたをすくめた。


「歩きながら聞くわ」


　学校への道をとる。男は斜ななめ後こう方ほうからついてきた。


　彼は玖里子の部下である。控ひかえめで目め立だたないこの男こそ、彼女がもっとも信しん頼らいする生徒会の機き関かんに所しよ属ぞくしていた。


　玖里子は生徒会の役員ではないため、本ほん来らいはなんの権けん限げんもない。だが周しゆう知ちのように、真しんの実力者であった。彼女はポリティカルゲーム好きの性格から、生徒会に関係するや得え体たいの知れない情じよう報ほう網もうを作り上げ、存ぞん分ぶんに活かつ用ようして今の地ち位いを築きずいたのである。


　この男はその情報網を担になっている。玖里子の手足となって教きよう師し側の行動、他校の行動を監かん視ししているのだ。


　もちろん日ひ頃ごろは姿すがたを見せない。なのに出しゆつ現げんしたということは、なにか玖里子の判はん断だんが必要になったということであった。


「なにが起こったの」


「はっ。設楽したらヶが原はら高校の生徒会が、活動を再開した模も様ようです」


「……なに？」


「各かく省しよう庁ちよう、大学に働きかけています。卒そつ業ぎよう生せいを送り込んで、影えい響きよう力りよくを確かく保ほしようという狙ねらいでしょう。すでに副会長が都内の大学を訪ほう問もんしていることが確かく認にんされています」


　玖里子は小さく舌した打うちした。


　設楽ヶ原というのは、葵学園と同じく魔ま術じゆつ師し養よう成せいの高校である。同じ時期に創そう立りつされたため、互たがいにライバル心を持っていた。


　葵学園の卒業生がもっぱら民みん間かんに行くのに対し、設楽ヶ原は官かん公こう庁ちようへ行くことが多い。そのため、社会への影響力と知ち名めい度どで、向こうがやや有利であった。


　ところが玖里子が入学して以い来らい、葵学園の知名度は劇げき的てきに上がった。彼女が様さま々ざまな手しゆ段だんを駆く使しして働きかけたためである。危き機き感かんを覚おぼえた設楽ヶ原高校は、生徒会を中心に近きん隣りんへの宣伝プロパガンダ、スカウトを行おこなった。


　玖里子はこれを宣せん戦せん布ふ告こくと受け取り、合ごう法ほう、非ひ合法を問わず攻こう撃げきを開始。設楽ヶ原の特別暗あん殺さつ隊たいを相手に激げき戦せんを繰くり広げ、これに勝利した。


　敗はい北ぼくした設楽ヶ原生徒会は活動休きゆう止し状じよう態たいに追い込まれ、葵学園の（というか玖里子の）覇は権けんが確かく立りつしたのである。


　なのに、また活動を始めたという。


「気に入らないわね」


「はい。明めい白はくな協きよう定てい違い反はんです。これを盾たてに都と高こう校こう連れん絡らく協きよう議ぎ会かいに諮はかることも可能ですが……」


「あんな面めん倒どうくさいところに持ち込まなくていいわ。時間ばっかりとられるわよ。とりあえず監かん視しを強化して。なんなら二、三人捕つかまえて尋じん問もんしなさい」


　高校生とは思えない命めい令れいを下くだす。男は動じず「分わかりました」と言った。


「設楽ヶ原には当方のエージェントが潜もぐり込こんでいます。いざとなったら、向こうの教師のキャバクラ乱らん交こう写しや真しんがありますので、それを使うことも可能かと」


「切きり札ふだはちらつかせるだけにしなさい。大人おとなしくしてりゃなにもしないって、向こうも知ってるんだから」


「承しよう知ちしました。あと、玖里子様の登とう下げ校こうに護ご衛えいをつけます」


「あたし？」


　彼女は自分を指さす。


「はい。葵学園の弱じやく点てんは、玖里子様そのものです。なにかありましたら、生徒会機き能のうそのものが停てい止しします」


　そうかしら、と言ったものの、そんなことくらい彼女も分かっていた。


　葵学園の生徒会は、玖里子の操あやつり人にん形ぎようである。実じつ権けんは彼女がたった一人で握にぎっていた。これは利点であると同時に欠けつ点てんでもある。トップダウンで命令が下しやすいのだが、情じよう報ほうから予よ算さんまで過か度どなまでに集中しているので、いなくなるとどうしようもなくなるのである。


「あたしの身み柄がらを押さえるなんてこと、どこの高校もしないでしょ。そうなったら本当に戦争よ」


「万が一です」


　男は静かに言った。玖里子はため息をつく。彼は頑がん固こなまでに任にん務むに忠ちゆう実じつである。手て配はいをすませてから会いに来たに違ちがいない。おそらく、すでにえり抜ぬきの生徒たちを配しているだろう。


　彼女は了りよう解かいの印しるしに、片手を上げた。


「ま、好きにしなさい」


「はっ。お任まかせを……ところで、なにか楽しいことでもございましたか」


「なんで」


「その……さきほど、にやにやしてらしたので」


「うるさいわね」


　玖里子はほんの少しだけ頰ほおを赤くすると、早歩きになった。





　　　　◯





　夕菜がＢ組のお供ともをつれて校門に着ついたのは、定時の五分ほど前であった。寄り道をしていたり仲丸たちと話をしていたので、ちょっと遅おくれたようだ。


　向こうには玖里子の姿すがたが見えた。走ってはいないが、急いで来たらしい。手を振ふって、挨あい拶さつしている。


　夕菜は会え釈しやくをした。彼女が来るのを待つ。


　玖里子は走って近寄ってきた。


「ありがとう。待っててくれて。でも珍めずらしいわね、夕菜ちゃんがこんなに遅おそいなんて」


「ちょっと遠回りしましたから」


「へえ……」


　玖里子は返事をした。それから振り返ると、変な顔をする。


「どうしました？」


「いや、あれ、夕菜ちゃんのクラスの連中？」


「はい。みんな一いつ緒しよに登とう校こうしました。色々お話できて、楽しかったですよ」


　にこやかな表情をする。玖里子は複ふく雑ざつな顔をしていた。


「ふーん、ま、いいけど……。中入ろうか、鐘かねが鳴なっちゃう」


「ええ」


　二人は敷しき地ちに入ろうとした。次の瞬しゆん間かん、ただならぬ気け配はいに、思わず眼めを見み張はった。


　校門、緑みどり色いろの鉄門に、凜が寄りかかっていた。緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせて、虚こ空くうを見つめている。


　それだけならいい。その周しゆう囲いには多数の女子生徒が群むらがっているのだ。みな教きよう祖そを慕したう信しん徒とのように、じっとしている。


　どうにもその様よう子すに違い和わ感かんがあった。女子たちは明らかに凜の一いつ挙きよ一いち動どうにうっとりしているのだが、肝かん心じんの彼女がまるで無む視ししているのである。もっとも気にしないというより、無む理りして知らないふりをしているように見えた。


　恐おそる恐る、夕菜が声をかけた。


「あの……凜さん？」


「おはようございます」


　妙みように無む機き質しつな声が返ってきた。


「いったいなにが……」


「なんでもありません」


「でも女の人がいっぱい」


「どうかお気になさらずに」


　彼女はぎくしゃくした動きで夕菜の背はい後ごを眺ながめた。片かた目めを細める。


「ところで、式森はどこに」


「和樹さんは、もう少しで来ると思いますけど……」


「そうですか」


　それだけ言うと、刀かたなの鞘さやを握にぎりしめた。その雰ふん囲い気きに、嫌いやな予感がした。


「……和樹さんに、なにをするつもりですか」


「知れたことです。斬きります」


　凜はきっぱりと言い切った。


「き、斬るって……」


「あのような男に生きてる価か値ちはありません。さんざん私を悩なやまして、頭から離はなれなく……あ、いや。とにかく、生かしてはおけません」


　決けつ意い表ひよう明めいというよりは、悩なやみをうち明けているような感じだった。それでも、今にも刀を抜ぬきそうにしている。


　夕菜はしばらく眼めをぱちくりさせていたが、やがてみるみる顔を紅こう潮ちようさせた。


「……凜さん、どういうことですか、それ」


「言った通りです」


「和樹さんを危き険けんにさらすようでしたら、わたしだって許ゆるしませんよ」


「……ほう。私と立ち会いますか」


「もちろん、そのつもりです」


　夕菜は手のひらを上に向けた。小声で精せい霊れいの名をつぶやく。


　光の粒つぶが現あらわれた。それらは一点に集中して、球を形作っていく。きらめきは、徐じよ々じよに大きくなっていった。


　凜も日に本ほん刀とうを抜いた。鋼こう鉄てつの刀とう身しんが、青白く光っている。


「和樹さんに手を出す人は、許しません」


「式森をかばうのなら、あなたとて同どう罪ざいです」


　二人は向かい合った。殺さつ気きを相手に浴あびせ、戦せん闘とうの火ひ蓋ぶたを切ろうとしていた。


　そこで玖里子が言った。


「ちょっと、なんてことしてんのよ」


　彼女はさも呆あきれたように首を振った。


「男でトラブルなんてみっともないわよ。ましてや魔法なんか使って」


　ばかばかしい、といった口く調ちようだった。夕菜と凜は、牽けん制せいしつつその言葉を聞く。


「でも……」


「ですが……」


「いいこと。こんなところで争あらそっても無む駄だでしょ。だいたいご近所に迷めい惑わくかかるじゃない」


「はあ……」


「確たしかに……」


「あんたたちだって仲いいんだから、もう止やめなさい。分わかった？」


「……はい」


　二人はしゅんとして、魔法を解とこうとする。玖里子は満まん足ぞくげに、


「いい子たちね。じゃあ和樹はあたしがいただくわ」


　その自信満々な言葉に、夕菜は飛び上がった。


「なっ、なんでですか！」


「あんたたちの和わ解かいの手助けをしたんだから、当然じゃない。手て数すう料りようよ」


「そんな料金がありますか！」


　再ふたたび精霊を呼よび集めた。光が復ふつ活かつする。


「またいやらしいことをするんでしょ！」


「当たり前よ」


「そんなの駄だ目めですっ！」


　夕菜は叫さけんだ。凜も刀かたなを構かまえ直している。


「玖里子さんまで、式森に毒どくされましたか」


「あたしは自分に忠ちゆう実じつなだけよ」


「見み損そこないました。ならば、私の敵てきです」


　三人は、等とう間かん隔かくに距きよ離りをおいて対たい峙じした。正三角形の頂ちよう点てんに立ち、いまにも飛びかからんとしている。火ひ花ばなが見えるようだった。


　夕菜が精霊を従したがわせ、凜が剣先を向け、玖里子は霊れい符ふを取り出す。緊きん張ちよう感かんは危険なまでに高まった。やがて──


「破はっ！」


　裂れつ帛ぱく一いつ閃せん。凜の刀が振ふり下おろされた。切っ先から衝しよう撃げき波はが生まれ、玖里子の霊れい符ふに襲おそいかかる。


　紙の破やぶける音がして、霊符が真まっ二ぷたつに裂さけた。


「やるわね！」


　玖里子は跳とびすさり、新たな紙し片へんを取り出す。紙は空中で人の形になり、凜に向かっていった。


「くっ」


　彼女は手首を返し、襲しゆう撃げきしてくる紙人形を次々に撃げき退たいする。あたりは千ち切ぎれた紙切れで一いつ杯ぱいになった。視し界かいも白く染そまる。


「隙すきあり！」


　夕菜の手から光こう球きゆうが飛んだ。一直線に凜へと突つっ込こんでいく。


「もらいました！」


　だがその光球は命中せず、寸すん前ぜんで砕くだけ散ちった。


　凜の背はい後ごに、遠巻きにしていたはずの女子生徒たちがいた。彼女たちが防ぼう壁へきを張ったのである。


　少女たちは一いつ斉せいに叫んだ。


「凜の敵は、私たちの敵よ！」


　全員目つきが真しん剣けんだ。それぞれ魔法を発はつ動どうさせ、攻こう撃げきしようとする。


　二人は思わずひるんだ。個人の魔力で考えれば夕菜たちの方が上だが、数が全然違ちがう。パワーバランスが大きく傾かたむいた。


　と、玖里子の前に、どこからともなく大おお柄がらな学生が現あらわれた。


「玖里子様、お下がりください」


「あ、あんたたち」


　ぞくぞくと姿すがたを見せ、彼女を取り囲かこむ。身しん辺ぺんを護ご衛えいしていた、生徒会の情じよう報ほう部ぶ員いんであった。人数はそれほど多くないが、一いつ騎き当とう千せんの強つわ者ものである。


「玖里子様にもしものことがあってはなりません。ここは我われ々われが倒たおします」


「いや倒すって、ちょっと……」


　戦せん闘とう再開。


　さっきまでの個人の戦たたかいと違って、集団戦闘となった。どっちの陣じん営えいも攻撃魔法を唱となえ、相手を無力化しようと励はげんでいる。あっという間まに、エルアラメインかプロホロフカかという戦闘騒そう音おんが立ちこめた。


　凜の女子生徒たちは数を頼たのみに攻撃を仕し掛かけるが、テクニックで生徒会情報部員の方が上うわ手てであった。場ば数かずを踏ふんでいるためである。時間だけが過ぎていく。なかなか決けつ着ちやくがつかない。


　となると、自然と矛ほこ先さきは夕菜に向けられた。


　彼女だけは味み方かたがいない。倒しやすいところから狙ねらうとばかり、攻撃魔法がいくつか飛んだ。


　自分に向かってくる火の玉を見て、夕菜は悲ひ鳴めいを上げた。


「きゃああっ！」


　その火の玉は、別方向からの水流によってかき消された。


「ふっ、俺おれたちを忘れてもらっちゃ困こまるぜ」


　立ちふさがったのは、仲なか丸まるであった。


「Ｂ組のアイドル、夕菜ちゃんを泣かすような奴やつは、この俺が許ゆるさねえ。どいつもこいつもまとめてかかって……ぐほっ！」


　仲丸は台詞せりふを最後まで言うことができず、転てん倒とうして、顔を打ちつけた。


「かっこつけてんじゃないわよ！　あんた、また抜ぬけ駆がけしようっての!?」


　足を引っかけた和美が怒ど鳴なっていた。


「うるせえ、なんてことしやがる！　ちゃんと俺たちって言ったろうが！」


「そのあと俺って言ってたじゃない。ここでいいこと見せて、夕菜に好こう印いん象しようを与あたえとくつもりでしょ！」


　見み透すかされた仲丸は、やけくそのように叫さけぶ。


「それがどうした！　邪じや魔まする気か！」


「当たり前よーっ!?」


　Ｂ組が戦闘に加わった。


　ただし、凜にも玖里子にも攻撃していない。この期ごに及およんで仲丸が夕菜を狙ねらいだしたので、同どう士し討うちを始めたのだ。


　仲丸が和美と戦たたかい、そこに他の連中が加わって壮そう絶ぜつなバトルが繰くり広げられる。もともと猜さい疑ぎ心しんで膨ふくれあがっていたので、同じくクラスだろうとまったくためらいはない。宗しゆう教きようの異い端たんと同じで、身内がいちばん憎にくいのである。


　おまけに強力すぎて禁止されているような魔法も、先手を打たなければこっちがやられるとばかり、遠えん慮りよなく使い出した。竜たつ巻まきが荒れ狂くるい、召しよう喚かん獣じゆうが咆ほう吼こうする。


　それを見て、凜の陣じん営えいも玖里子の陣営も戦いをヒートアップさせる。戦闘の余よ波はで周しゆう囲いの民みん家かはぎしぎし音を立て、空気は暴ぼう風ふう雨うのように荒れた。様よう子すを見に来た住民があおりをくらい、どこかに飛ばされていく。もはや個人の決けつ闘とうではすまないレベルに達しつつあった。


　夕菜は逆に、急激に興こう奮ふんが冷さめていった。予想外のことが続けざまに起こったので、むしろ冷れい静せいになりつつあった。


　そうしてみると、戦闘の渦か中ちゆうにいるのが危き険けんに思えてくる。頭を抱かかえ、身体からだを低くして戦闘地ち域いきから抜ぬけ出した。


　校こう舎しやの方へと這はっていく。前方には同じようにしている玖里子がいた。


「夕菜ちゃん、こっちこっち」


　彼女が手て招まねきした。夕菜と同じで、怒いかりはどこかへ消え去ってしまったようだ。


「凄すごいことになっちゃったわね」


　人ごとのようにいう。隣となりには凜もいた。


「どうしましょう……」


「あたしたちが発ほつ端たんなんだから、なんとかしないとね」


　しかし、どうしていいのか見けん当とうもつかない。


　戦闘はますますエスカレートし、あちこちで爆ばく発はつが起こっていた。さすがに学校側も気づいて、拡かく声せい器きを持った教師が怒ど鳴なっている。しかし誰だれも止めようとしない。


「どうしたもんかしら」


「わたしたちも説せつ得とくしましょうか」


「……あっ、あれ」


　凜が空中を指さし示しめした。


　彼女の指の方向に、雨あま雲ぐものようなものが漂ただよっていた。急激に大きさを増まし、稲いな光びかりを放はなっている。


「ちょっとあれ、しゃれになってないわよ」


　玖里子が悲ひ鳴めいを漏もらす。Ｂ組が集団で呪じゆ文もんを唱となえているのだ。気き化か爆ばく弾だんと同じように、猛もう烈れつな破は壊かい力りよくをもたらす魔法である。


「みなさん、止やめてくださーい!?　逃にげてー!?」


　夕菜が叫さけんだ。それに気づいたか、何人かが頭ず上じようを指さし騒さわぎ出した。


　だが雲は十じゆう分ぶんな大きさになり、少しの間漂うと、すとんと落らつ下かした。


「あーっ!?」


　生徒の悲鳴が交こう錯さくし、爆発が起こった。





　　　　◯





　式森和樹は啞あ然ぜんとして校門を眺ながめた。


　寝過ごしてしまい、遅ち刻こく寸すん前ぜんだったので全速で駆かけてきた。ギリギリセーフかと思いきや、とんでもない光景に遭そう遇ぐうしていた。


　校門のレンガが半分ほど破壊されていた。特とく徴ちようある緑みどりの鉄の門は弄あめのように曲まがり、倒とう壊かいしている。あちこちに焦こげ跡あとがあって、アスファルトにはひびが入り、一部は大きくえぐれている。まるで絨じゆう毯たん爆ばく撃げきを受けたかのような有あり様さまであった。


「なんなの……これ」


　彼はもちろん、自分を巡めぐる凄せい惨さんな戦せん闘とうの結果ということを知らない。彼だけではなく、近所の野や次じ馬うまや通つう報ほうを受けた消しよう防ぼう隊たい員いんまでもが茫ぼう然ぜんとしていた。


　後ご日じつ調ちよう査さが行おこなわれ、第一級の攻こう撃げき魔法による爆ばく風ふうのためと結けつ論ろんが出た。被ひ害がい総そう額がく二億おく三千八百四十四万六千百三十一円也なり。死者、重じゆう傷しよう者しやは奇き跡せき的てきにゼロ。最後の段階で半数以上の人間が、防ぼう壁へきを作ったからだと言われている。


　学校側は戦せん闘とうに関かん与よしていた生徒たちを取り調べた。しかし彼らは全員白しらを切り通し、原因不明のまま迷めい宮きゆう入りとなった。破壊された校門は、風かぜ椿つばき建けん設せつが無料で修しゆう理りを請うけ負おった。


　これが葵あおい学がく園えん史しに名を残す、「緑りよく門もん事件」の全ぜん貌ぼうであった。






　あとがき







　築つき地じです。二冊目の『まぶらほ』、短編集をお届けします。


　長編第一作『ノー・ガール・ノー・クライ』は売れ行き好調のようで、各所から「目の前で最後の一冊を買われた」「そもそも見あたらない」「本当に出版されてんのか？」「噓うそつき」等のおしかりをいただきました。増ぞう刷さつかけてますので、気き長ながに本屋巡めぐりをお楽しみください。





　当シリーズを初めてごらんになる方へ解説です。本作品は月刊ドラゴンマガジン二〇〇〇年八月号、二〇〇〇年十一月号～二〇〇一年四月号に掲けい載さいされた作品に加か筆ひつ修しゆう正せいをし、書き下ろし短編を加くわえたものです。このうち、二〇〇〇年八月号のものは第零ゼロ話となっています。これは第三回龍皇杯に参加したためです。


　龍皇杯のことは長編のあとがきでも触ふれましたが、要するに作家によるコンペティションです。六人の作家が作品を持ち寄って対決します。勝てる確率は六分の一。勝ったら連載権獲かく得とく。


　私は第二回目から誘さそいを受けました。ちょうど完成したばかりの長編を題材にして参加しないかと言われたのです。これは作家にとっては緊きん張ちよう感かんがあるものの、やってみたくなる勝負です。古くからの友人で、夏休みに女房子供を先に実家に帰して「俺はあとから行くから」と言いつつパチスロに金を突っ込み八万スッて身動きがとれなくなったＭという男なら「勝負、ぜってー勝負！　財さい布ふが空になるまで帰ってくんな！」と叫さけぶでしょう。もちろんやりました。それが『ライトセイバーズ』という短編です。


　結果は跡あと形かたもなく消しよう滅めつ。優勝は『ヘッポコあんてぃ～く』がさらっていきました。結局何位だっけな？


　もちろんあきらめる気は更さら々さらなく、捲けん土ど重ちよう来らいを期きしていました。古くからの友人で、客引きの甘かん言げんに引っかかり古いビルの一室で化け粧しようの濃こいおねいちゃんとなにやら遊んだあげく財布の中身を全て巻き上げられ新宿から千葉まで歩いて帰ったＭという男なら「勝つまでやれよ！」と叫んだことでしょう。


　それで、第三回目もやらせろと担当氏にねじ込み、「じゃあ企画出せ」と言われて送りつけたのが『まぶらほ』です。


　実はこのとき企画は三本あって、私の中で本命は別でした。ところが担当氏は「これだよ、これでいこう」と強きよう烈れつにプッシュ、結果紙し面めんを飾かざりました。なお残り二本は「ひねくれた高校生たちが権けん謀ぼう術じゆつ策さくを繰くり広げる話。ラストは校こう舎しやが半はん壊かい」と「爽そう快かい感かんがかけらもない、社会の暗黒面だけを抜き出したような話。主人公がゲロ吐はくのが見どころ」です。『まぶらほ』が一番マシですね。


　ともかく担当氏は相当自信があったらしく、「これがコケたら業界から足を洗あらおうぜ」とまで言っていました。一方私は前回の敗北もあり半はん信しん半はん疑ぎで、「そんなこと言ってまた逆転されんじゃねーの。足は自分だけ洗ってくれ」と思っていました。


　ところが蓋を開けたら勝利。その慧けい眼がんには感かん服ぷくするばかりです。もっとも彼は勝った瞬間「僕、築地さんの担当外はずれるから」と告げて私を置き去りにし、のちに第四回龍皇杯の『ＥＭＥ』を担当して優勝しています。あんた何回勝つ気なんだ。


　担当氏は代わりましたが、連載は現在もドラゴンマガジン誌上で続いています。ときおり特集も組まれていますので、よろしければお読みください。





　さて本作品の内容です。長編は夕ゆう菜なを軸じくに進んでいますが、この短編はもっぱら和かず樹きの話です。彼の魔法使用回数をベースに連作として構成されています。どちらかというと、この短編がメインストリームですね。


　当初からただ回数を減らすだけじゃなくて色々やろうと考えてまして、それなりにネタも仕込みました。それでもこの巻は、ちょっとしんみりした話が多くなったみたいです。第四話なんて好きな題材なんですが、「重いねこれ」と言われ続けてます。


　主人公の命が削られていきますし、ラストの絡からみもあったので極きよく端たんにバカもできなかったのですが、彼も人間からアレな存在になり、一息つけました。ほっ。


　そんなわけで次巻からはドタバタがぐっと増え、三人娘も暴ぼう走そう気ぎ味みになってます。乞うご期待。





　ところで『ノー・ガール・ノー・クライ』の初版本をお持ちの方に嬉うれしいお知らせです。あとがきの日付をご覧らんください。


　なんと「二〇〇〇年」になっています。これは凄すごい。あとがき書いてから一年後に出版です。つまり今まで富士見書房の肥こやしになっていたのです。誰もが伏ふせていた驚きよう愕がくの事実。出版をこんなに引き延ばすなんて大だい胆たんすぎるぜ！　……なわけありません。年を間違えた馬鹿が存在したのです。話になりません。なおその馬鹿は、数年前「彼女は髪かみを洗あらったらしく」を「彼女は神を洗ったらしく」と書き間違えたことがあります。まさに神をも恐れぬ誤ご字じです。私のことですが。


　平にご容よう赦しや。なお、ドラゴンマガジン連載時にも結構な数のポカミスをしたので、この本で修しゆう正せいしてあります。どこを直したかは探さないでください。見つけてもなにも出ません。





　では今回も、どういうわけか家が近所の現担当氏とイラストレイターの駒こま都つえ～じ氏に感謝しつつ、読者の皆様とは長編第二作『ワゼリング・ハイツ（仮）』でお目にかかりたいと思います。その次は短編第二集『ゆうれいの巻・うえ』です。お楽しみに。







二〇〇一年（今度は間違えないぞ！）十一月二十一日　築地　俊彦





初出　月刊ドラゴンマガジン２０００年８月号




　　　　　２０００年11月号～２００１年４月号




　　　「緑門事件」書き下ろし





まぶらほ


～にんげんの巻～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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